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年
頭
の
挨
拶

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
　
済わ

た　

陽よ
う　

高た
か　

穂ほ

（
昭
45
）

明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う
ご

ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
健
や
か
に
新
た
な

る
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
藤
晴
夫
前
会
長
に
は
長
年

に
わ
た
り
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
同
窓

会
を
強
力
に
牽
引
し
て
ま
と
め

ら
れ
、
創
立
１
３
５
周
年
事
業

で
あ
る
「
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会

館
」
の
完
成
、
記
念
誌
の
発
刊

と
素
晴
ら
し
い
実
績
を
挙
げ
ら

れ
敬
服
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

そ
し
て
次
な
る
課
題
を
未
熟
者

の
小
生
に
託
さ
れ
い
さ
さ
か
逡

巡
も
あ
り
ま
す
が
、
ゐ
の
は
な

会
員
諸
兄
姉
の
ご
協
力
を
戴
き

な
が
ら
、
責
を
全
う
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
の
活
性
化
、
発
展
へ
の

展
望
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
同
窓
会
の
さ
ら
な
る
記

念
事
業
と
し
て
、
千
葉
大
学
基
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礎
医
学
教
室
な
ら
び
に
臨
床
部

門
で
の
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的

業
績
を
整
理
し
て
一
堂
に
展
示

す
る
べ
く
「
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ

ー
ル
」
設
置
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
に
は
多
少
と
も
財

政
的
負
担
を
伴
い
ま
す
の
で
、

大
変
心
苦
し
い
の
で
あ
り
ま
す

が
、
ゐ
の
は
な
会
各
支
部
の
ご

意
向
を
お
聞
き
し
な
が
ら
同
窓

生
諸
氏
へ
の
浄
財
の
お
願
い
を

致
す
こ
と
に
な
る
や
に
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
学
生
会
員
も
含
む

若
手
・
中
堅
同
窓
生
の
積
極
的

参
入
を
目
指
し
て
、
亥
鼻
祭
へ

の
協
力
や
各
種
研
究
会
な
ど
で

の
若
手
優
秀
研
究
者
の
表
彰
、

新
卒
業
生
祝
賀
に
加
え
て
卒
業

50
年
会
員
顕
彰
な
ど
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
旧
病
院

本
館
（
現
医
学
部
）・
遺
構
保

存
、
医
学
部
が
推
進
す
る
『
未

来
医
療
治
療
学
・
人
材
養
成
事

業
』
や
21
世
紀
に
お
け
る
『
難

病
』
な
ど
に
対
す
る
『
治
療
学

推
進
』
な
ど
へ
の
側
面
的
協
力

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
ゐ
の
は
な
会
各
支
部

間
連
携
強
化
・
連
合
ゐ
の
は
な

会
開
催
な
ど
の
計
画
、
医
学
部

な
ら
び
に
各
種
医
学
会
、
医
療

界
で
活
動
す
る
同
窓
生
へ
の
支

脳
神
経
外
科
学

　

佐
伯　

直
勝　

教
授

日
時　

平
成
28
年
２
月
９
日
（
火
）
午
後
３
時

場
所　

医
学
部
附
属
病
院
ガ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
大
講
堂
）

演
題　

脳
神
経
外
科
学
の
進
歩
│
そ
の
軌
跡
と
展
望
│

整
形
外
科
学

　

高
橋　

和
久　

教
授

日
時　

平
成
28
年
２
月
16
日
（
火
）
午
後
３
時

場
所　

ゐ
の
は
な
記
念
講
堂

演
題　

千
葉
大
学
整
形
外
科
学
教
室
│
学
問
の
系
譜
│

形
成
外
科
学

　

佐
藤　

兼
重　

教
授

日
時　

平
成
28
年
２
月
18
日
（
木
）
午
後
3
時

場
所　

医
学
部
附
属
病
院
ガ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
大
講
堂
）

演
題　

�

頭
蓋
顔
面
変
形
の
外
科
手
術
に
挑
ん
だ
30
年

│
形
態
異
常
に
心
を
病
む
成
人
か
ら
こ
ど
も
ま
で

消
化
器
・
腎
臓
内
科
学

　

横
須
賀　

收　

教
授

日
時　

平
成
28
年
３
月
３
日
（
木
）
午
後
３
時

場
所　

医
学
部
附
属
病
院
ガ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
大
講
堂
）

演
題　

肝
疾
患
診
療
の
こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら

臓
器
制
御
外
科
学

　

宮
崎　
　

勝　

教
授

日
時　

平
成
28
年
３
月
10
日
（
木
）
午
後
３
時

場
所　

医
学
部
附
属
病
院
ガ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
大
講
堂
）

演
題　

肝
胆
膵
外
科
を
歩
ん
だ
外
科
医
を
振
り
返
っ
て

　
　
　

│Surgeon's Professionalism

の
追
求
│

援
な
ど
も
大
き
な
眼
目
で
あ
り

ま
す
。

こ
れ
は
す
で
に
10
年
余
り
に

遡
る
、
小
泉
医
療
構
造
改
革
や

国
立
大
学
独
立
法
人
化
の
余

波
・
影
響
に
よ
る
、
医
学
部
運

営
上
の
課
題
、
大
多
数
の
ゐ
の

は
な
同
窓
会
員
が
生
業
と
し
て

い
る
医
療
人
へ
の
社
会
的
、
政

治
・
経
済
的
諸
問
題
な
ど
を
幅

広
く
討
議
・
懇
談
す
る
必
要
性

も
あ
る
や
に
思
わ
れ
る
か
ら
で

す
。
ま
た
文
部
科
学
省
や
厚
生

労
働
省
と
い
え
ど
も
医
学
教
育

問
題
や
医
療
レ
ベ
ル
や
質
な
ど

に
つ
き
米
国
主
導
型
国
際
基
準

の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
特
に

日
本
の
医
学
教
育
制
度
で
は
受

動
型
授
業
で
臨
床
実
習
時
限
の

短
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
は
医

学
部
が
的
確
に
対
応
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
医
学
部
学
生
支
援

や
国
際
的
基
準
に
準
拠
し
た
教

育
手
法
な
ど
へ
の
側
面
的
支
援

の
必
要
性
も
考
慮
さ
れ
る
た
め
、

敢
え
て
支
部
長
レ
ベ
ル
の
懇
談

の
必
要
性
を
感
じ
た
も
の
で
す
。

医
療
と
健
康
問
題
は
、食
糧
・

栄
養
問
題
同
様
、
今
後
世
界
的

視
点
が
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
わ
が

千
葉
大
学
医
学
部
も
遅
れ
を
と

る
こ
と
な
く
、
的
確
な
教
育
と

医
療
レ
ベ
ル
を
保
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
希
望
す
る
も
の
で
す
。

医
療
の
要
件
を
、
米
国
外
科

最
終
講
義

の
ご
案
内

平
成
27
年　

春
の
褒
章

　

藍
綬
褒
章

�

長
尾　

啓
一
（
昭
47
）

平
成
27
年　

秋
の
叙
勲

　

旭
日
双
光
章

�
吉
井　
　

功
（
昭
34
）

平
成
27
年　

秋
の
褒
章

　

藍
綬
褒
章

�

石
川　

広
己
（
昭
55
）

祝

褒
章
・
叙
勲

医
会
が
お
お
よ
そ
１
０
０
年
前

の
１
９
１
７
年
に
『
安
全
、
有

効
、
患
者
中
心
、
効
率
的
、
適

時
的
、
公
平
』
の
６
項
目
に
定

め
て
お
り
ま
す
。

わ
が
ゐ
の
は
な
同
窓
会
員
が
、

21
世
紀
で
の
進
歩
し
た
か
つ
患

者
中
心
で
、
患
者
の
期
待
に
応

え
『
世
界
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』

国
際
的
に
評
価
さ
れ
る
医
学
・

医
療
を
推
進
し
、
ま
た
若
き
日

に
ゐ
の
は
な
台
に
学
び
ク
ラ
ブ

活
動
で
青
春
を
謳
歌
し
、
あ
る

い
は
他
大
学
出
身
と
い
え
ど
も

医
学
部
で
共
に
働
い
た
『
同
窓

の
誼
（
よ
し
み
）・
同
門
の
縁
』

の
何
物
に
も
代
え
が
た
い
友
情

を
、
終
世
抱
き
続
け
る
仲
間
の

集
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

本
年
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝

な
ら
び
に
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第171号 叙 勲 感 想   就 任 挨 拶 （2）

こ
の
度
伊
藤
晴
夫
前
会
長
の

後
を
受
け
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

長
の
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

昭
和
45
年
卒
業
の
済
陽
高
穂
で

す
。
浅
学
非
才
の
未
熟
者
で
あ

り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

１
０
０
年
余
の
歴
史
と
伝
統

を
有
し
、
名
尾
良
憲
先
生
、
井

出
源
四
郎
先
生
、
長
澤
仁
一
先

生
、
渡
辺
武
先
生
、
伊
藤
晴
夫

先
生
な
ど
の
歴
代
会
長
方
が

営
々
と
し
て
努
力
さ
れ
、
築
い

て
こ
ら
れ
た
ゐ
の
は
な
同
窓
会

で
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
同

窓
会
館
建
設
な
ど
確
固
た
る
業

績
を
挙
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

衷
心
よ
り
敬
服
し
、
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

千
葉
大
学
医
学
部
は
、
日
本

で
の
医
学
・
医
療
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
ま
た
医
療
界
に
お
け

る
有
為
の
人
材
の
育
成
機
関
と

し
て
、
そ
の
担
う
役
割
は
極
め

て
大
き
い
と
言
え
ま
す
。
わ
が

医
学
部
は
歴
史
的
に
優
秀
な
研

究
者
や
熱
意
あ
る
臨
床
医
を
数

多
く
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
困

難
な
医
学
研
究
や
難
病
の
診
断

や
治
療
に
目
覚
ま
し
い
実
績
を

挙
げ
、
独
創
的
な
研
究
を
推
進

し
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
り
、

平
成
27
年
春
の
褒
章
に
て
、

多
年
厚
生
労
働
省
じ
ん
肺
診
査

医
会
委
員
を
務
め
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
藍
綬
褒
章
の
栄
誉
を

賜
り
ま
し
た
。

私
は
昭
和
47
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
内
科
臨
床

研
修
、
一
般
病
院
で
の
内
科
診

療
、
本
学
医
学
部
呼
吸
器
内
科

で
の
教
育
・
研
究
・
診
療
、
そ

し
て
平
成
5
年
か
ら
大
学
本
部

の
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
・
総
合

安
全
衛
生
管
理
機
構
に
て
学

生
・
職
員
の
健
康
管
理
、
安
全

管
理
に
従
事
し
て
参
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
に
本
学
を
定
年
退
任

し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
東
京

工
業
大
学
に
て
特
任
教
授
と
し

て
3
年
間
、
安
全
管
理
、
衛
生

管
理
の
任
を
努
め
ま
し
た
。

そ
の
間
、
平
成
7
年
か
ら
現

在
ま
で
計
20
年
間
は
、
自
身
が

培
っ
て
き
た
学
識
に
よ
り
厚
生

労
働
省
で
の
じ
ん
肺
行
政
の
一

端
を
も
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

抜
本
的
手
術
法
や
早
期
が
ん
診

断
法
を
開
発
し
た
り
し
て
国
際

的
評
価
を
う
け
た
先
輩
諸
氏
な

ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど

で
す
。『
世
界
が
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
』
こ
れ
ら
の
方
々
の
努
力
で

培
わ
れ
た
伝
統
を
烏
有
に
帰
す

る
こ
と
な
く
、
素
晴
ら
し
い
業

績
が
示
さ
れ
る
よ
う
願
う
と
こ

ろ
で
す
。

現
今
の
医
学
・
医
療
の
進
歩

の
目
覚
ま
し
さ
に
剋
目
さ
せ
ら

れ
る
反
面
、
医
療
現
場
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
医
療
は
人

が
人
を
癒
す
、
ま
さ
に
人
間
的

な
行
為
で
す
。『
国
民
（
患
者
）

の
期
待
に
応
え
る
医
療
、
受
療

者
が
満
足
す
る
診
療
』
が
具
現

さ
れ
る
よ
う
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

医
学
部
基
礎
教
室
が
臨
床
部

門
と
手
を
携
え
て
、
医
学
・
医

療
界
に
治
療
学
な
ど
の
成
果
を

齎
し
、
ま
た
斯
界
に
貢
献
す
る

医
師
の
育
成
を
も
望
む
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
目
的
に
向
か
っ

て
ゐ
の
は
な
同
窓
会
も
側
面
的

な
支
援
に
努
め
る
所
存
で
す
。

同
窓
会
の
目
的
は
、
会
員
親

睦
の
推
進
な
ら
び
に
医
道
の
高

揚
と
敷
衍
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、

具
体
的
な
同
窓
会
と
し
て
の
事

業
計
画
を
立
案
し
て
そ
の
達
成

そ
の
こ
と
に
よ
り
今
回
の
受
章

の
栄
を
賜
っ
た
次
第
で
す
。
じ

ん
肺
は
不
可
逆
性
職
業
病
で
、

昔
の
粉
じ
ん
作
業
が
後
年
に
な

り
じ
わ
じ
わ
と
健
康
を
害
し
て

く
る
と
い
う
や
っ
か
い
な
も
の

で
あ
り
、
近
年
は
石
綿
吸
入
に

よ
る
遅
発
性
呼
吸
器
悪
性
腫
瘍

を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
窓
会
会
員
の
た
め
の
活
動
推

進
（
各
支
部
間
の
連
携
な
ど
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
幸
い

吉
川
廣
和
、
鈴
木
信
夫
、
吉
原

俊
雄
の
錚
々
た
る
先
生
方
が
副

会
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山
積
す

る
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
課
題
を

一
つ
一
つ
丁
寧
に
分
析
し
て
、

そ
の
具
体
的
解
決
や
方
向
性
を

見
出
し
て
、
医
学
部
へ
貢
献
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

か
つ
て
昭
和
12
年
に
、
６
年

間
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た

大
学
病
院
（
現
医
学
部
）
は
亥

鼻
台
に
聳
え
立
ち
、
東
京
湾
を

隔
て
た
横
浜
か
ら
も
遠
望
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
ゐ
の
は
な

同
窓
生
一
同
、
そ
の
誇
り
と
矜

持
と
を
忘
れ
ず
、
千
葉
大
学
医

学
部
が
今
一
度
、
全
国
か
ら
仰

ぎ
見
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の

で
す
。

『
安
全
、
有
効
、
患
者
中
心
、

効
率
的
、
適
時
的
、
公
平
』
の

６
項
目
は
１
９
１
７
年
に
米
国

外
科
医
会
が
定
め
た
「
医
療
の

要
件
」
で
す
。
医
療
者
側
の
み

の
論
理
で
な
く
、
万
人
が
認
め

る
素
晴
ら
し
い
医
学
教
育
と
医

療
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

も
の
で
す
。
医
療
へ
の
信
頼
を

取
り
戻
し
、
千
葉
医
学
の
存
在

を
世
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
望
ん
で
お
り
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
被
害
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
は
産
業
衛

生
学
的
見
地
か
ら
の
指
導
が
き

わ
め
て
重
要
で
、
私
も
随
所
で

予
防
対
策
・
教
育
、
さ
ら
に
は

健
康
管
理
に
携
わ
っ
て
参
り
ま

し
た
。

医
学
部
卒
業
後
、
前
記
の
通

り
、
各
所
で
求
め
ら
れ
る
ま
ま

融
通
無
碍
に
仕
事
を
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
本
年
4
月
か
ら
は

ご
縁
が
あ
り
（
一
財
）
柏
戸
記

念
財
団
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
柏
戸

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
世
話
に
な
っ

受
章
の
挨
拶

藍
綬
褒
章

藍
綬
褒
章
受
章
の
ご
報
告

長　

尾　

啓　

一
（
昭
47
）

会
長
就
任
挨
拶

　
　
ゐ
の
は
な
同
窓
会
長 

　
済　

陽　

高　

穂
（
昭
45
）

て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
た
な
場

所
で
も
、
健
康
診
断
、
人
間
ド

ッ
ク
、
呼
吸
器
疾
患
診
療
、
そ

し
て
複
数
企
業
の
派
遣
産
業
医

と
多
岐
に
亘
る
業
務
を
行
っ
て

お
り
、
今
し
ば
ら
く
人
々
の
健

康
保
持
増
進
に
貢
献
で
き
る
よ

う
尽
力
す
る
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
千

葉
大
学
医
学
部
の
益
々
の
隆
盛

と
同
窓
の
皆
様
の
一
層
の
ご
活

躍
を
心
よ
り
祈
念
し
つ
つ
、
ご

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
二
一
回
（
二
〇
一
六
年
度
）
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
受
賞
候
補
者
を
左
記
に
よ
り
募
集

い
た
し
ま
す
。

一
、
受
賞
対
象
者

　

①
社
会
貢
献
賞　

�

本
会
員
で
、
医
療
活
動
の
顕
著
な
業
績
に
よ
り
、
社
会
に
高
い
貢
献

を
し
た
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。

　

②
功
労
賞　
　
　

�

医
学
お
よ
び
広
く
文
化
の
各
領
域
に
お
い
て
、
千
葉
大
学
お
よ
び
千

葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
者
。

二
、
表
彰

　

①
社
会
貢
献
賞　
（
三
件
以
内
）�

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
三
十
万
円
以
内
）
を
贈
呈
し

ま
す
。

　

②
功
労
賞　
　
　

�（
一
件
以
内
）
盾
お
よ
び
賞
金
十
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

三
、
応
募
方
法

　
　

�

所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
一
六
年
一
月
三
十

一
日
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

四
、
受
賞
者
の
決
定

　
　

�

選
考
委
員
、
常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が
行
い
ま
す
。

　
　

�

審
査
結
果
は
二
〇
一
六
年
五
月
中
頃
ま
で
に
各
申
請
者
に
通
知
す
る
と
共
に
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
報
に
掲
載
し
ま
す
。

五
、
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
用
紙
請
求
先

　
　

千
葉
大
学
医
学
部
内
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
室

　
　

�
申
請
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
候
補
者
募
集
要
項
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こ
の
た
び
、
７
月
14
日
付
け

で
、
昭
和
大
学
医
学
部
整
形
外

科
学
講
座
教
授
を
拝
命
致
し
ま

し
た
の
で
、
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。
昭
和
大
学
は
、
東
京
都

品
川
区
、
東
急
線
の
旗
の
台
駅

か
ら
徒
歩
数
分
の
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
医
・
歯
・
薬
・
保
健

医
療
の
４
学
部
を
揃
え
た
医
系

総
合
大
学
で
あ
り
、
整
形
外
科

学
講
座
は
３
年
後
に
は
開
講
90

周
年
を
迎
え
る
、
全
国
80
大
学

の
な
か
で
整
形
外
科
と
し
て
は

９
番
目
に
開
講
し
た
歴
史
と
伝

統
あ
る
教
室
で
す
。

私
は
、
昭
和
60
年
に
千
葉
大

学
を
卒
業
し
、
整
形
外
科
学
教

室
に
入
局
し
ま
し
た
。
動
物
性

機
能
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
に

加
え
、
全
国
か
ら
患
者
さ
ん
が

い
ら
し
て
お
り
、
と
て
も
活
気

が
あ
る
教
室
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

昭
和
62
年
６
月
に
故
井
上
駿
一

教
授
か
ら
「
来
年
は
大
学
院
に

２
０
１
５
年
10
月
１
日
付
け

で
、
帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
外
科
（
乳
腺
・
甲
状

腺
外
科
）
教
授
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
１
９
８
５
年
に
千
葉

大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
同
年

に
第
二
外
科
に
入
局
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、

佐
藤
博
教
授
が
退
官
さ
れ
、
磯

野
可
一
教
授
が
就
任
さ
れ
た
年

で
し
た
。
当
時
の
第
二
外
科
は
、

野
武
士
の
よ
う
な
先
生
方
の
集

ま
り
で
、
回
診
の
最
中
に
、
治

療
方
針
の
意
見
が
合
わ
な
い
時

に
、
病
室
の
外
で
胸
ぐ
ら
を
つ

か
み
あ
い
な
が
ら
意
見
を
戦
わ

せ
る
よ
う
な
医
局
で
し
た
。
今

後
勤
め
ら
れ
る
の
か
心
細
く
思

っ
た
も
の
で
す
。

一
年
間
の
研
修
後
、
千
葉
社

会
保
険
病
院
、
埼
玉
県
厚
生
連

幸
手
総
合
病
院
に
出
張
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
西
島
浩
先
生
、
大

川
昌
権
先
生
、
吉
川
広
和
先
生
、

斎
藤
弘
司
先
生
の
ご
指
導
を
う

け
、
１
９
８
８
年
に
帰
局
し
、

故
川
村
功
先
生
の
も
と
で
、
重

症
肥
満
の
外
科
治
療
の
研
究
を

行
い
、
１
９
９
１
年
よ
り
、
シ

ニ
ア
出
張
と
し
て
、
栃
木
県
厚

生
連
石
橋
総
合
病
院
で
、
引
き

続
き
川
村
先
生
に
ご
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
、
齋

藤
康
元
学
長
よ
り
肥
満
研
究
の

面
で
大
変
お
世
話
に
な
り
、
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
１
９

９
３
年
の
年
明
け
に
、
磯
野
教

授
よ
り
帰
局
し
て
乳
癌
を
担
当

す
る
よ
う
に
と
の
ご
指
示
を
い

た
だ
き
、
同
年
帰
局
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
手
探
り
状
態

で
、
乳
腺
・
甲
状
腺
・
副
甲
状

腺
疾
患
の
診
療
、
研
究
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
磯
野
教
授

に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
さ

し
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
２

０
０
０
年
に
は
、
テ
ネ
シ
ー
大

学
に
文
部
科
学
省
在
外
研
究
員

と
し
て
留
学
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
落
合
武
徳

教
授
に
も
、
大
変
ご
面
倒
を
み

て
い
た
だ
き
、
２
０
０
６
年
か

ら
は
、
隔
年
の
千
葉
大
学
医
学

部
附
属
病
院　

乳
腺
・
甲
状
腺

外
科
科
長
に
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
松
原
久
裕
教
授
に

教
授
が
代
わ
ら
れ
て
も
、
大
変

お
世
話
を
い
た
だ
き
、
２
０
０

９
年
に
先
端
応
用
外
科
准
教
授

に
、
２
０
１
４
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
附
属
病
院
診
療
教
授

（
乳
腺
・
甲
状
腺
外
科
）
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
私
は
、
学
生
時
代
に

硬
式
野
球
部
に
所
属
し
て
お
り
、

野
球
部
の
諸
先
輩
、
特
に
元
医

学
部
長
の
髙
橋
英
世
先
生
、
臓

器
制
御
外
科
（
旧
第
一
外
科
）

の
宮
崎
勝
教
授
に
も
大
変
か
わ

い
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
千
葉
大
学
医
学

部
の
諸
先
輩
方
に
大
変
お
世
話

に
な
り
な
が
ら
、
千
葉
大
学
医

学
部
一
筋
で
診
療
、
研
究
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
帝
京
大
学
か
ら
、
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
千
葉
大

で
培
っ
た
能
力
を
生
か
せ
れ
ば
、

千
葉
大
に
対
す
る
御
恩
返
し
に

な
る
か
と
考
え
、
教
授
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
外
科
は
、
消
化
管
外
科

を
幸
田
圭
史
教
授
が
、肝
・
胆
・

膵
外
科
を
田
中
邦
哉
教
授
が
担

当
し
て
お
り
、
私
が
乳
腺
・
甲

状
腺
外
科
の
担
当
と
な
り
ま
し

た
。
乳
腺
専
門
医
が
１
年
前
に

退
職
し
、
１
年
間
乳
腺
外
来
が

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
近

隣
の
先
生
方
へ
の
ご
あ
い
さ
つ

等
も
含
め
、
一
か
ら
作
り
直
し

て
い
る
状
況
で
す
。
大
変
な
状

況
で
す
が
、
や
り
が
い
も
あ
り
、

今
後
頑
張
っ
て
、
診
療
体
制
を

充
実
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
研
究
体

制
も
整
え
、
千
葉
大
学
医
学
部

の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
努
力
し
、

本
学
の
発
展
に
つ
く
し
て
ゆ
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

磯
野
教
授
、
落
合
教
授
、
松

原
教
授
を
は
じ
め
、
い
ま
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
千
葉
大
学
医

学
部
同
窓
の
諸
先
輩
、
同
僚
、

後
輩
の
先
生
方
に
は
大
変
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就　

任　

挨　

拶

昭
和
大
学
医
学
部

　
　

整
形
外
科
学
講
座　

教
授

　
豊　

根　

知　

明
（
昭
60
）

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

外
科（
乳
腺
・
甲
状
腺
外
科
）　

教
授

　
宮　

澤　

幸　

正
（
昭
60
）

進
み
、
高
齢
者
の
腰
痛
の
研
究

を
し
な
さ
い
」
と
ご
指
示
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
井
上
教
授
は

残
念
な
こ
と
に
そ
の
２
か
月
後

に
肝
臓
が
ん
の
た
め
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。
翌
年
は
大
学
院
の
募

集
が
な
く
、
私
は
平
成
２
年
に

医
員
と
し
て
大
学
に
戻
り
、
腰

痛
の
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
以
後
25
年
間
、
一
貫
し
て

脊
椎
疾
患
の
病
態
解
明
と
治
療

を
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
、

近
年
は
特
に
「
腰
曲
が
り
や
首

下
が
り
」
と
言
わ
れ
る
高
齢
者

の
脊
柱
変
形
の
手
術
治
療
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
井
上
教
授

と
か
わ
し
た
お
約
束
を
守
っ
て

お
り
ま
す
。

千
葉
大
学
で
は
、
本
当
に
多

く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
守
屋
秀
繁
名

誉
教
授
は
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
時

に
は
必
ず
メ
ー
ル
を
く
だ
さ
る
、

「
親
父
の
背
中
は
い
つ
ま
で
も
で

か
い
」
と
思
え
る
師
匠
で
す
。

高
橋
和
久
教
授
は
、
私
の
入
局

時
に
文
部
教
官
に
な
ら
れ
て
以

来
30
年
、
愛
弟
子
と
し
て
ご
指

導
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
田
中

正
・
前
千
葉
市
立
青
葉
病
院
長

は
、
私
が
平
成
５
年
に
赴
任
し

た
救
急
・
外
傷
の
メ
ッ
カ
君
津

中
央
病
院
で
12
年
間
に
わ
た
り
、

「
手
術
で
は
妥
協
せ
ず
最
善
を
尽

く
す
こ
と
」
を
、
首
か
ら
足
に

至
る
す
べ
て
の
整
形
外
科
疾
患

に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
下
さ
っ

た
真
の
恩
師
で
す
。
平
成
17
年

に
守
屋
教
授
の
一
声
で
赴
任
し

ま
し
た
帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
和
田
佑
一

病
院
長
の
ご
尽
力
で
、
平
成
18

年
か
ら
整
形
外
科
教
授
を
拝
命

し
、
10
年
間
脊
椎
外
科
に
専
念

さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と

を
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま�

す
。昭

和
大
学
に
赴
任
し
て
半
年

が
経
ち
ま
す
が
、
成
人
脊
柱
変

形
を
中
心
に
あ
ら
ゆ
る
脊
椎
の

手
術
を
行
い
、
臨
床
・
研
究
に

熱
心
な
若
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ

る
ス
タ
ッ
フ
に
も
囲
ま
れ
、
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。
私
の
赴
任
と
時
同
じ
く
し

て
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室（
任

意
の
面
で
の
Ｃ
Ｔ
画
像
が
瞬
時

に
得
ら
れ
ま
す
）
が
開
設
さ
れ
、

高
難
度
の
脊
椎
手
術
に
お
い
て

も
、
正
確
か
つ
安
全
な
手
術
が

担
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
大

学
に
は
、
旗
の
台
の
本
院
の
他

に
も
藤
が
丘
、
横
浜
北
部
、
江

東
豊
洲
と
い
う
３
つ
の
魅
力
的

な
病
院
が
あ
り
、
そ
の
繋
が
り

も
今
後
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
学
生
時
代
は
硬
式
庭

球
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

５
年
生
の
時
に
は
財
団
法
人
猪

之
鼻
奨
学
会
か
ら
２
年
分
の
学

費
相
当
の
奨
学
金
を
貸
与
し
て

い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
が
、

当
時
、
親
に
内
緒
で
ウ
イ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
の
ボ
ー
ド
を
入
手

し
て
、
最
後
の
学
生
生
活
を
謳

歌
し
た
少
々
ほ
ろ
苦
い
思
い
出

も
あ
り
ま
す
。

か
く
し
て
、
他
大
学
を
渡
り

歩
い
て
い
ま
し
て
も
、「
ど
う
、

元
気
？　

大
丈
夫
？
」
と
、
い

つ
も
暖
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る

「
ゐ
の
は
な
同
窓
会
」
の
皆
様

は
、
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
実
家

の
様
な
特
別
な
存
在
で
す
。
ひ

き
つ
づ
き
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
27
年
８
月
１
日
付
け
に

て
、
東
京
女
子
医
科
大
学
八
千

代
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
教
授

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
、
昭
和
63
年
に
千

葉
大
学
医
学
部
を
卒
業
い
た
し

ま
し
た
。
学
生
時
代
は
準
硬
式

野
球
部
に
所
属
し
、
多
く
の
尊

敬
す
る
先
輩
方
、
後
輩
た
ち
に

恵
ま
れ
、
チ
ー
ム
で
一
つ
の
こ

と
に
向
か
う
楽
し
さ
を
学
び
ま

し
た
。
医
療
に
通
じ
る
経
験
で

あ
り
、
私
の
貴
重
な
財
産
で
あ

り
ま
す
。

卒
業
後
は
故
中
島
博
徳
教
授

が
主
宰
さ
れ
る
小
児
科
学
教
室

に
入
局
し
、
新
美
仁
男
教
授
に

小
児
科
医
と
し
て
の
基
礎
と
心

構
え
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
準
硬
式
野
球
部
の

先
輩
で
も
あ
る
杉
田
克
生
先
生

（
千
葉
大
学
教
育
学
部
教
授
）
に

師
事
し
、
小
児
神
経
疾
患
の
診

療
に
従
事
い
た
し
ま
し
た
。
当

時
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
臨
床
現
場
に
導

入
さ
れ
始
め
た
時
期
で
あ
り
、

小
児
神
経
疾
患
・
代
謝
性
疾
患

の
画
像
診
断
、
脳
代
謝
の
研
究

に
携
わ
り
ま
し
た
。
平
成
13
年

に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
校
放
射
線
科

で
小
児
神
経
放
射
線
学
の
第
一

人
者
で
あ
るBarkovich

教
授

の
も
と
研
修
す
る
機
会
を
頂
き

ま
し
た
。
心
地
よ
い
環
境
で
自

分
の
好
き
な
研
究
に
明
け
暮
れ
、

米
国
文
化
に
触
れ
る
こ
と
の
で

き
た
１
年
で
し
た
。
留
学
を
快

く
お
認
め
頂
き
ま
し
た
河
野
陽

一
教
授
、
留
守
を
託
し
た
神
経

グ
ル
ー
プ
の
先
生
方
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
17
年
に
亀
田
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
小
児
科
に
転
出
し
、

平
成
26
年
か
ら
東
京
女
子
医
科

大
学
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
小

児
科
に
入
職
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
日
本
の
小
児
に
好
発

す
る
急
性
脳
症
の
臨
床
研
究
に

携
わ
り
、Acute�encephal-

opathy�with�biphasic�sei-
zures�and�late�reduced�
diffusion

（
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
、
平
成

27
年
に
医
療
費
助
成
対
象
の
指

定
難
病
に
認
定
）、clinically�

mild�encephalitis/enceph-
alopathy�with�a�reversible�
splenial�lesion

（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）

２
つ
の
臨
床
症
候
群
を
確
立
い

た
し
ま
し
た
。
同
窓
の
先
生
方

か
ら
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
八
千
代
医
療
セ
ン
タ

ー
小
児
科
は
、
全
国
で
31
施
設

し
か
な
い
日
本
小
児
総
合
医
療

施
設
で
あ
り
、
千
葉
県
唯
一
の

集
中
治
療
医
学
会
認
定
の
Ｐ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
、
千
葉
県
で
２
施
設
の
み

の
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
を
有
し
て

お
り
ま
す
。
八
千
代
医
療
セ
ン

タ
ー
は
平
成
28
年
12
月
に
設
立

10
周
年
を
迎
え
、
新
棟
が
竣
工

予
定
（
６
月
、
５
０
１
床
に
増

東
京
女
子
医
科
大
学
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

小
児
科　

教
授

　
髙　

梨　

潤　

一
（
昭
63
）

防
衛
医
科
大
学
校
病
院

　
　

歯
科
口
腔
外
科　

教
授

　
横　

江　

秀　

隆
（
岡
山
大
歯
・
昭
63
）

床
）
で
す
が
、
小
児
科
は
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
、
Ｇ
Ｃ
Ｕ
あ
わ
せ
１
２
０

床
余
と
な
る
予
定
で
す
。
寺
井

勝
前
教
授
（
千
葉
市
立
海
浜
病

院
副
院
長
）
の
築
か
れ
た
小
児

科
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、研
究
・

教
育
に
も
尽
力
い
た
す
所
存
で

す
。
下
条
直
樹
教
授
（
千
葉
大

学
大
学
院
医
学
研
究
院
小
児
科

学
教
授
）
な
ら
び
に
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
諸
先
生
方
の
ご
指

導
、
ご
支
援
を
今
後
と
も
賜
り

た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

２
０
１
５
年
10
月
１
日
付
で
、

防
衛
医
科
大
学
校
病
院
歯
科
口

腔
外
科
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
千
葉
大
学
在
職
中
の
ご

指
導
、
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

防
衛
医
科
大
学
校
は
、
医
師

で
あ
る
幹
部
自
衛
官
を
育
成
す

る
こ
と
が
設
立
の
目
的
で
す
。

そ
れ
に
加
え
、
歯
科
口
腔
外
科

は
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
で
採

用
し
た
歯
科
医
官
の
育
成
も
担

っ
て
お
り
ま
す
。
歯
科
医
官
は
、

駐
屯
地
の
医
務
室
で
隊
員
の
歯

科
治
療
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、

隊
員
の
口
腔
健
康
管
理
、
医
官

の
い
な
い
部
隊
に
お
い
て
は
部

隊
衛
生
の
責
任
者
と
し
て
の
任

務
も
課
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
近
年
複
雑
に
変
化
す
る
国

際
情
勢
の
中
、
多
国
間
安
全
保

障
協
力
と
し
て
周
辺
諸
国
へ
の

医
療
支
援
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
新
し
い
法
律
の
制
定
に
よ

り
、
今
後
益
々
安
全
保
障
的
役

割
と
し
て
の
医
療
支
援
の
重
要

性
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
軍
事
歯
学
に
お
け
る
口

腔
外
科
の
役
割
も
変
化
し
、
古

く
か
ら
あ
る
顎
顔
面
戦
闘
外
傷

へ
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
安

全
保
障
的
役
割
の
一
環
と
し
て

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
に
基
づ
き
、
米
軍
等
と
協

力
し
て
医
療
支
援
が
行
わ
れ
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
歯
科
医
官

が
派
遣
さ
れ
て
、
短
期
間
に
多

く
の
抜
歯
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
安
全
で
、
効
率
の
よ

い
抜
歯
技
術
の
習
得
は
必
須
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
野
外
と
い

う
特
殊
環
境
下
で
歯
科
医
療
を

行
う
上
で
の
、
職
業
感
染
対
策
、

医
療
機
器
の
消
毒
、
環
境
整
備

な
ど
、
感
染
対
策
の
教
育
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

軍
事
歯
学
用
語
に
、
歯
科
的

即
応
態
勢
（Operational�

Dental�Readiness

）
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

派
遣
部
隊
の
円
滑
な
任
務
遂
行

を
目
的
と
し
た
健
康
管
理
、
人

的
戦
力
の
確
保
の
こ
と
で
、
部

隊
の
任
務
遂
行
を
目
的
と
し
て

人
的
戦
力
で
あ
る
軍
人
（
我
が

国
で
は
自
衛
官
）
を
身
体
的
に

良
好
な
状
態
に
保
ち
、
派
遣
の

際
即
応
で
き
る
よ
う
管
理
し
て

お
く
も
の
で
す
。
口
腔
外
科
と

し
て
は
、
若
い
隊
員
に
智
歯
周

囲
炎
が
任
務
中
に
発
症
し
な
い

よ
う
、
平
時
に
、
検
診
に
よ
る

評
価
と
治
療
介
入
を
行
う
こ
と

が
該
当
し
ま
す
。

口
腔
外
科
疾
患
に
関
す
る
検

診
・
診
断
法
の
確
立
、
発
症
予

測
の
疫
学
調
査
、
治
療
介
入
に

よ
る
予
後
の
正
確
な
評
価
方
法

の
確
立
に
よ
り
、
質
の
高
い
歯

科
的
即
応
態
勢
の
構
築
を
図
る

こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
幕
僚
監

部
歯
科
医
官
、
医
官
の
助
言
と

支
援
を
受
け
な
が
ら
歯
科
医
官

育
成
の
た
め
の
体
制
作
り
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
点
他

大
学
の
歯
学
部
あ
る
い
は
医
学

部
の
口
腔
外
科
と
は
異
な
り
、

本
校
だ
け
の
特
色
と
い
え
ま
す
。

自
衛
隊
衛
生
業
務
に
貢
献
で
き

る
歯
科
医
官
の
育
成
を
教
室
の

最
重
要
課
題
と
し
て
進
め
、
日

本
の
平
和
、
安
定
し
た
国
際
関

係
構
築
に
わ
ず
か
で
も
寄
与
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

特
任
教
授

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
医
学

　

大
島　

淳
子

�

（
筑
波
大
・
昭
54
）

准
教
授

バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー

　

坂
本　

明
美
（
昭
62
）

�

医
学
研
究
院
助
教
よ
り

グ
ロ
ー
バ
ル
臨
床
試
験
学

　

佐
藤　

泰
憲

�

同
特
任
准
教
授
よ
り

小
児
外
科
学

　

齋
藤　

武
（
平
６
）

�

同
講
師
よ
り

講
師

粘
膜
免
疫
学

　

武
村　

直
紀

�

（
北
海
道
大
・
平
17
）

�

同
特
任
助
教
よ
り

臨
床
腫
瘍
部

　

岩
澤　

俊
一
郎
（
平
14
）

�

同
助
教
よ
り

他
大
学
教
授

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

外
科
（
乳
腺
・
甲
状
腺
）

　

宮
澤　

幸
正
（
昭
60
）

防
衛
医
科
大
学
校
病
院

歯
科
口
腔
外
科

　

横
江　

秀
隆

�

（
岡
山
大
歯
・
昭
63
）

埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

乳
腺
外
科

　

矢
形　

寛
（
金
沢
大
・
平
２
）

人
事
異
動

神
経
内
科
学�

３
名

小
児
病
態
学�

１
名

臓
器
制
御
外
科
学�

１
名

（
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
）

分
子
腫
瘍
生
物
学�

１
名

生
殖
医
学�

１
名

循
環
器
内
科
学�

１
名

神
経
科
学�

２
名

（
社
会
精
神
保
健
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
）

平
成
27
年
度

大
学
院
医
学
薬
学
府

 

10
月
入
学
者



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（5） 就 任 挨 拶  第171号

平
成
27
年
７
月
４
日
に
開
催

さ
れ
た
神
奈
川
ゐ
の
は
な
会
総

会
で
役
員
交
代
の
件
が
審
議
さ

れ
、
森
豊
会
長
（
昭
37
）
が
名

誉
会
長
に
、三
科
孝
夫
理
事（
昭

46
）
が
副
会
長
に
、
そ
し
て
私

が
会
長
と
い
う
役
員
会
の
案
が

承
認
さ
れ
、
私
が
会
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
。

神
奈
川
ゐ
の
は
な
会
は
初
代

の
津
田
修
二
先
生
（
大
12
）
が

昭
和
50
年
ま
で
務
め
ら
れ
、
昭

和
63
年
に
就
任
さ
れ
た
５
代
目

の
富
田
裕
先
生
（
昭
30
）
が
22

年
の
長
き
に
わ
た
り
会
を
主
導

さ
れ
、
現
在
の
形
に
落
ち
着
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
神
奈

川
ゐ
の
は
な
会
は
富
田
先
生
を

核
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
平
成
22
年
に
富
田
先

生
が
会
長
退
任
を
表
明
さ
れ
、

当
時
副
会
長
で
あ
っ
た
森
先
生

が
次
期
会
長
就
任
を
固
辞
さ
れ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
６
月
13
日
の
東
京
ゐ
の

は
な
会
総
会
に
て
済
陽
高
穂
前

会
長
（
昭
45
）
の
後
任
と
し
て

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
伊

藤
達
雄
で
す
。

私
は
昭
和
42
年
卒
業
、
最
後

の
イ
ン
タ
ー
ン
を
終
了
、
昭
和

43
年
当
時
鈴
木
次
郎
教
授
（
昭

14
）
が
東
京
駅
に
て
急
逝
さ
れ
、

混
乱
期
に
あ
り
ま
し
た
千
葉
大

学
整
形
外
科
に
入
局
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
昭
和
54
年
に
は

た
と
き
に
は
、
会
員
は
困
惑
致

し
ま
し
た
。
役
員
の
中
で
は
私

が
森
先
生
に
次
い
で
年
長
で
し

た
の
で
、
私
が
森
先
生
を
説
得

し
ま
し
た
。と
に
か
く
一
期（
３

年
）
で
も
で
き
る
範
囲
で
会
長

を
お
願
い
し
た
い
。
そ
の
後
は

年
次
か
ら
言
い
ま
し
て
も
私
が

引
き
受
け
ま
す
か
ら
、
と
い
う

話
を
し
ま
し
た
。

森
先
生
に
会
長
就
任
を
ご
承

諾
い
た
だ
き
、
新
体
制
が
発
足

し
て
間
も
な
く
、
神
奈
川
ゐ
の

は
な
会
は
激
震
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
富
田
先
生
の
突
然
の
ご

逝
去
で
す
。
神
奈
川
ゐ
の
は
な

会
の
事
務
局
は
富
田
先
生
の
金

沢
病
院
に
お
か
れ
、
実
務
は
病

院
の
職
員
の
方
に
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
。
森
先
生
は
こ
の
難

局
を
見
事
に
乗
り
切
ら
れ
ま
し

た
が
、
事
務
局
に
関
し
て
は
現

在
も
流
動
的
で
す
。

私
は
神
奈
川
ゐ
の
は
な
会
の

新
会
長
と
し
て
前
向
き
の
抱
負

を
述
べ
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
と

同
様
に
難
問
を
抱
え
て
い
ま
す
。

組
織
率
・
会
費
納
入
率
・
総
会

辻
陽
雄
教
授
（
昭
33
）
が
主
催

し
た
新
設
の
富
山
医
科
薬
科
大

学
（
現
富
山
大
学
医
学
部
）
整

形
外
科
に
移
り
、
平
成
３
年
に

東
京
女
子
医
科
大
学
整
形
外
科

教
授
に
就
任
、
平
成
18
年
に
東

京
女
子
医
科
大
学
八
千
代
医
療

セ
ン
タ
ー
院
長
と
し
て
多
く
の

千
葉
大
学
の
仲
間
と
共
に
新
し

い
病
院
の
あ
り
方
を
追
求
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
同
窓
の
あ
り

が
た
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

東
京
ゐ
の
は
な
会
は
現
在
８

０
０
余
名
の
登
録
が
あ
り
、
内

容
は
、
お
よ
そ
、
開
業
：
６
２

０
、
大
学
勤
務
：
１
０
０
、
病

院
勤
務
：
80
名
、
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

本
会
の
新
年
会
、
総
会
な
ど
に

参
加
さ
れ
る
方
は
高
齢
の
方
が

出
席
率
な
ど
は
研
修
制
度
が
変

わ
っ
て
か
ら
低
迷
し
て
お
り
、

現
状
維
持
か
ら
何
と
か
上
向
き

に
な
ら
な
い
か
と
模
索
し
て
い

ま
す
。
金
沢
病
院
の
新
し
い
理

事
長
に
お
願
い
し
、
当
面
事
務

局
を
置
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
実
務
を
パ
ー

ト
の
方
に
お
願
い
す
る
方
向
で

す
が
、
現
在
の
状
況
を
維
持
す

多
く
、
ま
た
同
窓
会
誌
の
内
容

も
思
い
出
、
回
想
録
、
旅
行
記

な
ど
が
多
く
、
同
好
の
集
ま
り

の
よ
う
な
印
象
で
し
た
。
そ
こ

で
私
の
ま
ず
思
う
と
こ
ろ
は
、

若
手
の
同
窓
生
が
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
東

京
ゐ
の
は
な
会
の
活
性
化
で
す
。

活
性
化
に
向
け
て
ま
ず
理
事

会
の
刷
新
、
具
体
的
に
は
、
①

理
事
の
若
返
り
、
女
性
の
登
用
、

②
同
窓
会
の
各
会
務
の
明
文
化
、

③
Ｉ
Ｔ
、
Ｎ
ｅ
ｔ
の
活
用
、
④

理
事
会
開
催
日
の
定
例
化
な
ど

で
す
。
早
速
実
行
に
移
し
、
若

手
理
事
の
選
任
時
に
多
く
の
方

か
ら
「
母
校
千
葉
大
学
の
た
め

に
お
役
に
立
ち
た
い
」
と
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
先
行
き
の
明

る
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

続
い
て
新
年
会
、
総
会
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
、
会
員
の
参
加
が
見
込
ま

れ
る
よ
う
に
魅
力
的
に
す
る
こ

と
。
即
ち
多
く
の
活
躍
し
て
お

ら
れ
る
現
役
の
方
のshort�

speech

な
ど
を
企
画
し
、
得
意

技
、
特
長
な
ど
を
共
有
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
勤
務
医

と
開
業
医
双
方
向
の
情
報
を
密

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
同
窓
会
報
、
勤

務
医
部
会
報
を
会
員
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
情
報
を
記
載

す
る
こ
と
。
勤
務
医
部
会
を
充

実
し
、
都
内
の
病
院
に
勤
め
て

い
る
若
い
同
窓
生
の
多
く
が
参

加
し
や
す
く
す
る
。
都
内
６
地

神
奈
川
ゐ
の
は
な
会
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

　
　
神
奈
川
ゐ
の
は
な
会 

新
会
長
　
小
野
田　

昌　

一
（
昭
40
）

東
京
ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
を

　
　
　
　
　
　

引
き
継
ぎ
ま
し
た

　
　
東
京
ゐ
の
は
な
会 

新
会
長
　
伊　

藤　

達　

雄
（
昭
42
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
各
地
区
会
長
挨
拶

区
の
地
区
内
お
よ
び
地
区
間
の

交
流
、
イ
ベ
ン
ト
を
創
成
す
る
。

近
隣
の
ゐ
の
は
な
会
と
の
交
流

も
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
特

に
研
修
生
を
含
む
新
任
の
先
生

方
の
紹
介
や
研
究
会
、
講
演
会

な
ど
の
お
知
ら
せ
な
ど
。
ま
た

医
療
連
携
の
た
め
の
同
窓
生
の

情
報
お
よ
び
行
政
に
携
わ
っ
て

い
る
同
窓
生
の
情
報
な
ど
も
活

用
し
て
い
き
、
さ
ら
に
若
い
卒

業
生
の
動
向
、
希
望
、
要
望
な

ど
を
く
み
取
っ
て
い
け
た
ら
よ

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
会
費
納
入
率
の
向
上

で
す
。
現
在
約
８
０
０
名
の
会

員
登
録
に
対
し
、
会
費
の
納
入

率
は
わ
ず
か
30
％
程
度
と
低
迷

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
本
会

に
魅
力
を
感
じ
ら
れ
ず
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
員
と
し
て
の
誇
り

が
感
じ
ら
れ
て
い
な
い
証
左
で

し
ょ
う
か
？　

活
性
化
、
名
簿

づ
く
り
と
合
わ
せ
て
、
草
の
根

運
動
に
て
改
善
し
た
く
思
い
ま

す
。今

後
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
、
就

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

幸
い
、
神
奈
川
ゐ
の
は
な
会
に

は
有
能
な
会
員
が
大
勢
お
り
ま

す
の
で
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

現
状
か
ら
研
修
制
度
が
変
わ
る

前
の
レ
ベ
ル
に
近
づ
け
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会

 

へ
の
寄
附

古
山　

信
明
（
昭
43
）

 

一
万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の
研
究
手

法
、
麻
酔
科
と
の
関
わ
り
に
つ

き
、
平
明
か
つ
的
確
に
お
話
し

さ
れ
、
普
段
何
気
な
く
診
療
し

て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
関
し
認
識
を

新
た
に
、
ま
た
先
生
の
論
文
な

ど
参
照
し
つ
つ
勉
強
し
よ
う
と

言
う
気
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

両
先
生
に
は
13
名
と
い
う
少

人
数
の
聴
衆
を
相
手
に
、
気
持

ち
良
く
ご
講
演
頂
き
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
両

先
生
を
囲
ん
で
出
席
者
一
同
の

記
念
撮
影
を
行
っ
た
後
に
懇
親

会
に
移
り
ま
し
た
。
見
渡
し
て

み
れ
ば
13
＋
２
の
15
名
の
こ
じ

ん
ま
り
し
た
会
で
、
以
前
に
比

し
、
ご
高
齢
の
先
生
方
と
若
い

世
代
の
先
生
の
不
在
が
目
立
ち
、

結
局
い
つ
も
の
知
っ
た
貌
の
常

連
組
の
参
加
に
限
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
回
欠
席
の
先
生

方
も
３
年
に
一
度
の
会
で
す
の

で
親
睦
を
深
め
る
意
味
で
も
、

次
回
は
是
非
、
ご
参
加
の
う
え

ご
近
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

懇
親
会
は
済
陽
先
生
の
御
発
声

で
始
ま
り
（
先
生
曰
く
、「
こ
う

い
う
会
で
の
こ
う
い
う
食
べ
物

は
た
ま
に
は
良
い
ん
だ
よ
」）
ア

ル
コ
ー
ル
と
料
理
に
囲
ま
れ
て

恒
例
の
自
己
紹
介
・
近
況
報
告

で
和
気
藹
々
と
進
み
、
最
後
は

す
っ
か
り
貫
禄
を
増
し
た
長
老

の
春
日
元
長
野
市
医
師
会
会
長

の
締
め
で
、
ま
た
３
年
後
に
と

楽
し
く
も
懐
か
し
い
時
間
を
過

ご
し
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
野
口
徹
男
（
昭
34
）、
春

日
建
邦
（
昭
34
）、
済
陽
高
穂
会

長
（
昭
45
）、
磯
野
史
朗
教
授

（
昭
59
）、
宮
坂
斉
（
昭
42
）、
柳

沢
貫
一
（
昭
40
）、
小
林
敏
生

（
昭
53
）

後
列
：
熊
谷
信
平
（
山
形
大
・

平
３
）、
内
田
治
男
（
昭
59
）、

松
林
巌
（
昭
54
）、
繁
田
美
香

（
昭
56
）、
栗
田
純
夫
（
昭
59
）、

宮
尾
陽
一
（
昭
54
）、
小
泉
正
幸

（
北
海
道
大
・
平
６
）、
清
水
俊

行
（
昭
56
）

�

（
栗
田
純
夫
）

各
地
ゐ
のだ
はよ
なり
会

山
梨
県
支
部

平
成
27
年
度
山
梨
ゐ
の
は
な

会
総
会
が
７
月
２
日
、
甲
府
市

の
ホ
テ
ル
談
露
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
は
諸
事
情
に

よ
り
例
年
の
６
月
よ
り
少
し
遅

れ
た
た
め
か
、
ま
た
急
遽
御
欠

席
の
先
生
も
お
ら
れ
11
名
参
加

と
例
年
よ
り
少
々
寂
し
く
な
り

ま
し
た
。

始
め
に
こ
の
一
年
で
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
二
名
の
先
生

の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
と
う
を
捧

げ
ま
し
た
。
続
い
て
清
水
天
会

長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、
本
日
御

欠
席
の
諸
先
輩
の
近
況
に
つ
い

て
も
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

次
い
で
昭
和
63
年
卒
の
大
西

洋
先
生
の
山
梨
大
学
放
射
線
科

教
授
就
任
披
露
と
記
念
品
贈
呈

を
行
い
、
先
生
か
ら
の
ご
挨
拶

を
伺
い
ま
し
た
。
千
葉
か
ら
み

え
た
内
山
暁
教
授
か
ら
始
ま
っ

た
教
室
の
事
、
最
近
の
放
射
線

科
は
診
断
と
治
療
の
両
輪
か
ら

な
っ
て
い
る
事
、
治
療
成
績
は

と
て
も
向
上
し
て
お
り
、
県
内

で
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
も
使
用
で

き
る
等
環
境
も
大
変
整
っ
て
い

る
と
の
事
で
し
た
。
今
後
の

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

続
い
て
山
�
博
先
生
の
乾
杯
、

ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
美
味

し
い
料
理
と
ワ
イ
ン
を
頂
き
な

が
ら
歓
談
を
重
ね
、
山
�
先
生

の
フ
ラ
ン
ス
旅
行
中
で
の
入
院

の
お
話
は
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
ゐ
の
は
な
同
窓
会
常

任
理
事
の
花
輪
孝
雄
先
生
よ
り

理
事
会
の
ご
報
告
が
あ
り
、
最

後
に
出
席
者
全
員
の
近
況
報
告

が
行
わ
れ
、
次
回
の
再
会
を
約

束
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
山
�
博
（
昭
36
）、
清
水

天
（
昭
39
）、
大
西
洋
（
昭
63
）、

山
口
正
敏
（
昭
39
）、
花
輪
孝
雄

（
昭
45
）

後
列
：
中
沢
肇
（
昭
52
）、
小
林

哲
（
金
沢
大
医
・
平
11
）、
中
山

光
由
（
平
５
）、
鶴
田
好
孝
（
昭

54
）、
古
屋
好
美
（
昭
53
）、
細

田
和
彦
（
昭
58
）

�

（
鶴
田
好
孝
、
細
田
和
彦
）

け
る
ゐ
の
は
な
同
窓
会
員
の
勢

力
縮
小
傾
向
は
時
代
の
趨
勢
で

致
し
方
の
無
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
い
さ
さ
か
寂
し
く
も
残
念

な
こ
と
で
す
。

定
例
総
会
は
、
新
会
長
に
宮

坂
斉
先
生
の
就
任
が
参
加
者
全

員
の
賛
同
で
決
ま
り
、
同
会
長

の
新
任
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
つ

い
で
当
日
遠
路
は
る
ば
る
来
訪

さ
れ
ご
臨
席
を
賜
っ
た
、
済
陽

高
穂
ゐ
の
は
な
同
窓
会
会
長
、

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

麻
酔
科
教
授
の
磯
野
史
朗
先
生

に
ご
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

済
陽
先
生
に
は
「
健
康
・
長

寿
の
秘
訣
」
と
題
し
、
生
粋
の

外
科
医
が
、
そ
の
人
生
・
研
究

生
活
を
通
じ
て
成
熟
の
果
て
に

た
ど
り
着
い
た
、
が
ん
に
な
ら

ず
、
長
寿
の
源
で
あ
る
「
健
康

長
寿
の
食
生
活
習
慣
」
に
つ
い

て
日
頃
の
思
い
を
込
め
、
熱
く

語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。「
眉
唾
」

な
ど
と
陰
口
を
叩
か
れ
る
こ
と

も
再
三
、
気
に
と
め
る
こ
と
な

く
我
が
道
歩
ん
で
き
た
自
信
に

満
ち
溢
れ
た
ご
講
演
で
し
た
。

晩
年
の
中
山
恒
明
先
生
の
動
画

な
ど
も
（「
人
間
、
自
然
治
癒
力

だ
よ
」）
拝
見
す
る
こ
と
も
で

き
、
心
地
よ
く
啓
蒙
さ
れ
た
一

時
で
し
た
。

磯
野
先
生
に
は
、
そ
の
世
界

の
第
一
人
者
と
し
て
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
に
つ

い
て
の
ご
高
説
を
う
か
が
い
、

そ
の
拠
っ
て
来
る
病
因
・
機
序

信
州
ゐ
の
は
な
会

平
成
27
年
７
月
11
日
に
信
州

ゐ
の
は
な
会
総
会
・
学
術
講
演

会
が
長
野
駅
前
の
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
会
は
現
在
会
員

数
57
名
、
当
日
参
加
者
13
名
と

会
員
数
・
総
会
出
席
者
共
に
減

少
の
一
途
を
辿
り
、
信
州
に
お
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最
後
に
、
こ
の
８
月
に
逝
去

さ
れ
た
西
川
義
明
先
生
（
昭
34
）

の
御
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
さ
さ

げ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
原
久
彌
（
昭
34
）、
青
木

謹
（
昭
36
）、
佐
粧
孝
久
教
授

（
平
元
）、本
位
田
泰
介（
昭
28
）、

関
谷
信
平
（
昭
38
）、
水
谷
正
彦

（
昭
52
）

後
列
：
小
石
川
比
良
来（
昭
59
）、

黒
野
隆
（
東
海
大
・
昭
59
）、
辻

懇
親
会
が
開
か
れ
、
今
年
は
40

名
弱
と
多
く
の
先
生
の
ご
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。
ゐ
の
は
な
同

窓
会
の
先
生
（
千
葉
大
、
東
大

他
に
入
局
さ
れ
た
方
含
め
）、
女

子
医
大
医
局
員
、
関
連
施
設
で

あ
る
都
立
が
ん
・
感
染
症
セ
ン

タ
ー
駒
込
病
院
の
先
生
方
も
参

加
し
巾
広
い
交
流
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
笠
井
幹
事
の
司
会
と

私
吉
原
俊
雄
（
昭
53
）
の
挨
拶

か
ら
は
じ
ま
り
、
神
田
敬
先
生

（
昭
35
）
か
ら
の
ご
挨
拶
、
森
豊

先
生
（
昭
37
）
に
よ
る
乾
杯
の

発
声
や
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

出
席
者
は
出
身
大
学
は
様
々

で
す
が
、
ゐ
の
は
な
関
係
で
は

卒
年
順
に
神
田
敬
（
昭
35
）、
森

豊
（
昭
37
）、
宮
下
久
夫
（
昭

38
）、
林
崎
勝
武
（
昭
44
）、
笠

井
創
（
昭
52
）、
工
藤
典
代
（
大

阪
大
・
昭
52
）、
吉
原
俊
雄
（
昭

53
）、
永
田
博
史
（
昭
57
）、
三

浦
巧
（
昭
57
）、
大
谷
地
直
樹

（
昭
58
）、
日
野
剛
（
昭
58
）、
加

藤
雄
一
（
昭
58
）、
中
村
宏
（
大

阪
医
大
・
昭
59
）、
持
田
晃
（
昭

59
）、
伊
藤
宏
文
（
昭
61
）、
本

杉
英
昭
（
昭
62
）、
藤
原
剛
（
昭

63
）、
晝
間
清
（
平
元
）、
吉
田

耕
（
平
３
）、
岩
本
容
武
（
平

５
）、
大
谷
聡
（
平
７
）、
留
守

卓
也
（
平
７
）、
小
野
健
一
（
平

12
）、
大
多
和
優
里
（
平
19
）、

牧
角
祥
美
（
平
19
）、
黒
川
友
哉

（
平
23
）
で
す
。

加
え
て
女
子
医
大
医
局
員
が

参
加
し
活
発
な
懇
親
会
と
な
っ

た
。ま

た
来
年
の
夏
の
開
催
を
楽

し
み
に
一
旦
中
締
め
と
し
、
会

終
了
後
に
は
有
志
で
二
次
会
と

流
れ
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
会

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
吉
原
俊
雄
）

安
房
ゐ
の
は
な
会

平
成
27
年
９
月
16
日
（
水
）、

平
成
27
年
度
安
房
ゐ
の
は
な
会

総
会
・
講
演
会
が
、
千
葉
大
学

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
教
授
佐
粧

孝
久
先
生
（
平
元
）
を
お
招
き

し
、
た
て
や
ま
夕
日
海
岸
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
で
は
会
長
の
青
木
謹
先
生

（
昭
36
）
よ
り
御
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
次
に
渡
辺
啓
治
（
昭
61
）

よ
り
会
計
報
告
、
原
久
弥
先
生

（
昭
34
）
よ
り
監
査
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
伊
賀
寧

先
生
（
聖
マ
リ
・
平
２
）
の
座

長
で
、
佐
粧
教
授
の
御
講
演
と

な
り
ま
し
た
。「
変
形
性
膝
関
節

症
の
早
期
診
新
‐
予
防
可
能
な

疾
患
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と

題
す
る
大
変
分
か
り
や
す
く
興

味
深
い
御
講
演
で
し
た
。
佐
粧

教
授
は
御
自
身
を
「
膝
関
節
外

科
医
」
と
称
し
、
一
般
人
で
も

よ
く
分
か
る
お
話
か
ら
御
研
究

の
こ
と
ま
で
、
ま
た
、
青
木
会

長
の
千
葉
県
立
長
狭
高
校
の
後

輩
で
あ
る
こ
と
、
御
子
息
も
千

葉
大
学
医
学
部
に
入
学
さ
れ
た

こ
と
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
10
月

４
日
（
日
）
の
朝
の
「
ゲ
ン
キ

の
時
間
］に
出
演
す
る
こ
と（
先

生
、
見
ま
し
た
よ
！
）
等
、
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
の
お
話

で
し
た
。
終
了
後
別
室
で
佐
粧

教
授
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。

「
波
奈
総
本
店
」
に
移
り
、
本

位
田
泰
介
先
生
（
昭
28
）
の
乾

杯
の
御
発
声
で
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
各
人

懐
か
し
い
人
物
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
思
い
出
し
、
そ
の
後
も
そ
れ

ぞ
れ
話
は
尽
き
ず
、
佐
粧
教
授

も
丁
寧
に
話
し
に
付
き
合
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
楽

し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

東
京
ゐ
の
は
な 

　
　
　
　

耳
鼻
科
医
会

平
成
27
年
７
月
23
日
に
銀
座

２
丁
目
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
に

て
第
16
回
東
京
ゐ
の
は
な
耳
鼻

科
医
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
16
回
の
企
画
は
、
本
会
の
幹

事
で
あ
る
笠
井
創
先
生
（
昭
52
）

か
ら
例
年
ど
お
り
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
の
治
療
薬
と
保
険
医
療

の
観
点
か
ら
の
動
向
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
子

医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
医
局
員

か
ら
は
デ
ィ
レ
グ
ラ
の
使
用
経

験
に
つ
い
て
の
講
演
、
さ
ら
に

都
立
が
ん
感
染
症
セ
ン
タ
ー
駒

込
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部

腫
瘍
外
科
の
晝
間
清
先
生
（
平

元
）
か
ら
、「
頭
位
性
の
め
ま

い
」
に
つ
い
て
自
身
の
業
績
と

臨
床
的
に
極
め
て
有
意
義
な
講

演
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
質
問

が
あ
り
活
発
な
講
演
と
な
り
ま

し
た
。
と
く
に
晝
間
先
生
の
め

ま
い
患
者
さ
ん
へ
の
熱
心
な
取

り
組
み
と
国
内
外
の
学
会
発
表

や
論
文
に
は
参
加
者
の
皆
感
激

し
て
お
り
ま
し
た
。

講
演
会
の
後
は
例
年
ど
お
り

博
勝
（
平
２
）、
武
内
重
樹
（
北

里
大
・
昭
53
）、
天
野
晋
（
平

３
）、
渡
辺
啓
治
（
昭
61
）

他
に
伊
賀
寧（
聖
マ
リ
医
大
・

平
２
）、
相
正
人
（
島
根
医
大
・

平
９
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

�

（
渡
辺
啓
治
）



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第171号   ク ラ ス 会 （8）

三
一
会（
昭
31
）

平
成
27
年
９
月
19
日
（
土
）、

Ｊ
Ｒ
錦
糸
町
駅
近
く
の
東
武
ホ

テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京
に
て
、
午

後
４
時
半
よ
り
７
時
半
ま
で
開

催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
会
員
８

名
、
夫
人
３
名
、
都
合
計
11
名

で
あ
る
。
特
に
、
今
回
、
故
志

村
公
男
君
の
奥
様
が
、
ご
主
人

の
日
ご
ろ
の
お
世
話
に
対
す
る

お
礼
を
述
べ
た
い
と
の
こ
と
で

特
別
参
加
さ
れ
た
。

松
丸
信
太
郎
君
の
司
会
で
開

会
。
は
じ
め
に
物
故
者
へ
の
黙

祷
を
捧
げ
た
。
今
回
は
、
杢
保

文
彦
君
（
26
年
12
月
11
日
）、
関

光
倫
君
（
27
年
２
月
４
日
）、
鈴

木
健
司
君
（
27
年
８
月
28
日
）、

辻
輝
蔵
君
（
27
年
９
月
５
日
）

の
４
君
で
あ
る
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
。
続
い
て
事

務
局
の
小
野
清
四
郎
よ
り
会
務

報
告
。
現
在
、
会
員
80
名
中
31

名
（
不
詳
は
江
連
盛
臣
君
）。
次

の
三
君
に
受
章
等
の
お
祝
い
を

し
、
伝
統
工
芸
士
作
の
江
戸
切

子
の
小
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
を
お
贈

り
し
た
。

①　

�

髙
澤
五
郎
君
（
26
年
秋
）

旭
日
双
光
章

②　

�

神
尾　

鋭
君
（
26
年
秋
）

瑞
宝
双
光
章

③　

�

北
川
定
謙
君
（
27
年
度
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
・
功

労
賞
（
今
回
初
）

ま
た
、
本
会
計
が
赤
字
と
な

り
、
運
営
に
苦
慮
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
桑
原
久
、
庵
原
昭
一
、

関
夫
人
、
辻
夫
人
、
高
野
昇
、

鈴
木
夫
人
、
上
原
す
ゞ
子
の
各

位
よ
り
寄
付
を
受
け
、
無
事
持

ち
直
し
し
た
。

次
に
、
加
藤
繁
夫
君
の
乾
杯

に
て
開
宴
と
な
る
。
今
回
は
例

会
開
始
以
来
、
最
小
人
数
の
集

ま
り
と
な
っ
た
が
、
会
員
の
老

化
、
物
故
者
の
増
加
な
ど
、
止

む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
。
各

人
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
、

歓
談
相
尽
き
な
か
っ
た
が
、
定

ク
ラ
ス
会

刻
に
な
り
、
諸
君
の
ご
健
勝
と

来
年
の
無
事
再
会
を
祈
念
し
て
、

三
献
の
手
締
め
に
て
閉
会
と
な

っ
た
。

ち
な
み
に
、
来
年
、
卒
後
60

周
年
の
例
会
は
、
総
意
に
よ
り

最
終
と
な
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
森
博
志
、
井
幡
宏
、
北

川
定
謙
、
上
原
す
ゞ
子
、
志
村

夫
人

後
列
：
松
丸
信
太
郎
、
神
尾
鋭
、

加
藤
繁
夫
、
北
川
夫
人
、
小
野

夫
人
、
小
野
清
四
郎

�

（
小
野
清
四
郎
）

ゐ
の
は
な
37
ク
ラ
ス
会 

 

（
昭
37
）

平
成
27
年
５
月
30
日
（
土
）、

少
し
汗
ば
む
初
夏
の
夕
刻
に
恒

例
と
な
っ
た
帝
国
ホ
テ
ル
東
京

に
於
い
て
会
員
29
名
（
遅
参
２

名
）
の
参
加
を
え
て
開
催
し
ま

し
た
。

集
合
写
真
撮
影
後
、
幹
事
杉

岡
昌
明
の
司
会
で
開
会
（
幹
事

岩
倉
弘
毅
君
は
江
戸
川
看
護
専

門
学
校
開
校
式
へ
校
長
の
た
め

出
席
）。
18
名
の
物
故
会
員
へ
黙

祷
を
捧
げ
、
郡
山
の
十
林
賢
児

君
の
乾
杯
発
声
で
開
宴
し
た
。

彼
の
話
に
よ
る
と
３
・
11
大
震

災
後
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
は
、

震
災
・
原
発
事
故
後
の
子
供
の

肥
満
と
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
関
連
の
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
、
家
庭
破
壊
問

題
が
深
刻
化
し
て
心
の
傷
あ
と

も
深
い
よ
う
だ
。
全
員
の
近
況

報
告
で
は
、
戦
後
70
年
の
節
目

今
年
３
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

で
放
映
さ
れ
た
千
葉
の
蘇
我
小

学
校
の
児
童
疎
開
の
話
題
が
出

さ
れ
、
同
時
期
を
国
民
学
校
生

で
過
ご
し
た
吾
々
は
皆
フ
ラ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
し
、
戦
争
体
験
と

戦
争
の
愚
か
さ
を
後
世
へ
伝
え

る
責
任
を
改
め
て
感
じ
た
。
久

し
ぶ
り
参
加
の
水
戸
の
井
坂
誠

二
君
は
、
婦
人
科
検
診
外
来
の

み
ヘ
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
し
、
予
定

し
た
老
健
施
設
建
設
を
断
念
し
、

予
定
地
に
広
い
太
陽
光
発
電
施

設
建
設
構
想
を
述
べ
て
い
た
。

福
士
和
夫
君
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
食

糧
自
給
率
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
青
森
の
食
糧
自
給
率
は
１

２
０
％
だ
と
い
う
。
遅
参
し
た

松
江
寛
人
君
は
生
あ
る
限
り
、

震
災
・
原
発
被
曝
者
の
検
診
で

現
地
通
い
を
続
け
る
、
と
医
学

連
活
動
家
の
余
憤
が
醒
め
て
い

な
い
よ
う
だ
が
、
少
し
疲
れ
た

様
子
だ
っ
た
。
一
病
息
災
マ
イ

ペ
ー
ス
で
セ
ミ
・
リ
タ
イ
ヤ
医

師
生
活
を
送
る
の
が
多
数
派
で
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
生
涯
現
役
？
を

目
指
す
も
の
は
少
数
派
で
あ
っ

た
。看

護
専
門
学
校
開
校
式
で
遅

参
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
会
半
ば

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
今
な
お

校
長
と
し
て
大
活
躍
の
幹
事
岩

倉
君
か
ら
６
月
27
日
（
土
）
木

更
津
甚
句
鑑
賞
会
（
於
：
木
更

津
富
士
屋
：
季
眺
）
の
オ
プ
シ

ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
案
内
が
あ
り
、

日
浦
利
明
君
の
懐
か
し
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
ハ
モ
ニ
カ
独
演
後
、
油

井
真
知
子
さ
ん
の
指
揮
で
〝
青

い
山
脈
〟
を
全
員
で
大
合
唱
し

て
来
年
の
再
会
を
約
し
て
散
会
。

毎
年
連
続
出
席
の
伊
藤
文
雄
君

と
伊
東
治
武
君
が
今
回
体
調
不

良
で
不
参
加
で
あ
っ
た
が
、
来

年
は
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
祈
る
や
切
。

（
追
記
）
遅
参
し
た
松
江
君
、
岩

倉
幹
事
と
当
日
受
付
を
お
手
伝

い
頂
い
た
石
山
淳
一
君
、
大
野

孝
則
君
、
小
林
總
介
君
、
日
浦

君
と
幹
事
杉
岡
の
計
７
名
で
、

次
回
の
相
談
の
た
め
17
階
の
ア

ク
ア
ヘ
上
が
り
着
席
し
た
途
端

に
ユ
ー
ラ
ユ
ー
ラ
と
大
振
幅
、

大
揺
れ
！
８
時
24
分
頃
の
小
笠

原
諸
島
西
方
沖
地
震
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
・
１
、
深
さ
６
８

２
㎞
）
…
日
本
全
国
が
揺
れ
た

地
震
…
に
遭
遇
し
た
。
８
時
に

散
会
、
帰
途
の
交
通
機
関
が
大

混
乱
し
深
夜
の
帰
宅
と
な
っ
た

会
員
も
い
た
と
の
後
日
談
あ
り
。

〝
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
〟
と
切
迫
帰
宅
難
民
を
実

感
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
高
井
満
、
山
根
友
二
郎
、

十
林
賢
児
、
杉
岡
昌
明
、
石
山

淳
一
、
油
井
真
知
子
、
安
達
惠

美
子
、
矢
野
靖
子

二
列
目
：
中
村
嘉
孝
、
柳
沢
健

一
郎
、
伯
野
中
彦
、
大
原
啓
介
、

福
士
和
夫
、
吉
川
正
宏
、
田
島

誠三
列
目
：
犬
野
孝
則
、
宍
倉
正

胤
、
井
坂
誠
二
、
瀬
川
襄
、
森

豊
、
高
梨
健
治
、
土
井
修
、
油

井
信
春

最
後
列
：
勝
田
貞
夫
、
小
林
總

介
、
山
本
駿
一
、
日
浦
利
明
、

入
枝
幸
三
郎

�

（
杉
岡
昌
明
）
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三
八
会（
昭
38
）

今
年
も
恒
例
の
ク
ラ
ス
会
が

10
月
４
目
、
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
千
葉
で
開
催
さ
れ
た
。
遠

来
の
和
歌
山
玉
置
哲
也
君
、
名

古
屋
松
井
宣
夫
君
を
含
め
参
加

者
は
26
名
（
ご
夫
人
１
名
、
令

嬢
１
名
を
含
む
。
当
日
急
遽
不

参
加
者
２
名
）。

卒
業
後
最
初
の
集
ま
り
は
松

井
君
の
肝
煎
り
で
浅
草
松
葉
屋

で
開
か
れ
、
舞
台
や
映
像
の
世

界
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
気
分

を
味
わ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
若

新
政
史
君
と
花
魁
の
絡
み
も
懐

か
し
い
思
い
出
。
以
後
、
忙
し

さ
に
か
ま
け
て
な
か
な
か
集
ま

れ
ず
、
ゴ
ル
フ
愛
好
者
達
が
持

ち
回
り
で
会
を
開
い
て
い
た
が
、

結
果
発
展
的
に
ク
ラ
ス
会
に
昇

格
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は

１
泊
し
て
翌
日
ゴ
ル
フ
組
と
観

光
組
に
分
か
れ
夫
々
に
楽
し
ん

だ
。
参
加
者
が
増
え
、
ご
夫
人

や
ご
家
族
を
同
伴
さ
れ
る
方
も

多
く
、
各
地
で
現
役
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
人
達
の
厚
意
に
甘

え
、
ゴ
ル
フ
を
嗜
ま
な
い
組
も

観
光
目
的
を
十
分
に
堪
能
さ
せ

て
頂
い
た
。
沖
縄
で
３
回
、
和

歌
山
白
浜
温
泉
、
名
古
屋
、
三

島
、
長
野
、
甲
府
、
横
浜
、
栃

木
鬼
怒
川
温
泉
、
那
須
塩
原
、

山
形
上
ノ
山
温
泉
な
ど
個
人
で

は
行
き
に
く
い
場
所
も
い
ろ
い

ろ
経
験
さ
せ
て
頂
い
た
し
、
他

に
会
食
を
中
心
と
し
て
東
京
で

４
、
５
回
、
千
葉
で
２
回
と
会

を
重
ね
て
き
た
。

今
回
は
加
藤
友
衛
君
の
司
会

で
始
ま
っ
た
。
香
西
㐮
君
か
ら

会
計
報
告
が
あ
り
、
残
預
金
が

ま
だ
残
っ
て
い
る
と
聞
き
、
幹

事
の
努
力
に
感
謝
。
昨
年
の
仙

石
原
の
会
以
降
亡
く
な
っ
た
金

武
禧
之
君
、
守
矢
和
人
君
、
宮

治
誠
君
に
黙
祷
を
捧
げ
、
在
り

し
日
の
姿
を
偲
ん
だ
。
ま
た
今

年
春
に
叙
勲
の
栄
に
浴
し
た
宮

治
君
（
３
月
に
遡
っ
て
）、
嶺
井

進
君
、
鳥
羽
剛
君
、
三
木
亮
に

拍
手
、
同
級
生
の
皆
さ
ん
方
を

差
し
置
い
て
の
受
章
に
多
少
の

面
映
ゆ
さ
を
感
じ
た
。
今
は
最

長
老
の
沖
田
正
彦
君
の
挨
拶
と

乾
杯
の
音
頭
に
始
ま
り
、
体
調

を
崩
し
て
の
欠
席
者
を
憂
慮
し

な
が
ら
も
夫
々
が
近
況
や
体
調

を
述
べ
、
浅
野
尚
君
の
心
境
を

託
し
た
と
言
う
「
寂
し
い
か
し

の
木
」
の
透
き
通
っ
た
歌
声
に

聞
き
惚
れ
、
一
時
を
楽
し
く
過

ご
し
た
。
病
気
を
克
服
し
た
人
、

闘
っ
て
い
る
人
な
ど
様
々
で
他

人
事
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
和

や
か
な
う
ち
に
、
来
年
以
降
の

会
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
こ

と
で
再
会
を
約
し
て
終
了
。
昨

年
は
混
雑
を
避
け
箱
根
仙
石
原

で
平
日
に
１
泊
の
会
を
持
っ
た

が
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
活
躍
し

て
い
る
諸
氏
か
ら
は
不
評
で
あ

っ
た
。
今
年
は
千
葉
で
会
食
後
、

フ
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
千
葉
大
学

医
学
部
附
属
病
院
外
来
診
療
棟

を
見
学
、
同
窓
会
館
で
は
寄
附

者
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
な
ど
を

確
認
、
連
絡
道
路
で
は
下
に
広

が
っ
て
い
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

無
く
な
り
、
野
球
場
、
サ
ッ
カ

ー
場
も
消
え
て
行
く
運
命
と
聞

か
さ
れ
、
こ
れ
も
時
代
の
流
れ

と
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
た
。

休
日
に
も
関
わ
ら
ず
総
務
課
小

泉
さ
ん
に
診
療
棟
内
を
案
内
し

て
頂
き
、
機
能
的
に
作
ら
れ
て

い
る
で
あ
ろ
う
新
棟
を
見
学
、

旧
大
学
病
院
と
対
比
し
感
慨
を

覚
え
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
尾
崎
賢
太
郎
、
北
村
温
、

鳥
羽
剛
、
三
木
亮
、
栗
原
伸
夫
、

若
新
政
史
、
香
西
㐮
、
松
井
宣

夫
、
長
山
忠
雄

後
列
：
加
藤
友
衛
、
新
堀
夫
人
、

薗
部
和
子
、
木
下
敏
子
、
林
直

諒
、
寺
島
市
郎
、
村
山
憲
太
、

玉
置
哲
也
、
木
下
昌
、
大
津
裕

司
、
楯
二
郎
、
宮
下
久
夫
、
浅

野
尚
、
沖
田
正
彦
、
熊
田
正
義
、

若
新
令
嬢�

（
三
木
亮
）

よ
ん
ま
る
会（
昭
40
） 

卒
後
50
周
年
記
念 

 

同
期
会
報
告

今
年
、
昭
和
40
年
卒
の
我
々

は
卒
後
50
年
を
迎
え
、
先
年
新

装
な
っ
た
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル
で
去
る
10
月
22
日
（
木
）

に
記
念
同
期
会
を
開
催
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
曽
傑
俊
君

も
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
38
名
が

寄
り
集
ま
っ
て
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
か
ら

記
念
メ
ダ
ル
と
感
謝
状
も
頂
戴

し
た
。
記
念
メ
ダ
ル
は
と
も
か

く
、
感
謝
状
は
些
か
分
に
過
ぎ

る
文
言
が
並
び
少
し
気
恥
ず
か

し
い
が
、
思
い
返
せ
ば
各
地
に

散
っ
て
様
々
な
分
野
で
母
校
の

名
を
よ
し
ん
ば
上
げ
ず
と
も
恥

ず
か
し
め
な
い
活
躍
で
日
本
の

医
療
の
底
支
え
に
努
め
、
長
年

同
窓
会
費
も
納
め
て
き
た
こ
と

に
間
違
い
は
な
い
。
皆
で
、
悦

ん
で
頂
戴
し
た
次
第
で
あ
る
。

同
窓
会
員
の
皆
様
に
、
改
め
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

さ
て
、
我
々
は
、
わ
が
国
が

経
済
大
国
へ
踏
み
出
そ
う
と
し

た
昭
和
34
年
の
入
学
で
、
学
費

が
ど
こ
も
値
上
り
始
め
た
頃
で

あ
る
。
値
上
げ
反
対
運
動
な
ど

で
学
生
運
動
が
活
発
化
し
、
入

学
時
に
は
日
米
安
保
反
対
闘
争

な
ど
政
治
運
動
に
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。
千
葉
大
学
で
も
学
生

は
腫
れ
物
に
触
る
よ
う
に
扱
っ

て
も
ら
え
、
お
蔭
で
、
一
般
の

ノ
ン
ポ
リ
学
生
に
と
っ
て
は
自

由
で
伸
び
伸
び
と
過
ご
せ
た
よ

き
時
代
だ
っ
た
。
同
時
に
、
我

が
国
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
波
が
起
こ
り
、
本
医
学
部
に

も
学
生
の
車
が
多
く
な
り
だ
し

た
の
は
、
我
々
の
世
代
か
ら
と

記
憶
し
て
い
る
。

学
部
３
年
の
夏
に
は
、
20
台

余
り
を
揃
え
て
、
同
期
生
80
数

名
全
員
で
信
州
に
ド
ラ
イ
ブ
旅

行
が
で
き
た
。
予
定
は
日
曜
の

日
帰
り
ド
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
が
、

余
り
の
好
天
と
高
原
の
心
地
よ

さ
に
誘
わ
れ
、
つ
い
一
泊
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
月
曜
に
は
、

最
も
厳
格
な
滝
沢
延
次
郎
教
授

こ
と
、
滝
パ
ト
の
病
材
講
義
が

あ
る
。
運
悪
く
ク
ジ
を
引
き
当

て
た
特
使
二
人
が
帰
葉
し
、
翌

朝
休
講
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、

そ
の
二
人
が
悪
だ
く
み
の
張
本

人
と
し
て
コ
テ
ン
パ
ン
に
絞
り

上
げ
ら
れ
た
、
と
い
う
笑
い
話

も
今
と
な
れ
ば
懐
か
し
い
。
ス

バ
ル
３
６
０
や
ホ
ン
ダ
Ｓ
６
０

０
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
カ
に
興

奮
し
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
は
今

で
も
カ
ー
キ
チ
が
多
い
。

卒
業
の
時
は
イ
ン
タ
ー
ン
闘

争
が
あ
り
、
市
中
病
院
ボ
イ
コ

ッ
ト
・
大
学
立
て
籠
も
り
が
あ

っ
た
り
、
入
局
す
れ
ば
無
給
医

運
動
や
医
局
の
民
主
化
運
動
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
医
学
部
の
歴

史
が
思
い
出
さ
れ
る
。
30
周
年

節
目
の
同
期
会
で
は
、
記
念
事

業
と
し
て
同
期
生
の
浄
財
で

「
よ
ん
ま
る
会
奨
学
基
金
」
を
立

ち
上
げ
た
。
年
間
１
４
４
万
円

の
限
ら
れ
た
予
算
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
か
ら
の
10
年
間
、
毎
年
二

人
づ
つ
、
本
医
学
部
で
勉
学
す

る
発
展
途
上
国
か
ら
の
留
学
生

に
奨
学
金
を
贈
り
続
け
得
た
こ

と
は
、
同
期
生
の
強
固
な
絆
の

証
し
で
あ
り
、
よ
い
思
い
出
で

あ
っ
た
。

会
の
半
ば
、
元
真
菌
医
学
研

究
セ
ン
タ
ー
長
の
同
期
生
、
西

村
和
子
さ
ん
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト

レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
記
念
会

を
彩
っ
た
。
今
年
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞
受
賞
の
大
村
智
博

士
に
因
ん
で
、「
微
生
物
資
源
応

用
の
歴
史
と
現
状
」
の
話
を
さ

れ
た
が
、
最
近
は
ど
こ
も
利
権

が
ら
み
で
資
源
保
護
の
姿
勢
が

厳
し
く
、
研
究
自
体
も
難
し
く

な
っ
た
と
い
う
あ
た
り
は
、
彼

女
の
キ
ャ
リ
ア
が
バ
ッ
ク
に
あ

る
の
で
大
変
興
味
深
か
っ
た
。

出
席
し
た
元
気
な
同
期
生
と

歓
談
し
て
い
る
と
、
更
に
50
年

後
の
同
期
会
も
あ
り
そ
う
な
気
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の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
美
味
し
い
ご
馳
走
と

ワ
イ
ン
に
す
っ
か
り
酔
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
楽
し
く
愉

快
に
過
ご
し
た
時
間
は
ア
ッ
と

言
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
回
、
同
窓
会
館
で

開
催
す
る
に
際
し
、
千
葉
の
老

舗
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
豊
富
な
経

験
と
知
識
で
全
面
的
に
応
援
し

て
く
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
会

を
ス
ム
ー
ズ
に
遂
行
す
る
の
に

大
い
に
寄
与
し
た
事
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、

小
雨
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
移
動

手
段
と
し
て
雨
の
日
曜
日
で
、

数
少
な
い
タ
ク
シ
ー
を
か
き
集

め
て
く
れ
て
千
葉
駅
や
、
二
次

会
会
場
に
移
動
す
る
便
宜
も
図

っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

楽
し
か
っ
た
同
窓
会
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
逝
去
さ
れ
た
同
級

生
の
思
い
出
話
に
成
る
と
誰
か

ら
と
も
無
く
、「
本
当
に
会
い
た

か
っ
た
が
仕
方
な
い
」
後
は
自

分
た
ち
各
々
が
健
康
に
注
意
し

て
少
し
で
も
健
康
寿
命
を
長
く

保
と
う
と
誓
い
合
っ
た
事
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達

も
あ
と
３
年
で
、
卒
後
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
歩

ん
で
来
た
人
生
に
誇
り
を
持
っ

て
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
過
ご
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
卒
後
50
周
年
に
は
更

に
多
く
の
同
級
生
の
出
席
を
得

た
上
で
よ
り
盛
大
に
ク
ラ
ス
会

を
開
催
し
よ
う
と
誓
い
合
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
盛
克
己
、
ヨ
ン
・
セ
ー

シ
ン
、
和
泉
佳
子
、
林
雅
恵
、

神
津
玲
子
、
藤
塚
万
里
子
、
舟

橋
満
寿
子
、
高
岡
邦
子
、
栗
山

喬
之
、
青
木
靖
雄

中
列
：
長
谷
川
洋
機
、
玉
井
輝

章
、
保
坂
忠
成
、
中
村
宏
、
中

嶋
弘
道
、
唐
澤
祥
人
、
堀
川
義

43
卒
ク
ラ
ス
会（
昭
43
）

私
達
の
ク
ラ
ス
会
員
は
昭
和

43
年
に
卒
業
し
た
仲
間
達
で
す
。

今
回
は
新
築
成
っ
た
新
病
院
外

来
棟
の
見
学
を
兼
ね
て
10
月
11

日
（
日
）
に
医
学
部
同
窓
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
訪
れ
た
母
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス

と
言
う
事
も
あ
り
、
か
な
り
の

人
が
構
内
で
迷
っ
た
様
で
し
た
。

先
ず
、
休
日
に
も
関
わ
ら
ず
、

病
院
の
関
係
者
が
正
面
玄
関
で

出
迎
え
て
く
れ
て
、
大
学
病
院

の
新
外
来
棟
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。
私
達
の
慣
れ
親
し
ん
だ

外
来
と
は
全
く
違
っ
た
新
感
覚

の
外
来
で
、
患
者
さ
ん
も
迷
う

事
無
く
自
分
の
診
察
を
受
け
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
と
感
心
致
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
懐
か
し
い
連

絡
道
路
を
通
り
、
皆
で
同
窓
会

館
に
向
か
い
ま
し
た
。
然
し
、

そ
の
途
中
で
医
学
部
図
書
館
に

立
ち
寄
り
ま
し
た
が
、
日
曜
日

に
も
関
わ
ら
ず
、
見
学
を
さ
せ

て
頂
い
た
の
は
望
外
の
喜
び
で

し
た
。
実
は
、
図
書
館
の
入
り

口
の
近
く
に
は
、
私
達
43
卒
の

有
志
が
寄
贈
し
た
素
晴
ら
し
い

絵
が
飾
っ
て
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
が
、
今
回
ご
夫
妻
で
上
海

か
ら
参
加
さ
れ
た
ヨ
ン
先
生
の

描
い
た
絵
な
の
で
す
。
今
回
は

私
達
の
同
級
生
全
員
が
期
せ
ず

し
て
そ
の
絵
を
見
る
こ
と
が
出

来
、
皆
、
医
学
部
側
の
配
慮
に

感
謝
し
た
次
第
で
す
。
皆
で
そ

の
場
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
懐

か
し
い
仲
間
と
の
懇
談
を
し
た

り
と
楽
し
ん
だ
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
午

後
１
時
半
か
ら
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
先
ず
、
物
故
者

と
な
っ
た
９
人
の
同
級
生
に
黙

祷
し
、
盛
幹
事
長
の
恒
例
の
挨

拶
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

沖
縄
か
ら
参
加
し
た
堀
川
義
文

君
が
乾
杯
の
音
頭
を
取
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
前
出
の
上
海
か

ら
の
ヨ
ン
先
生
御
夫
妻
の
他
に

タ
イ
国
か
ら
パ
ン
ロ
ッ
プ
君
も

参
加
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
然

し
、
本
年
新
た
に
物
故
者
に
成

っ
て
し
ま
っ
た
立
原
（
徐
）
蓉

子
さ
ん
に
関
し
て
は
皆
あ
ま
り

知
ら
な
か
っ
た
せ
い
で
か
な
り

の
人
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
お

り
ま
し
た
。

次
に
、
私
達
の
同
級
生
で
日

本
医
師
会
の
元
会
長
の
唐
澤
祥

人
君
の
叙
勲
の
案
内
が
あ
り
、

一
堂
、
我
が
事
の
様
に
喜
ん
だ

焔
が
上
が
る
が
、
鬼
籍
に
入
っ

た
物
故
者
も
19
名
と
な
り
、
生

存
率
は
77
・
６
％
で
あ
る
。
黙

祷
を
捧
げ
て
い
る
と
、
や
は
り

後
期
高
齢
者
の
現
実
に
戻
る
。

次
回
は
未
定
で
あ
る
が
、
再
会

を
約
し
た
一
次
会
の
後
、
有
志

は
二
階
の
バ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
会

の
余
韻
を
さ
ま
し
た
後
、「
後
姿

の
幸
せ
ば
か
り
」
の
都
会
の
街

に
三
々
五
々
散
会
と
な
っ
た
。

文
、
星
野
聡
、
古
山
信
明
、
鈴

木
昭
一
、
小
山
哲
夫
、
滝
川
弘

志
、
和
田
源
司

後
列
：
田
中
寿
一
、
佐
野
元
昭
、

鹿
島
孝
、
久
野
宗
寛
、
北
原
宏
、

パ
ン
ロ
ッ
プ
・
チ
ャ
ル
ワ
ニ
ッ

チ
、
松
清
央
、
高
山
直
秀
、
鈴

木
秀
、
竜
崇
正
、
一
瀬
正
治
、

佐
藤
英
樹
、
藤
塚
光
慶
、
千
葉

彌
幸

�

（
中
村
宏
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
角
田
興
一
、
村
松
芳
子
、

吉
川
廣
和
、
後
藤
い
づ
み
、
西

村
和
子
、
税
所
宏
光
、
曽
傑
俊
、

伊
藤
ル
ミ
、
崎
山
比
早
子
、

石
神
敏
子

２
列
目
：
野
口
眞
理
、
中
村
泰

久
、
瀧
澤
弘
隆
、
大
本
恭
平
、

森
博
通
、
関
谷
宗
英
、
遠
山
敬

介
、
中
村
千
春
、
小
山
千
明
、

加
藤
元
一
、
明
星
志
貴
夫

３
列
目
：
曽
野
文
豊
、
長
尾
龍

郎
、
柳
沢
貫
一
、
三
好
弘
文
、

小
澤
弘
侑
、
小
野
田
昌
一
、
伊

藤
光
政
、
安
藤
由
記
男
、
高
瀬

靖
広
、

最
後
列
：
尾
崎
梓
、
首
村
紀
夫
、

高
野
元
昭
、
久
満
董
樹
、
山
浦

晶
、
田
中
則
好
、
妹
尾
素
淵
、

渡
辺
攻
、

（
角
田
興
一
、
渡
辺
攻
、
吉
川

廣
和
、
税
所
宏
光
）
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獅
子
の
会（
昭
44
）

昭
和
44
年
度
卒
業
生
同
窓
会

（
獅
子
の
会
）
が
平
成
27
年
７
月

19
日
よ
り
20
日
に
か
け
て
信
州

松
代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

獅
子
の
会
は
、
近
年
海
の
日

の
前
日
に
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、

本
年
は
小
生
（
細
井
湧
一
）
の

出
身
地
で
あ
る
信
州
で
聞
か
れ

ま
し
た
。

７
月
19
日
は
梅
雨
が
明
け
た

太
陽
の
下
、
中
川
邦
夫
君
の
ホ

ー
ム
コ
ー
ス
で
あ
る
、
大
浅
間

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
16
人
が
参
加

し
た
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
、
猛
暑

の
中
文
字
通
り
の
熱
戦
を
緒
方

孝
平
君
が
制
し
ま
し
た
。

19
日
の
夜
の
宴
会
は
、
右
記

ホ
テ
ル
で
同
伴
者
を
含
め
40
人

が
参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
の
開
会
の
辞
に
続
き
西

島
浩
君
よ
り
、
心
な
ら
ず
も
先

立
た
れ
た
方
が
た
の
報
告
が
あ

り
、
吉
田
明
弘
君
（
彭
栄
達
）、

久
安
宣
昭
君
に
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。
恒
例
の
各
自
の
近

況
報
告
で
は
、
夫
々
元
気
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

一
年
ご
と
の
時
の
流
れ
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
中
締
め
前

に
、
平
成
28
年
度
の
同
窓
会
の

開
催
に
関
し
て
の
発
議
が
あ
り
、

幹
事
に
星
山
圭
鉱
君
が
推
さ
れ

ま
し
た
。
同
君
も
快
諾
さ
れ
新

潟
県
柏
崎
で
の
開
催
の
決
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

二
次
会
も
同
ホ
テ
ル
で
カ
ラ

オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
、
長
野
県

の
県
歌
信
濃
の
国
や
、
青
春
時

代
の
歌
で
お
お
い
に
盛
り
上
が

り
45
年
前
を
彷
彿
と
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

７
月
20
日
は
朝
か
ら
、
夏
空

の
下
、
平
成
28
年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
大
河
ド
ラ
マ
真
田
丸
の
舞
台

で
あ
る
城
下
町
松
代
の
歴
史
観

光
巡
り
を
し
ま
し
た
。
松
代
城

址
（
海
津
城
）、
真
田
宝
物
館
、

象
山
神
社
、
松
代
大
本
営
跡
地

下
壕
な
ど
印
象
深
く
思
わ
れ
ま

し
た
。
暑
さ
に
も
め
げ
ず
、
同

級
生
が
和
気
あ
い
あ
い
と
闊
歩

す
る
姿
は
我
々
の
若
き
良
き
時

代
を
懐
か
し
く
思
い
出
さ
せ
ま

し
た
。
午
後
散
会
と
な
り
別
れ

を
惜
し
み
つ
つ
夫
々
家
路
に
つ

き
ま
し
た
。
ま
た
元
気
な
姿
で

再
会
で
き
ま
す
よ
う
に
。

写
真
右
か
ら

八
〇
会（
昭
55
）

平
成
27
年
７
月
４
日
（
土
）

に
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉

に
お
い
て
卒
後
35
周
年
の
ク
ラ

ス
会
（
幹
事
は
伊
藤
順
一
郎
、

雄
賀
多
聡
、
亀
井
太
美
子
、
湯

口
恭
利
、
吉
永
勝
訓
の
５
名
）

を
開
催
し
ま
し
た
。
前
回
の
卒

後
30
周
年
以
来
、
ち
ょ
う
ど
５

年
ぶ
り
の
再
会
で
、
大
多
数
が

還
暦
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
の

五
年
間
で
の
物
故
者
は
な
く
、

ま
だ
ま
だ
、
皆
現
役
で
診
療
や

学
会
活
動
中
の
た
め
、
な
か
な

か
遠
方
在
住
者
は
参
加
が
か
な

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

沖
縄
在
住
の
潮
平
芳
樹
君
・
北

九
州
在
住
の
金
澤
保
君
を
は
じ

め
集
合
時
刻
の
午
後
６
時
に
間

に
合
っ
た
47
名
で
ま
ず
写
真
撮

影
を
行
っ
た
後
に
、
開
宴
と
な

り
ま
し
た
。
伊
藤
君
と
湯
口
君

の
司
会
兼
開
会
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
前
回
は
体
調
不
良
で
参
加

が
か
な
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、

そ
の
後
心
臓
移
植
を
受
け
見
事

復
職
し
た
青
墳
裕
之
君
の
音
頭

で
乾
杯
と
な
り
ま
し
た
。
我
々

全
員
が
医
師
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
改
め
て
医
療
技
術
の
進

歩
を
実
感
し
、
身
の
引
き
締
ま

っ
た
瞬
間
で
し
た
。
そ
の
後
、

前
回
同
様
各
人
が
一
分
間
ス
ピ

ー
チ
を
行
い
ま
し
た
が
、
不
健

康
・
療
養
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
孫
・

子
・
趣
味
・
再
々
婚
自
慢
等
和

気
あ
い
あ
い
と
一
次
会
の
時
間

は
経
過
し
、
雄
賀
多
よ
り
次
回

ク
ラ
ス
会
ま
で
名
簿
管
理
を
行

う
旨
の
事
務
局
連
絡
で
一
次
会

は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
同
ホ
テ
ル
内
の

バ
ー
に
席
を
移
し
二
次
会
と
な

り
ま
し
た
。
次
回
は
「
５
年
後

に
沖
縄
で
開
こ
う
」、「
い
や
、

５
年
で
は
長
す
ぎ
る
の
で
途
中

３
年
後
に
一
回
開
こ
う
」
等
で

期
日
を
決
定
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、
ま
た
の
再
会
を
約
し
て

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
米
田
洋
子
、
湯
口
恭
利
、

伊
藤
順
一
郎
、
松
山
泰
久
、
吉

永
勝
訓
、
雄
賀
多
聡
、
土
田
豊

実
、
青
墳
裕
之
、
石
川
広
己
、

諸
田
英
夫

二
列
目
：
潮
平
芳
樹
、
栗
原
和

男
、
栗
林
伸
一
、
峯
清
一
郎
、

氷
見
寿
治
、
本
多
昭
仁
、
深
澤

一
雄
、
須
藤
義
夫
、
大
崎
達
也
、

藤
田
明
、
亀
井
（
轟
）
太
美
子

三
列
目
：
榊
原
誠
、
中
島
浩
志
、

久
木
田
親
重
、
関
紳
一
、
村
山

博
和
、
松
尾
浩
三
、
斎
藤
博
明
、

岡
野
達
弥
、
岡
龍
弘
、
氷
見

（
原
）
京
子

四
列
目
：
伊
藤
千
秋
、
神
﨑
哲

人
、
橋
本
尚
武
、
高
橋
淳
、
中

前
列
：
奥
村
夫
人
、
中
林
清
美
、

東
山
都
紀
、
吉
井
田
美
子
、
奥

村
康
、
土
川
秀
紀
、
佐
藤
政
教
、

細
井
湧
一
、
百
瀬
玄
機
、
内
海

夫
人

２
列
目
：
星
山
夫
人
、
中
林
正

雄
、
東
山
義
龍
、
吉
井
與
志
彦
、

内
海
武
彦
、
緒
方
孝
平
、
高
橋

容
子
、
堀
江
弘
、
堀
江
夫
人

３
列
目
：
渡
辺
夫
人
、
吉
田
夫

人
、
吉
田
操
、
橋
揚
永
尚
、
坂

本
建
彦
、
間
山
素
行
、
中
川
夫

人
、
上
川
夫
人
、
西
島
夫
人

４
列
目
：
窪
田
勝
也
、
河
崎
純

忠
、
渡
辺
義
郎
、
高
橋
秀
禎
、

山
本
健
介
、
山
本
夫
人
、
西
島

浩
、
田
沢
洋
一

最
後
列
：
星
山
圭
鉱
、
佐
久
川

輝
章
、
﨑
尾
秀
彰
、
中
川
邦
夫
、

渡
辺
孝
太
郎�

（
細
井
湧
一
）

追
記細

井
湧
一
君
に
は
素
晴
ら
し

い
ク
ラ
ス
会
を
企
画
し
開
催
さ

れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
あ
ま
り
に
突
然
の
こ
と

で
驚
き
ま
し
た
が
、
細
井
君
は

胃
の
病
気
の
た
め
平
成
27
年
８

月
30
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

�

（
百
瀬
玄
機
、
西
島
浩
）
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入
学
後
30
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
が
未
完
成
で
し

た
。
こ
の
会
の
中
で
ア
ル
バ
ム

制
作
業
者
へ
の
発
注
が
終
了
し

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

秋
に
は
発
送
と
な
る
予
定
で
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
伊
藤
一
茂
、
石
塚
伸
子
、

大
渕
聡
己
、
大
石
嘉
則
、
緒
方

直
史
、
清
水
（
冲
永
）
聡
子
、

宍
倉
（
伯
野
）
め
ぐ
み
、
梅
原

敬
司

２
列
目
：
豊
田
康
義
、
山
口
賢

一
、
関
直
人
、
土
井
茂
治
、
倉

持
宏
明
、
草
塩
公
彦
、
松
野
展

俐
代
、
阿
部
（
山
田
）
朝
美
、

安
藤
（
松
本
）
道
子

３
列
目
：
塚
本
喜
昭
、
阿
部
径

和
、
石
塚
満
、
白
鳥
享
、
吉
田

耕
、
市
川
千
秋

最
後
列
：
小
島
広
成
、
堀
江
美

正
、
小
林
信
雄
、
五
十
嵐
琢
司
、

三
浦
文
彦
、
天
野
晋
、
古
谷
成

慈
、
小
島
博
之�

（
石
塚
伸
子
）

緒
方
直
史
君
教
授
就
任 

祝
賀
会
兼
同
窓
会（
平
３
）

同
期
の
緒
方
直
史
さ
ん
が
帝

京
大
学
医
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
教
授
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
ス
キ
ー
部
の
同
期
、
大

石
嘉
則
さ
ん
が
発
起
人
と
な
り
、

７
月
４
日
、
京
葉
銀
行
文
化
プ

ラ
ザ
で
「
緒
方
直
史
君
教
授
就

任
祝
賀
会
兼
同
窓
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

発
起
人
の
大
石
さ
ん
、
ス
キ

ー
部
の
大
渕
聡
己
さ
ん
、
帝
京

大
学
か
ら
三
浦
文
彦
外
科
准
教

授
、
清
水
聡
子
眼
科
元
教
授
か

ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
緒
方

教
授
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
学
生

時
代
の
楽
し
い
思
い
出
、
現
在

の
大
学
病
院
で
の
医
学
教
育
の

厳
し
さ
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
の
学
年
は
医
学
部

そ
れ
か
ら
の
五
十
六 

 

そ
れ
か
ら
の
会（
昭
56
）

こ
れ
は
56
年
卒
業
予
定
者
卒

業
会
と
い
う
意
味
で
す
。
我
々

は
も
う
10
回
以
上
ク
ラ
ス
会
を

開
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
に
寄
稿
す

る
の
は
初
め
て
で
す
。
み
ん
な

60
才
前
後
に
な
っ
て
少
し
母
校

へ
の
意
識
も
高
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
こ

の
会
の
名
称
も
決
ま
っ
て
は
お

ら
ず
、
こ
れ
は
文
責
者
が
勝
手

に
面
白
半
分
に
名
乗
っ
て
い
る

だ
け
で
、
次
回
は
変
わ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
（
今
た
ま
た
ま
山

本
五
十
六
と
同
じ
56
で
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
が
、
嫌

い
な
人
も
い
る
で
し
ょ
う
）。

平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）

６
月
27
日
（
土
）
３
時
か
ら
有

楽
町
帝
国
ホ
テ
ル
に
家
族
も
含

め
40
人
近
く
が
集
ま
り
ま
し
た
。

幹
事
は
、
石
井
猛
、
伊
丹
純
、

瀧
口
正
樹
、
道
永
（
竹
内
）
麻

里
、
道
永
幸
治
、
森
石
丈
二
で

し
た
。
福
武
敏
夫
さ
ん
の
（
最

長
老
？
）、
最
近
の
ご
自
著
２
冊

の
教
科
書
の
紹
介
も
含
め
た
元

気
な
乾
杯
発
声
で
開
会
に
な
り

ま
し
た
。

会
も
半
ば
、
各
人
全
員
が
近

況
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
み
ん

な
、
ほ
ど
良
く
年
を
と
っ
て
き

た
感
じ
で
、
い
か
に
も
同
期
会

ら
し
い
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

我
々
の
学
年
は
在
学
中
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
ロ
ー
ト
ル
（
老
頭
児
）

組
が
元
気
で
「
道
草
の
会
」
を

名
乗
る
な
ど
（
な
ぜ
か
現
役
・

最
年
少
の
伊
丹
君
も
入
っ
て
ま

し
た
が
）
い
い
味
を
出
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
転

機
を
迎
え
る
人
も
多
く
な
る
こ

ろ
で
す
が
、
み
な
さ
ん
前
向
き

で
、
本
当
に
「
元
気
を
も
ら
う
」

と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
で
し

た
。
一
方
、
悲
し
い
こ
と
に
、

同
期
生
４
名
が
す
で
に
他
界
し

て
お
り
、
近
年
逝
去
さ
れ
た�

中
原
利
郎
さ
ん
と
賀
陽
濟
さ
ん

に
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
あ
り
し
日

を
偲
び
ま
し
た
。
二
次
会
は
、

階
上
に
場
を
移
し
、
夕
日
の
街

並
み
を
眺
め
な
が
ら
、
新
旧
の

話
が
尽
き
ぬ
様
子
で
し
た
。

年
表
的
で
す
が
、
在
学
前
後

は
、
１
９
７
４
年
（
入
前
年
）

ニ
ク
ソ
ン
辞
任
・
長
嶋
引
退
、

１
９
７
５
年
（
進
１
）
ベ
ト
ナ

ム
和
平
、
１
９
７
６
年
（
進
２
）

ロ
ッ
キ
ー
ド
、１
９
７
７
年（
学

１
）
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
、
１
９

７
８
年
（
学
２
）
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
ズ
解
散
・
成
田
開
港
、
１
９

７
９
年
（
学
３
）
ア
フ
ガ
ン
侵

攻
、
１
９
８
０
年
（
学
４
）
百

恵
結
婚
、
１
９
８
１
年
（
卒
年
）

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
、
そ
う
い
う
時

代
で
し
た
。
懐
か
し
い
で
す
が
、

昨
日
の
こ
と
の
様
な
感
じ
も
し

ま
す
。
で
は
、
ま
た
何
年
か
、

お
元
気
で
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
細
井
夫
人
、
松
村
（
安

田
）
千
恵
子
、
三
浦
夫
人
、
佐

藤
夫
人
、
江
沢
里
花
子
、
田
川

（
高
橋
）
ま
さ
み
、
福
武
敏
夫
、

中
村
達
雄
、
川
野
裕
、
道
永
（
竹

内
）
麻
里

２
列
目
：
細
井
孝
之
、
三
浦
正

義
、
福
井
博
行
、
森
石
丈
二
、

吉
川
正
治
、
中
澤
亨
、
伊
丹
純
、

松
村
竜
太
郎
、
石
井
猛

３
列
目
：
永
嶌
薫
、
中
村
広
志
、

佐
藤
二
郎
、
森
田
（
石
井
）
弘

之
、
馬
嶋
正
隆
、
椎
名
達
也
、

田
村
雅
治

４
列
目
：
後
藤
剛
貞
、
土
屋
明

弘
、
窪
澤
仁
、
道
永
幸
治
、
高

在
完
、
川
副
泰
成
、
瀧
口
正
樹

�

（
瀧
口
正
樹
）

村
博
敏
、
宇
田
川
郁
夫
、
植
松

武
史
、
遠
藤
弘
良
、
丹
羽
（
袖

山
）
淳
子

最
後
列
：
眞
田
孝
裕
、
金
澤
保
、

沖
田
伸
也
、
柿
沼
宏
明
、
柴
橋

博
之
、
石
橋
巌
、
寺
林
秀
隆

他
に
杉
原
茂
孝
、
砂
田
荘
一
、

出
沢
明
、
中
田
好
則
、
長
谷
川

浩
、
が
参
加
し
計
52
名
と
な
り

ま
し
た
。

�

（
雄
賀
多
聡
）
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平
成
27
年
7
月
26
日
（
日
）

午
後
4
時
よ
り
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
幕
張
に
お
い
て
、
千

葉
大
学
関
連
病
院
会
議
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
、
93
も
の
医
療

機
関
が
一
同
に
会
し
た
。

当
会
議
は
、
千
葉
県
研
修
協

力
関
連
病
院
長
連
絡
会
議
を
発

展
的
に
改
組
し
た
も
の
で
、
県

内
外
の
関
連
病
院
の
結
び
つ
き

を
強
化
し
、
相
互
の
医
療
レ
ベ

ル
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
協
議

及
び
、
学
生
臨
床
実
習
の
充
実

並
び
に
初
期
臨
床
研
修
・
専
門

千
葉
大
学
関
連
病
院
会
議

�

設
立
総
会
を
開
催

医
研
修
の
相
互
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。

総
会
で
は
小
林
欣
夫
副
病
院

長
の
進
行
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ム
ー
ビ
ー
が
上
映
さ
れ
た

後
、
山
本
修
一
病
院
長
よ
り
当

会
議
の
目
的
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し

て
既
成
概
念
に
囚
わ
れ
ず
議
論

し
て
い
き
た
い
旨
、
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。
続
け
て
徳
久
剛
史

学
長
よ
り
、
研
修
医
を
取
り
巻

く
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
て
活

発
な
議
論
を
し
て
い
き
た
い
旨
、

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
来
賓
と

し
て
、
田
畑
陽
一
郎
千
葉
県
医

師
会
長
、
矢
島
鉄
也
千
葉
県
病

院
局
長
、
古
元
重
和
千
葉
県
保

健
医
療
担
当
部
長
、
齋
藤
康
千

葉
市
病
院
事
業
管
理
者
、
済
陽

高
穂
ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
を
迎

え
、
ご
あ
い
さ
つ
を
頂
い
た
。

各
議
事
に
つ
い
て
は
司
会
よ
り

説
明
が
あ
り
、
審
議
承
認
さ
れ

た
。総

会
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ

た
、田
村
憲
久
衆
議
院
議
員（
前

厚
生
労
働
大
臣
）
に
よ
る
講
演

会
で
は
、
今
後
の
社
会
保
障
制

度
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
熱
く
ご
説
明
頂
い
た
。

写真右から齋藤康千葉市病院事業管理者、田村憲久衆議院議員、
徳久剛史学長、山本修一病院長

医
学
部
や
薬
学
部
の
学
生
、

あ
る
い
は
、
医
学
系
お
よ
び
薬

学
系
の
大
学
院
生
の
熱
き
志
は
、

世
の
宝
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
無
限
大
の
可
能

性
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
学
徒
に
少
し
で
も

お
役
に
立
つ
よ
う
に
と
、
奨
学

金
を
貸
与
し
て
い
る
の
が
、
公

益
財
団
法
人
で
あ
る
猪
之
鼻
奨

学
会
で
す
。
こ
の
支
援
に
申
請

可
能
な
対
象
者
に
つ
い
て
は
、

従
前
の
千
葉
大
学
所
属
の
学
生

の
み
と
い
う
制
限
は
な
く
な
り
、

千
葉
県
下
の
大
学
薬
学
部
に
在

籍
す
る
学
生
や
千
葉
県
在
住
の

医
学
、
薬
学
の
学
生
と
さ
れ
て

来
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、近
々
、

千
葉
県
内
に
他
大
学
の
医
学
部

が
新
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の

医
学
部
生
へ
も
拡
大
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

猪
之
鼻
奨
学
会
の
存
在
意
義
と

果
た
す
べ
き
役
割
の
重
大
性
が

深
化
し
て
行
く
昨
今
で
す
。

一
方
、
医
学
・
薬
学
に
関
わ

る
研
究
に
従
事
し
て
い
る
研
究

者
に
つ
い
て
は
、
研
究
助
成
金

を
付
与
し
て
お
り
ま
す
。
助
成

金
の
使
途
明
細
報
告
と
一
年
間

の
研
究
成
果
の
報
告
を
い
た
だ

く
と
い
う
条
件
が
課
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
制
約

は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
条
件

付
き
の
研
究
助
成
と
は
違
い
、

受
賞
者
に
は
利
便
性
が
良
い
賞

で
す
。
昨
今
、
こ
の
種
の
支
援

で
は
、
目
先
の
研
究
成
果
が
求

め
ら
れ
、
数
値
化
し
て
の
研
究

業
績
歴
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
賞
で
は
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
研
究
者
と
し
て
の
芽

生
え
の
時
期
で
あ
る
方
の
受
賞

を
促
し
た
い
も
の
で
す
。

で
は
、
奨
学
金
額
と
助
成
金

額
が
ど
れ
く
ら
い
か
と
言
い
ま

す
と
、
前
者
で
は
１
名
あ
た
り

30
万
～
60
万
円
、
後
者
で
は
１

名
あ
た
り
50
万
円
で
す
。
必
ず

し
も
、
充
分
な
額
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
年
の
該
当
者
人
数
は
、

１
～
２
名
の
奨
学
生
と
４
～
５

名
の
研
究
者
で
す
。
本
賞
が
、

数
多
く
の
諸
先
輩
の
方
々
に
よ

り
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
い

う
長
き
に
わ
た
っ
て
営
々
と
続

け
ら
れ
て
来
た
こ
と
か
ら
、
累

積
し
て
い
る
金
額
と
人
数
は
、

莫
大
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
各
年
度
の
受
賞
者
数
の
増

員
と
受
賞
金
額
の
増
額
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
期
し
た
い
も
の
で

す
。な

お
、
猪
之
鼻
奨
学
会
の
運

営
は
、
千
葉
大
学
に
お
け
る
医

学
と
薬
学
系
機
関
に
所

属
す
る
教
授
各
位
と
名

誉
教
授
諸
氏
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
基

本
と
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
職
員
の
雇
用
や
業

務
上
の
諸
経
費
は
、
基

本
財
産
か
ら
生
じ
る
預

貯
金
金
利
で
ま
か
な
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
皆
様
か
ら
の
寄
付

金
が
、
あ
く
ま
で
も
、

奨
学
金
や
受
賞
金
に
充

当
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

以
上
、
猪
之
鼻
（
亥
鼻
）
に

咲
い
て
い
る
一
輪
の
花
が
、
い

つ
ま
で
も
慈
し
ま
れ
、
そ
の
花

高
き
志
を
支
援
す
る
篤
志
の
力

　
　

公
益
財
団
法
人　

猪
之
鼻
奨
学
会　

　

会
長　

鈴　

木　

信　

夫
（
昭
47
）

の
薫
が
諸
処
津
々
浦
々
に
漂
う

よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

ご寄附にご賛同いただける方は
　　下記口座にお振込みください。

　千葉銀行　本店営業部
　口座番号　3397281
　口座名
　公益財団法人猪之鼻奨学会　会長　鈴木信夫

または、事務局にご連絡いただければ、振込手数料が無料の
ゆうちょ銀行の払い込み票を送付させていただきます。
　　《事務局》
　　　〒260-8670
　　　千葉市中央区亥鼻１−８−１（千葉大学医学部内）
　　　Tel�＆�Fax　043-226-2509
　　　E-mail　ishougakukai@chiba-u.jp

寄附金は税控除の
対象となります
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12
名
、
小
児
科
コ
ー
ス
２
名
の

合
計
14
名
で
す
。
最
近
は
１
０

０
％
の
マ
ッ
チ
率
で
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
毎

年
千
葉
大
か
ら
の
、
た
す
き
掛

け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
２
名
程
度
受

け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
当
院
の

初
期
研
修
の
特
徴
は
一
年
次
に

内
科
６
か
月
、
外
科
３
か
月
、

救
急
集
中
治
療
部
３
か
月
の
研

修
が
必
修
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
の
間
に
実
臨
床
に
役

立
つ
レ
ク
チ
ャ
ー
を
、
早
期
に

10
回
程
度
行
い
、
研
修
初
期
に

困
難
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
い

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

児
科
コ
ー
ス
は
小
児
科
医
に
な

る
た
め
の
ス
ト
レ
ー
ト
研
修
で
、

最
初
の
３
か
月
に
小
児
科
を
研

修
し
、
外
科
は
希
望
に
よ
り
２

年
次
に
研
修
で
き
る
設
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。
２
年
次
に
は
、

将
来
の
専
門
性
に
向
け
て
自
分

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
時
期

で
す
が
、
病
院
の
規
模
７
１
９

床
に
つ
き
16
名
程
度
の
研
修
医

で
す
の
で
余
裕
を
も
っ
て
希
望

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
当
院
は
救
急
患

者
数
が
年
間
２
０
０
０
０
人
を

超
え
、
集
中
治
療
部
が
活
躍
す

成
田
赤
十
字
病
院
は
、
昭
和

23
年
に
日
本
医
療
団
よ
り
日
本

赤
十
字
社
に
移
管
さ
れ
た
こ
と

に
始
ま
り
、
以
来
60
有
余
年
に

わ
た
り
、
北
総
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
、
救
急
医
療
・
急
性

期
医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
病
床
数
７
１
９
床
、

32
診
療
科
を
標
榜
し
て
お
り
、

医
師
・
歯
科
医
師
１
４
２
名
、

初
期
臨
床
研
修
医
30
名
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
支
援
病
院
、
地
域

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
・

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
及
び
災
害

拠
点
病
院
等
多
く
の
指
定
を
受

け
て
、
地
域
に
密
着
し
た
医
療

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
に
３
箇
所
し
か
な
い

特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と

し
て
、
特
定
感
染
症
病
床
を
２

床
有
し
、
感
染
症
の
脅
威
に
対

応
す
る
た
め
、
即
対
応
で
き
る

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
千
葉
県
唯
一
の
赤
十
字

病
院
と
し
て
、
国
内
外
の
医
療

救
援
活
動
や
保
健
衛
生
活
動
等
、

医
療
社
会
事
業
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

当
院
の
初
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
初
期
研
修
一
般
コ
ー
ス

だ
に
外
科
ら
し
い
外
科
、
す
な

わ
ち
切
っ
た
り
縫
っ
た
り
と
い

う
手
技
が
一
番
残
っ
て
い
る
領

域
で
、
手
術
は
大
変
で
す
が
楽

し
さ
を
実
感
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
一
方
で
、
様
々
な
人
工
臓

器
を
使
っ
た
治
療
、
移
植
、
再

生
医
療
な
ど
先
進
医
療
に
触
れ

る
機
会
も
多
く
、
新
し
い
外
科

治
療
法
開
発
の
可
能
性
が
多
く

残
さ
れ
た
分
野
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
も
う
一
つ
の
大
き
な
特

徴
は
悪
性
腫
瘍
が
対
象
に
な
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う

点
で
す
。
循
環
器
系
の
機
能
予

後
を
改
善
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
た
め
、
症
状
、
生
活
の
質

の
改
善
と
い
っ
た
手
術
効
果
が

見
え
や
す
く
、
達
成
感
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
心
臓
血
管
外
科
手
術

成
績
に
は
、
外
科
の
技
術
の
み

で
な
く
、
麻
酔
、
循
環
器
内
科
、

集
中
治
療
、
消
化
器
、
代
謝
内

分
泌
、
血
液
、
感
染
な
ど
あ
ら

ゆ
る
臨
床
医
学
分
野
の
総
合
力

が
効
い
て
く
る
も
の
で
、
特
に

重
症
例
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
そ

の
傾
向
が
強
く
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
心
臓
血
管
外
科
の
修

練
に
よ
り
、
お
の
ず
と
循
環
呼

吸
管
理
を
は
じ
め
と
す
る
全
身

管
理
に
精
通
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
し
、
そ
う
な
れ
る
よ
う
教

育
を
し
て
い
ま
す
。
我
々
と
一

緒
に
〝
や
り
が
い
〟
を
共
有
し
、

新
し
い
医
療
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
多
く
の
熱
意
あ
ふ
れ

る
千
葉
大
学
卒
業
生
が
心
臓
血

管
外
科
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

日
本
赤
十
字
社

成
田
赤
十
字
病
院

　

院
長　

加　

藤　
　
　

誠
（
昭
47
）

る
急
性
期
病
院
で
す
が
、
豊
富

な
症
例
、
最
新
の
医
療
機
器
等

を
誇
る
だ
け
で
な
く
、
屋
根
瓦

式
指
導
体
制
が
充
実
す
る
よ
う
、

研
修
管
理
委
員
会
や
研
修
医
と

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
頻
繁
に
行

い
調
整
し
て
い
ま
す
。
地
域
医

療
に
つ
い
て
は
、
多
古
中
央
病

院
や
近
隣
の
在
宅
診
療
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
施
設
の
、
全

面
的
な
協
力
を
得
て
充
実
し
た

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
の
千
葉
大
学
医
学
部
卒

業
者
は
70
名
で
以
下
の
と
お
り

で
す
。

脳
神
経
外
科
：
加
藤
誠
（
昭

47
、
病
院
長
）、
中
村
道
夫
（
昭

62
、
第
一
脳
神
経
外
科
部
長
）、

砂
岡
宏
和
（
平
24
）、
内
科
：
蓮

沼
桂
司
（
昭
55
）、
松
本
一
曉

（
昭
36
）、
柳
澤
孝
夫
（
昭
51
）、

脇
田
久
（
昭
56
、
副
院
長
）、
松

尾
哲
（
昭
56
、
糖
尿
病
・
内
分

泌
代
謝
内
科
部
長
）、
青
墳
信
之

（
昭
59
、
第
一
血
液
腫
瘍
科
部

長
）、
森
尾
比
呂
志
（
昭
60
、
総

合
内
科
部
長
）、
志
賀
孝
（
平

元
、
リ
ウ
マ
チ
・
ア
レ
ル
ギ
ー

内
科
部
長
）、
福
田
和
司
（
平

５
、
第
一
消
化
器
内
科
部
長
）、

増
田
真
一
（
平
５
、
血
液
腫
瘍

科
副
部
長
）、
万
代
恭
史
（
平

14
、
消
化
器
内
科
副
部
長
）、
村

山
太
一
（
平
21
院
）、
橘
香
穂
里

（
平
14
、
糖
尿
病
・
内
分
泌
代
謝

内
科
副
部
長
）、
仲
村
彩
子
（
平

近
年
、
生
活
の
欧
米
化
、
社

会
の
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
心
臓

血
管
疾
患
罹
患
率
の
増
加
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に

心
臓
血
管
外
科
手
術
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
内

科
領
域
で
行
わ
れ
る
血
管
内
治

療
の
み
が
増
加
し
心
臓
外
科
手

術
は
減
っ
て
い
る
の
で
は
と
誤

解
さ
れ
て
い
る
先
生
方
も
お
ら

れ
ま
す
が
、
学
会
統
計
で
は
過

去
10
年
間
で
心
臓
大
血
管
手
術

数
は
40
％
以
上
増
加
し
て
い
ま

す
。千

葉
大
学
心
臓
血
管
外
科
で

も
手
術
症
例
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
５
年
前
に
比
べ
症
例
数

は
３
倍
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
の
面
で
も
、
完
全
血
行
再

建
を
目
指
し
た
冠
動
脈
バ
イ
パ

ス
術
、
可
及
的
に
自
己
弁
を
温

存
す
る
弁
形
成
術
、
心
房
細
動

に
対
す
る
メ
イ
ズ
手
術
な
ど
を

複
合
し
た
手
術
が
大
半
を
占
め

て
お
り
質
の
高
い
外
科
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
大
動
脈
瘤
に

対
す
る
血
管
ス
テ
ン
ト
治
療
、

慢
性
血
栓
塞
栓
性
肺
高
血
圧
症

に
対
す
る
手
術
な
ど
他
院
で
は

あ
ま
り
多
く
は
経
験
で
き
な
い

特
徴
の
あ
る
症
例
も
大
学
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
重
症

心
不
全
治
療
に
関
し
て
は
、
外

科
手
術
に
加
え
種
々
の
機
械
的

補
助
循
環
を
組
み
合
わ
せ
た
高

度
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
千

葉
県
で
は
唯
一
の
植
込
み
型
補

助
人
工
心
臓
実
施
施
設
と
な
っ

て
お
り
、
心
臓
移
植
認
定
施
設

も
数
年
内
に
取
得
で
き
る
見
通

し
で
、
重
症
心
不
全
治
療
セ
ン

タ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

心
臓
血
管
外
科
の
修
練
シ
ス

テ
ム
は
、
専
門
医
制
度
が
社
会

か
ら
も
注
目
さ
れ
、
若
手
医
師

の
手
術
経
験
が
ま
す
ま
す
重
要

視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
以
前

の
よ
う
な
「
見
て
盗
め
」
で
は

通
用
し
な
く
な
っ
て
お
り
、
当

科
で
は
積
極
的
に
若
手
に
執
刀

の
機
会
を
与
え
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
卒
後
３
年
目
の
後
期

研
修
で
、グ
ラ
フ
ト
採
取
、種
々

の
血
管
吻
合
な
ど
を
習
得
し
、

後
半
に
は
簡
単
な
開
心
術
を
経

験
で
き
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
ん
で
い
ま
す
。
他
科
で
は

多
く
の
外
科
手
技
が
機
械
（
自

動
吻
合
器
な
ど
）
に
置
き
換
わ

る
中
で
、
心
臓
血
管
外
科
は
未

心
臓
血
管
外
科

　
　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　

心
臓
血
管
外
科
学　

教
授　

松　

宮　

護　

郎
（
大
阪
大
･
昭
61
）

　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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国
立
病
院
機
構
（
Ｎ
Ｈ
Ｏ
）

千
葉
東
病
院
は
、
平
成
16
年
に

国
立
療
養
所
千
葉
東
病
院
と
国

立
佐
倉
病
院
が
統
合
し
て
で
き

た
、
千
葉
市
中
央
区
に
あ
る
病

院
で
す
。
２
つ
の
病
院
の
持
っ

て
い
た
機
能
に
新
た
な
機
能
を

加
え
、
千
葉
の
医
療
に
貢
献
で

き
る
病
院
と
し
て
成
長
し
て
き

ま
し
た
。
病
床
数
は
４
２
７
床

で
あ
り
、
内
科
系
で
は
、
腎
臓
、

糖
尿
病
・
内
分
泌
・
代
謝
、
神

経
、
呼
吸
器
、
リ
ウ
マ
チ
・
ア

レ
ル
ギ
ー
・
膠
原
病
を
、
外
科

系
で
は
、
移
植
（
腎
臓
、
膵
臓
、

膵
島
）、
一
般
・
消
化
器
外
科
、

整
形
外
科
、
形
成
外
科
、
眼
科
、

泌
尿
器
科
、
麻
酔
科
、
そ
し
て

小
児
科
、
病
理
、
臨
床
研
究
部

で
計
45
人
の
医
師
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
診
療
科
が

協
力
し
合
っ
て
、
腎
疾
患
、
神

経
難
病
、
糖
尿
病
、
呼
吸
器
、

23
）、
古
矢
裕
樹
（
平
24
）、
柴

宮
明
日
香
（
平
25
）、
麻
酔
科
：

江
沢
里
花
子
（
昭
56
、
第
一
麻

酔
科
部
長
）、
藤
井
り
か
（
平

４
）、
長
谷
川
誠
（
平
23
）、
放

射
線
科
：
岡
田
淳
一
（
昭
57
、

放
射
線
科
部
長
）、
島
英
樹
（
平

３
、
放
射
線
科
副
部
長
）、
町
田

南
海
男
（
平
４
、
放
射
線
科
副

部
長
）、
泌
尿
器
科
：
菅
原
翔

（
平
23
）、
精
神
科
：
佐
藤
茂
樹

（
昭
50
）、
赤
田
弘
一
（
平
８
、

第
二
精
神
神
経
科
部
長
）、
小
池

香
（
平
10
、
精
神
神
経
科
副
部

長
）、
神
経
内
科
：
鈴
木
由
利
子

（
平
６
、
神
経
内
科
部
長
）、
米

津
禎
宏
（
平
16
）、
常
山
篤
子

（
平
22
）、
心
臓
血
管
外
科
：
焼

田
康
紀
（
平
22
）、
諌
田
朋
佳

（
平
24
）、
小
児
科
：
眞
山
和
徳

（
昭
47
）、
五
十
嵐
俊
次
（
昭
61
、

第
一
小
児
科
部
長
）、
野
口
靖

（
平
２
、
第
二
小
児
科
部
長
）、

高
橋
聡
子
（
平
18
、
小
児
科
副

部
長
）、
小
泉
奈
美
（
平
24
）、

石
田
茂
誠
（
平
25
）、
森
香
子

（
平
25
）、
耳
鼻
咽
喉
科
：
根
本

俊
光
（
平
２
、
第
一
耳
鼻
咽
喉

科
部
長
）、
大
塚
雄
一
郎
（
平

７
、
第
二
耳
鼻
咽
喉
科
部
長
）、

梶
山
由
佳
（
平
21
）、
石
田
ち
ひ

ろ
（
平
25
）、
産
婦
人
科
：
杉
田

達
哉
（
平
５
、
第
二
産
婦
人
科

部
長
）、
金
子
明
夏
（
平
21
）、

林
伸
彦
（
平
23
）、
検
査
部
：
野

口
博
史
（
昭
50
）、
形
成
外
科
：

加
地
竜
士
（
平
14
、
形
成
外
科

部
長
）、
救
急
部
集
中
治
療
科
：

中
西
加
寿
也
（
昭
61
、
救
急
・

集
中
治
療
科
部
長
）、
奥
怜
子

（
平
14
）、
山
地
芳
弘
（
平
22
）、

栗
田
健
郎
（
平
23
）、
眼
科
：
宇

髙
靖
（
平
14
）、
外
科
：
石
井
隆

之
（
昭
58
、
副
院
長
）、
清
水
善

明
（
昭
63
、
第
一
消
化
器
外
科

部
長
）、
西
谷
慶
（
平
４
、
乳
腺

外
科
部
長
）、
清
水
公
雄
（
平

リ
ウ
マ
チ
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・
膠

原
病
と
い
っ
た
分
野
を
中
心
に
、

高
レ
ベ
ル
の
医
療
を
展
開
し
、

千
葉
市
の
み
で
な
く
、
県
内
、

県
外
か
ら
の
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
腎
臓
に
関
し
て
は
、

小
児
科
、
内
科
に
複
数
の
腎
専

門
医
が
在
籍
し
、
外
科
（
腎
、

膵
腎
移
植
）、
血
液
浄
化
セ
ン
タ

ー
、
病
理
（
腎
病
理
専
門
）
と

協
力
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｏ
の
中
で
中

心
施
設
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
の
施
設
で
は

対
応
困
難
で
あ
る
、
結
核
、
神

経
難
病
、
重
症
心
身
障
害
者
と

い
っ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト

分
野
で
も
、
専
門
的
な
医
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
更
に
臨
床

研
究
部
が
臨
床
研
究
を
支
援
し
、

新
た
な
情
報
も
多
く
発
信
し
て

い
ま
す
。

研
修
体
制
は
、
初
期
研
修
で

は
、
協
力
型
研
修
施
設
と
し
て

千
葉
大
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
千
葉
県

立
病
院
群
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
千
葉

県
Ｎ
Ｈ
Ｏ
４
病
院
プ
ロ
グ
ラ
ム

か
ら
研
修
医
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
千
葉
に
は
当
院
の
他
に
、

千
葉
医
療
セ
ン
タ
ー
、
下
総
精

神
医
療
セ
ン
タ
ー
、
下
志
津
病

院
の
４
つ
の
Ｎ
Ｈ
Ｏ
の
施
設
が

存
在
し
、
４
病
院
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
基
幹
施
設
の
千
葉
医
療

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
各
施
設
の

得
意
と
す
る
分
野
を
研
修
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
お

り
ま
す
。
後
期
研
修
に
関
し
て

は
、
内
科
学
会
（
教
育
関
連
病

院
）、
外
科
学
会
、
整
形
外
科
学

会
、
小
児
科
学
会
、
腎
臓
学
会
、

糖
尿
病
学
会
、
透
析
医
学
会
、

呼
吸
器
学
会
、
ア
レ
ル
ギ
ー
学

会
、
リ
ウ
マ
チ
学
会
、
神
経
学

会
の
研
修
指
定
病
院
と
な
っ
て

お
り
、
各
領
域
の
専
門
医
を
目

指
す
若
手
医
師
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
学
会
発
表
の
支
援
体
制

も
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
千

葉
以
外
か
ら
の
研
修
医
も
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
千
葉

大
の
医
局
出
身
以
外
の
医
師
と

の
交
流
が
で
き
る
こ
と
も
特
徴

と
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
当
院
に
在
籍
す
る
ゐ

の
は
な
同
窓
会
会
員
の
医
師
を

紹
介
し
ま
す
。
神
経
内
科
：
新

井
公
人
（
昭
55
、
病
院
長
）、
吉

８
、
外
科
副
部
長
）、
坂
本
敏
哉

（
平
24
）、
吉
住
有
人
（
平
25
）、

初
期
臨
床
研
修
医
：
白
川
隆
介

（
平
26
）、
田
村
百
合
（
平
26
）、

文
田
貴
志
（
平
26
）、
伊
東
千
尋

（
平
26
）、岩
崎
龍
太
郎（
平
27
）、

尾
﨑
航
（
平
27
）、
築
野
一
馬

（
平
27
）、
多
田
歩
未
（
平
27
）、

宮
崎
文
平
（
平
27
）

国
立
病
院
機
構

千
葉
東
病
院

　
　

副
院
長
・
千
葉
大
学
臨
床
教
授　

　
　

西　

村　

元　

伸
（
昭
58
）

山
容
正
（
昭
61
、
部
長
）、
伊
藤

喜
美
子
（
平
11
）。
糖
尿
病
セ
ン

タ
ー
：
西
村
元
伸
（
昭
58
、
副

院
長
）、
関
直
人
（
平
３
、
糖
尿

病
セ
ン
タ
ー
長
）。
腎
セ
ン
タ

ー
：
永
田
真
依
子
（
平
24
）、
土

屋
洋
平
（
平
25
）。
ア
レ
ル
ギ
ー

科
：
松
村
竜
太
郎
（
昭
56
、
部

長
）、
大
矢
佳
寛
（
平
10
）。
呼

吸
器
科
：
石
川
哲
（
平
８
）、
水

野
里
子
（
平
11
）、
永
吉
優
（
平

12
）、
野
口
直
子
（
平
18
）。
小

児
科
：
松
村
千
恵
子
（
昭
56
、

部
長
）、
小
林
雅
代
（
平
20
）、

升
田
真
依
（
平
22
）。
外
科
：
西

郷
健
一
（
昭
60
、
部
長
）、
丸
山

通
広
（
平
元
、
部
長
）、
圷
尚
武

（
平
元
、
臨
床
研
究
部
長
）、
長

谷
川
正
行
（
昭
62
）、
大
月
和
宣

（
平
２
）、
青
山
博
道
（
平
４
）。

整
形
外
科
：
後
藤
憲
一
郎
（
昭

63
、
部
長
）、
勝
見
明
（
平
２
）、

田
原
正
道
（
平
６
）。
泌
尿
器

科
：
香
村
衡
一
（
昭
52
）。
形
成

外
科
：
千
明
信
一
（
平
７
）、
眼

科
：
今
井
直
樹
（
平
３
）、
麻
酔

科
：
崔
俊
人
（
平
９
）、
放
射
線

科
：
池
平
博
夫
（
昭
55
）。
臨
床

検
査
科
：
酒
巻
建
夫
（
昭
49
）。

お知らせ
ご住所・ご勤務先等に変更
がございましたら当会にも
ご一報ください。
　電　話（043）202-3750
　ＦＡＸ（043）202-3753
　e-mail：info@inohana.jp
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私
は
平
成
23
年
３
月
に
千
葉

大
学
を
卒
業
し
、
同
年
４
月
よ

り
東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
で

２
年
間
の
初
期
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
平
成
25
年
４
月
よ
り
千

葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
循

環
器
内
科
に
入
局
し
、
関
連
病

院
で
あ
る
千
葉
県
立
循
環
器
病

セ
ン
タ
ー
と
君
津
中
央
病
院
に

て
計
２
年
間
研
修
し
ま
し
た
。

本
年
度
よ
り
千
葉
大
学
へ
帰
局

し
て
い
ま
す
。

循
環
器
内
科
へ
興
味
を
持
っ

た
き
っ
か
け
は
、
学
生
時
代
に

３
週
間
学
外
へ
実
習
に
行
っ
た

こ
と
で
し
た
。
重
篤
な
状
態
で

来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
治
療

に
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
改
善

し
て
い
く
姿
を
見
て
、
純
粋
に

心
が
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

刻
々
と
変
化
し
て
い
く
患
者
さ

ん
の
病
態
を
心
電
図
や
そ
の
他

の
所
見
か
ら
ロ
ジ
カ
ル
に
考
察

し
て
い
く
過
程
に
も
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
。

そ
れ
を
機
に
循
環
器
内
科
へ

強
く
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
初
期
研
修
医
時
代
は

進
路
に
つ
い
て
非
常
に
悩
み
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
循
環

器
内
科
で
女
性
が
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
疑

問
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
当

科
へ
入
局
し
先
輩
の
女
性
医
師

の
先
生
方
と
お
会
い
し
て
、
循

環
器
内
科
医
と
し
て
の
キ
ャ
リ

ア
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
の
両
立

を
し
な
や
か
に
実
践
す
る
姿
を

拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
循
環
器
内
科
と
い
う
科

が
女
性
に
と
っ
て
困
難
を
伴
う

の
で
は
な
い
か
、
と
お
考
え
の

研
修
医
の
先
生
方
に
も
、
ぜ
ひ

お
伝
え
し
た
い
点
で
す
。
当
科

に
限
ら
ず
、
女
性
で
あ
る
こ
と

が
選
択
の
幅
を
狭
め
る
要
因
に

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

当
科
の
後
期
研
修
は
、
基
本

的
に
１
年
間
ご
と
に
２
カ
所
の

関
連
病
院
で
研
修
を
積
ん
だ
後

に
、
後
期
研
修
３
年
目
よ
り
大

学
病
院
へ
帰
局
し
ま
す
。
帰
局

後
半
年
か
ら
１
年
程
度
は
大
学

病
院
で
の
一
般
病
棟
業
務
に
従

事
し
、
そ
の
後
は
各
々
循
環
器

専
門
分
野
で
の
手
技
鍛
錬
や
研

究
に
勤
し
む
の
が
一
般
的
で
す
。

た
だ
し
あ
く
ま
で
も
一
般
例
で

あ
り
、
そ
の
他
の
選
択
肢
を
希

望
す
れ
ば
、
最
大
限
尊
重
し
て

も
ら
え
る
風
土
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
現
在
関
連
病
院
外
で
研

修
を
積
ん
で
い
る
同
期
も
お
り
、

選
択
肢
は
無
限
大
と
い
っ
て
よ

い
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
現
在

大
学
病
院
で
の
病
棟
業
務
に
従

事
し
て
い
ま
す
が
、
想
像
以
上

に
自
分
で
治
療
方
針
な
ど
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、

悩
ん
だ
時
に
は
す
ぐ
に
相
談
で

き
る
上
級
医
も
お
り
、
の
び
の

び
と
診
療
に
従
事
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
各
種
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
症
例
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
教
科
書
で
し
か

出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
疾
患
に

対
峙
し
た
り
思
い
が
け
な
い

様
々
な
治
療
方
針
が
検
討
さ
れ

た
り
と
日
々
新
鮮
な
驚
き
を
感

じ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
反
省
ば
か
り
の

日
々
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
一

循
環
器
内
科
医
と
し
て
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
志
を
同
じ
く
す
る
若
い
先

生
方
と
、
共
に
働
く
こ
と
が
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

後
期
研
修
に
臨
ん
で

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

循
環
器
内
科

　

江　

口　

紀　

子
（
平
23
）

研
修
医
だ
よ
り

今
年
度
の
関
東
研
究
医
養
成

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
・
夏
の
リ
ト

リ
ー
ト
は
、
千
葉
大
学
が
主
幹

校
と
な
り
平
成
27
年
８
月
17
日

～
18
日
に
、
品
川
の
ア
ワ
ー
ズ

イ
ン
阪
急
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
リ
ト
リ
ー
ト
に
は
、
千
葉
大

学
・
金
沢
大
学
・
群
馬
大
学
・

順
天
堂
大
学
・
東
京
大
学
・
東

北
大
学
・
北
海
道
大
学
・
山
梨

大
学
・
横
浜
市
立
大
学
の
教
員

お
よ
び
学
生
を
合
わ
せ
て
76
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
リ
ト
リ
ー
ト
を
振
り
返
る
と
、

参
加
大
学
が
年
々
増
え
て
お
り
、

規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。

本
学
か
ら
の
参
加
者
は
、

代
謝
生
理
学
三
木
隆
司
教
授
、

分
子
腫
瘍
学
金
田
篤
志
教
授
、

粘
膜
免
疫
学
坂
本
明
美
助
教
、

５
年
大
野
吉
史
、
鈴
木
崇
浩
、

松
永
雅
世
、
林
佑
紀
、
吉
村
悟

志
、
４
年
片
岡
晃
希
、
中
川
友

貴
、
山
地
柚
帆
、
３
年
谷
口
絢
、

坪
坂
歩
、
２
年
石
川
凜
太
郎
、

齋
藤
奏
、
高
橋
満
里
菜
、
吉
岡

正
揮
、
依
田
夏
美
の
、
教
員
３

名
お
よ
び
学
生
15
名
で
、
大
野

吉
史
が
本
リ
ト
リ
ー
ト
の
学
生

代
表
を
務
め
ま
し
た
。

リ
ト
リ
ー
ト
１
日
目
は
、
ポ

ス
タ
ー
発
表
、
特
別
講
演
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
リ

ト
リ
ー
ト
で
は
、
２
年
生
以
上

の
参
加
者
全
員
に
ポ
ス
タ
ー
発

表
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ポ
ス

タ
ー
発
表
前
に
は
各
学
生
１
分

ず
つ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
、
そ
の
後
は
教
員
・

学
生
を
交
え
た
積
極
的
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
別
講
演

で
は
、
千
葉
大
学
医
学
部
皮
膚

科
の
松
岡
悠
美
助
教
に
は
「
医

学
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
難
し
さ
：
難
し
い
か
ら
面
白

い
」
を
、
前
千
葉
大
学
長
の
齋

藤
康
名
誉
教
授
に
は
「
研
究
の

意
味
す
る
こ
と
」
を
そ
れ
ぞ
れ

テ
ー
マ
に
お
話
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
松
岡
先
生
の
留
学
生
活
や

齋
藤
先
生
の
研
究
談
を
通
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
の
声
を
多
く

の
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
今
年
度
は
特
別
講
演
後
に

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
８
名
前
後
の

教
員
・
学
生
混
合
グ
ル
ー
プ
で
、

研
究
と
学
生
生
活
と
の
両
立
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
、
研
究
の
魅

力
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
、
特
に
学
生
参
加

者
に
と
っ
て
は
非
常
に
良
い
刺

激
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

２
日
目
は
、
築
地
散
策
お
よ

び
口
頭
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

築
地
散
策
で
は
、
前
日
の
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

し
て
仲
を
深
め
た
グ
ル
ー
プ
で
、

朝
の
築
地
を
楽
し
み
ま
し
た
。

口
頭
発
表
で
は
、
各
大
学
よ
り

最
大
１
名
の
学
生
が
、
自
身
が

携
わ
っ
て
い
る
研
究
に
つ
い
て

８
分
間
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度

関
東
研
究
医
養
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　

第
六
回　

夏
の
リ
ト
リ
ー
ト　

開
催
報
告

　
　
　
　

医
学
部
5
年　

大
野　

吉
史

本
学
代
表
と
し
て
は
、
大
野
吉

史
が
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
後

の
質
疑
応
答
で
は
、
学
生
か
ら

積
極
的
な
質
問
が
相
次
ぎ
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

２
日
間
の
リ
ト
リ
ー
ト
を
通

し
、
研
究
医
を
目
指
す
学
生
同

士
の
活
発
な
議
論
が
で
き
、
非

常
に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
低
学
年

の
参
加
者
に
と
っ
て
も
、
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
一
助
と

な
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
本
リ
ト
リ
ー
ト
が

研
究
医
養
成
に
貢
献
で
き
る
場

と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

学
　
生
　
教
　
育
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千
葉
大
学
は
平
成
26
年
度
文

部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
大
学
創
成
支
援
」
に
採
択

さ
れ
、
医
学
部
で
は
ク
リ
ニ
カ

ル
・
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
（
臨
床

参
加
型
実
習
、
以
下
Ｃ
Ｃ
）
交

換
留
学
を
は
じ
め
と
す
る
先
導

的
取
組
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
る

タ
ー
ム
制
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
に
よ
り
ギ
ャ
ッ
プ
タ

ー
ム
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
の
取
組
を
更
に
推
進

し
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る

次
世
代
人
材
を
育
成
す
る
た
め

の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
化

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
医
学
部
で
は
海
外
協
定

校
と
の
Ｃ
Ｃ
交
換
留
学
（
千
葉

大
学
臨
床
実
習
と
の
単
位
互
換

が
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、
研
究

留
学
、
臨
床
見
学
等
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
構
築
し
、
千
葉
大
学
と

の
協
定
校
で
あ
る
米
国
・
イ
リ

ノ
イ
州
立
大
学
シ
カ
ゴ
校
、
ト

ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大
学
、

韓
国
・
イ
ン
ジ
ェ
大
学
の
ほ
か
、

卒
業
生
の
主
宰
す
る
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
放
射
線
科
、
ト
ロ
ン
ト

大
学
呼
吸
器
外
科
等
と
交
流
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
平
成
26

年
度
は
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
大
学
か
ら
放
射
線
科
へ
Ｃ
Ｃ

留
学
生
を
１
名
、
中
国
・
天
津

中
医
薬
大
学
か
ら
免
疫
学
、
薬

理
学
、
病
理
学
、
医
学
英
語
の

聴
講
留
学
生
を
２
名
受
け
入
れ
、

米
国
・
ボ
ス
ト
ン
小
児
病
院（
脳

神
経
画
像
研
究
）、
シ
ャ
リ
テ
医

科
大
学
（
脳
神
経
基
礎
研
究
）、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
ア

ー
バ
イ
ン
校
移
植
外
科
（
臨
床

見
学
）、
ユ
タ
大
学
放
射
線
科

（
臨
床
見
学
）
に
も
医
学
部
学
生

を
派
遣
し
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
か
ら
は
新
た
に
タ
イ
・
マ
ヒ

ド
ン
大
学
か
ら
ウ
イ
ル
ス
学
お

よ
び
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
に
２

名
短
期
研
究
留
学
と
し
て
受
け

入
れ
、
平
成
27
年
度
は
派
遣
18

名
、
受
入
７
名
の
交
換
留
学
の

実
績
と
な
り
ま
し
た
（
９
月
現

在
）。
医
学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他

に
も
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｓ
Ａ
（
国
際
医
学

生
連
盟
）
に
加
盟
の
学
生
が
主

体
と
な
り
研
究
や
臨
床
実
習
を

中
心
と
し
た
積
極
的
な
交
流
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
複
数
大
学
か
ら
の

留
学
生
受
入
時
期
が
重
な
っ
た

た
め
、
去
る
平
成
27
年
５
月
19

日
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
に
て

第
３
回Chiba�Global�M

edi-
cal�Education

セ
ミ
ナ
ー
・
留

学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。「
千
葉
大
学
医
学
部
へ

の
留
学
で
経
験
し
た
こ
と
、
考

え
た
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
韓
国
・

イ
ン
ジ
ェ
大
学
（
麻
酔
科
、
整

形
外
科
、
皮
膚
科
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
受
入
）、
ド
イ

ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
（
前

述
）、
タ
イ
・
マ
ヒ
ド
ン
大
学

（
前
述
）
の
３
─
６
年
次
医
学
部

学
生
に
自
大
学
の
医
学
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
自
分
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
も
踏
ま
え
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
員
母

国
語
は
英
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
高
い
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
持
ち
自
大
学
お

よ
び
自
国
の
歴
史
と
医
学
教
育

シ
ス
テ
ム
を
熟
知
し
た
上
で
留

学
の
場
で
経
験
し
た
内
容
や
意

見
を
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
す
る
姿
に
は
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
質
疑
応
答
も
活
発
で

あ
り
、
本
学
の
学
生
、
教
員
に

も
良
い
刺
激
と
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
参
加
者
は
教
員
・

医
師
30
名
、
学
生
15
名
、
職
員

５
名
の
計
50
名
で
、
セ
ミ
ナ
ー

後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
95
％
が
有

意
義
で
あ
っ
た
と
回
答
し
、
76

％
が
イ
ン
ジ
ェ
大
学
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
印
象
に
残
っ

た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
と
し
て
発
音
が
と
て
も
良

く
堂
々
と
し
て
い
た
、
日
本
と

韓
国
の
医
学
生
生
活
の
違
い
が

判
り
易
く
表
現
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

自
由
記
載
で
は
、
日
本
の
当
た

2015
年
国
際
交
流
・
学
生
留
学
報
告

　

医
学
教
育
研
究
室　

国
際
交
流
・
医
学
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

　

山
内　

か
づ
代
（
平
11
）

り
前
は
世
界
の
当
た
り
前
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た

（
教
員
・
医
師
）、
海
外
の
学
生

の
英
語
力
と
活
気
を
目
の
当
た

り
に
し
て
頑
張
ら
ね
ば
と
思
っ

た
（
教
員
・
医
師
）、
医
学
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
各

国
の
違
い
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
今
後
国
際
交
流
・
留

学
等
に
お
い
て
役
立
つ
と
思
う

（
学
生
・
２
年
）、
こ
の
よ
う
な

機
会
が
設
け
ら
れ
感
謝
し
て
い

る
（
学
生
・
６
年
）
等
の
意
見

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

医
学
部
留
学
を
推
進
す
る
中

で
の
課
題
と
し
て
、「
高
い
英
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

お
よ
び
「
英
語
に
よ
る
医
学
知

識
の
理
解
」
の
必
要
性
は
年
々

高
く
な
っ
て
お
り
、
客
観
試
験

（TOEFL,�USM
LE�step1

等
）

を
確
実
に
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が

各
国
医
学
部
留
学
の
条
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
平
成

25
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
１
年

次
か
ら
医
学
部
在
学
中
の
留
学

を
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
含
め
た

英
語
客
観
試
験
の
実
施
と
対
策
、

模
擬
患
者
を
使
い
実
践
に
即
し

た
英
語
に
よ
る
医
療
面
接
・
身

体
診
察
演
習
等
を
必
修
授
業
と

し
て
位
置
づ
け
、
臨
床
留
学
希

望
者
（
４
─
５
年
次
）
を
対
象

と
し
た
選
択
授
業「
医
学
英
語
・

ア
ド
バ
ン
ス
ト
」
で
は
海
外
の

臨
床
実
習
参
加
を
目
指
し
た
英

語
医
療
面
接
、
身
体
診
察
の
反

復
応
用
演
習
、
症
例
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
集
中
的
に

指
導
し
て
お
り
ま
す
。
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
経
験
し
た
本
学
学
生

は
派
遣
先
大
学
か
ら
の
高
い
評

価
を
得
て
お
り
、
将
来
的
に
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
を
支
え
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
今
年
度
、
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
構
築
お
よ
び
そ
の
準
備

教
育
の
た
め
同
窓
会
か
ら
の
多

大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
千
葉
大
学
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
一
翼
を
担
う
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
さ
ら
な
る
ご
指

導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

留学生シンポジウム　ゐのはな同窓会館にて
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私
は
、
２
０
１
５
年
４
月
24

日
か
ら
５
月
22
日
の
１
か
月
間
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
の
ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ

ー
ソ
ン
大
学
（
Ｔ
Ｊ
Ｕ
）
医
学

部
の
消
化
器
内
科
と
腫
瘍
内
科

に
て
臨
床
実
習
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
こ
の
留
学
の
応
募
に

あ
た
りUSM

LE�Step1

を
取

得
し
、
日
米
間
で
の
治
療
内
容

や
医
師
─
患
者
関
係
、
医
療
シ

ス
テ
ム
の
相
違
点
と
長
所
・
短

所
を
理
解
し
て
将
来
の
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
を
考
え
る
事
、
ま
た

Advanced�medical�English�
course

で
学
ん
だ
医
学
英
語
に

よ
る
問
診
や
身
体
診
察
を
実
践

し
て
、
改
善
点
を
見
出
す
事
を

目
的
に
臨
ん
だ
。U

SM
LE�

Step1

は
米
国
医
師
国
家
試
験

の
最
初
の
試
験
で
あ
り
、
基
礎

医
学
分
野
を
中
心
と
し
た
試
験

で
あ
る
。
基
礎
医
学
と
い
っ
て

も
出
題
形
式
は
全
て
症
例
問
題

で
、
診
断
や
必
要
な
検
査
、
治

療
を
問
わ
れ
る
内
容
で
あ
り
、

米
国
の
医
学
生
は
基
礎
医
学
を

臨
床
の
現
場
と
結
び
付
け
て
学

ぶ
こ
と
で
、
実
践
的
な
知
識
と

し
て
身
に
付
け
て
い
る
事
を
知

り
、
臨
床
留
学
で
非
常
に
役
立

つ
内
容
で
あ
っ
た
。
別
の
角
度

か
ら
基
礎
医
学
を
学
ぶ
こ
と
で

よ
り
深
く
基
礎
医
学
を
理
解
で

き
た
。

実
習
内
容
と
し
て
は
、
前
半

２
週
間
は
消
化
器
内
科
、
後
半

２
週
間
は
腫
瘍
内
科
で
の
実
習

で
あ
っ
た
。
消
化
器
内
科
で
は

内
視
鏡
検
査
・
治
療
と
診
察
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
全
身

麻
酔
下
の
検
査
で
は
ポ
リ
ー
プ

に
対
し
て
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
を

実
施
し
、
嚥
下
障
害
の
方
に
は

ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射
で
筋
緊
張
を

和
ら
げ
て
い
た
。
検
査
後
に
は

患
者
さ
ん
の
待
合
室
に
行
き
丁

寧
に
検
査
所
見
と
質
問
に
時
間

を
か
け
て
説
明
し
て
い
る
様
子

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
腫
瘍
内

科
で
は
外
来
実
習
と
病
棟
実
習

を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
外
来

に
て
進
行
癌
患
者
さ
ん
に
対
す

る
化
学
療
法
や
臨
床
試
験
に
つ

い
て
学
び
、
病
棟
で
は
患
者
さ

ん
の
問
診
や
身
体
診
察
を
経
験

し
た
。
問
診
・
身
体
診
察
で
は

末
期
癌
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る

関
わ
り
方
を
考
慮
し
な
が
ら
の

問
診
を
経
験
し
、
わ
ず
か
な
期

ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大
学

臨
床
実
習
留
学
を
終
え
て

千
葉
大
学
医
学
部
6
年　

福
田　

晃
史
郎

Japan Center director, Dr. Pohlと

私
は
今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

た
本
学
初
の
ド
イ
ツ
臨
床
実
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
首
都
ベ
ル
リ
ン
に
あ

る
シ
ャ
リ
テ
医
科
大
学
（Cha-

rite

）
で
６
週
間
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
日
本
の
近
代
医
学
は

北
里
柴
三
郎
先
生
や
森
鴎
外
先

生
方
に
よ
り
ド
イ
ツ
か
ら
持
ち

帰
ら
れ
た
こ
と
は
有
名
で
す
が
、

諸
先
生
方
が
学
ば
れ
て
い
た
の

がCharite

で
す
。Charite

は

研
究
・
臨
床
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
代
表
す
る
施
設
で
あ
り
、

か
の
有
名
なRobert�Koch

を

は
じ
め
多
く
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
も
輩
出
し
て
い
ま
す
。
脳

神
経
外
科
教
室
はPeter�

Vajkoczy

教
授
が
脳
血
管
バ
イ

パ
ス
術
で
著
名
な
だ
け
で
な
く
、

脳
腫
瘍
や
脊
髄
手
術
も
含
め
多

い
日
に
は
８
件
も
手
術
す
る
た

め
、
脳
神
経
外
科
教
室
全
体
で

は
年
間
４
０
０
０
件
と
い
う
圧

倒
的
な
症
例
数
を
誇
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
、
手
術
見
学
な
ど
ド
イ
ツ

人
学
生
の
臨
床
実
習
を
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
実
習
を
通
し
て
最
も
印
象

的
だ
っ
た
の
が
、
ド
イ
ツ
人
医

学
生
が
日
本
の
研
修
医
と
同
様

に
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
点

で
し
た
。
日
本
人
医
学
生
が
実

習
中
に
採
血
な
ど
患
者
に
侵
襲

的
な
医
行
為
を
行
う
こ
と
は
ま

れ
で
す
。
一
方
、
ド
イ
ツ
で
は

採
血
や
静
脈
ラ
イ
ン
の
確
保
は

医
学
生
の
仕
事
で
あ
り
、
医
師

や
看
護
師
が
そ
れ
ら
を
行
う
と

こ
ろ
を
み
る
機
会
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
さ
ら
に
は
上
級
医

を
伴
わ
ず
に
ド
レ
ー
ン
の
抜
去

や
抜
糸
な
ど
の
よ
り
侵
襲
的
な

処
置
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を
含

め
た
検
査
の
オ
ー
ダ
ー
、
患
者

へ
の
心
電
図
や
採
血
な
ど
の
結

果
説
明
、
そ
し
て
各
種
保
険
や

退
院
時
の
書
類
作
成
な
ど
の
病

棟
業
務
も
医
学
生
が
こ
な
し
ま

す
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
人
医
学

生
に
は
日
本
の
研
修
医
と
同
様

の
権
限
や
責
任
が
あ
り
、
立
派

な
戦
力
と
し
て
働
き
な
が
ら
実

臨
床
を
学
ん
で
い
ま
す
。
一
方

で
、
日
々
の
病
棟
業
務
に
追
わ

れ
外
科
で
の
実
習
に
も
関
わ
ら

ず
手
術
に
参
加
で
き
な
い
た
め
、

教
育
機
関
で
あ
る
大
学
病
院
と

し
て
は
不
十
分
な
面
も
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
今
後
ド
イ
ツ
と

日
本
の
教
育
制
度
を
比
較
す
る

こ
と
で
、
両
国
の
教
育
シ
ス
テ

ム
が
改
善
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
ド
イ
ツ
の
実
臨
床
で

は
随
所
に
合
理
化
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
の
手
術

室
の
前
室
は
一
般
的
に
１
室
で

す
が
、Charite

で
は
２
室
あ
り

ま
す
。
手
術
室
内
で
の
手
術
中

に
前
室
の
一
方
で
次
の
患
者
の

麻
酔
導
入
を
行
い
、
手
術
後
の

患
者
を
も
う
一
方
の
前
室
か
ら

運
び
出
す
こ
と
で
手
術
間
の
無

駄
な
時
間
を
短
縮
す
る
と
い
う

合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま

た
手
術
時
間
を
短
縮
す
る
た
め

に
日
本
人
脳
外
科
医
で
あ
れ
ば

温
存
す
る
小
さ
な
静
脈
も
、
視

野
確
保
に
邪
魔
で
あ
れ
ば
迷
わ

ず
処
理
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

他
に
も
議
論
の
余
地
は
あ
り
ま

す
が
、
日
々
の
カ
ル
テ
を
記
載

せ
ず
に
患
者
サ
マ
リ
ー
の
み
で

情
報
共
有
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
検
査
結
果
や
画
像
、

患
者
サ
マ
リ
ー
を
閲
覧
す
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
み
で
実
臨
床
を

行
っ
て
お
り
、
印
象
的
で
し
た
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
医
療
費

の
削
減
が
切
迫
し
た
社
会
問
題

で
あ
る
現
代
に
お
い
て
、
今
後

安
全
性
を
確
保
し
た
ま
ま
医
療

の
合
理
化
を
行
う
こ
と
は
非
常

に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
ド
イ
ツ
で
の
臨
床
実
習
で
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
糧

に
、
将
来
日
本
の
医
療
の
発
展

に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

実習の合間にドイツ人学生とのコーヒーブレイク

ド
イ
ツ
で
の
臨
床
実
習
留
学
報
告

千
葉
大
学
医
学
部
6
年　

宮
崎　

裕
大
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私
は
入
学
し
て
か
ら
こ
れ
ま

で
の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
短
期
間

で
は
あ
る
も
の
の
、
２
年
次
に

ア
メ
リ
カ
、
３
年
次
に
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
４
年
次
に
カ
ナ
ダ
と
韓

国
、
５
年
次
に
３
回
ア
メ
リ
カ

に
医
学
留
学
で
渡
り
、
今
回
ア

メ
リ
カ
のUniversity�of�Illi-

nois�at�Chicago

（
以
下
Ｕ
Ｉ

Ｃ
）
へ
１
ヶ
月
間
の
臨
床
留
学

を
経
験
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
れ

だ
け
留
学
し
て
い
る
と
帰
国
子

女
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
私
自
身
は
帰
国
子
女
で

も
な
く
、
か
つ
大
学
入
学
ま
で

海
外
経
験
は
な
か
っ
た
。
英
語

で
話
し
た
経
験
な
ど
ま
と
も
に

な
か
っ
た
が
、
大
学
入
学
時
に

Ｕ
Ｉ
Ｃ
の
留
学
に
興
味
を
抱
き
、

６
年
間
の
目
標
と
し
て
こ
の
留

学
を
掲
げ
よ
う
と
決
意
し
、
そ

れ
に
向
け
て
準
備
の
側
面
も
含

め
て
様
々
な
国
に
留
学
へ
飛
び

出
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
今
回
幸

い
に
も
執
筆
の
機
会
を
頂
い
た

事
か
ら
、
私
な
り
の
観
点
で
留

学
の
意
義
、
そ
し
て
留
学
か
ら

得
ら
れ
る
も
の
は
何
か
を
お
伝

え
し
、
更
に
留
学
を
迷
っ
て
い

る
後
輩
の
背
中
を
後
押
し
で
き

れ
ば
と
思
い
、
簡
潔
に
記
さ
せ

て
頂
く
。

ま
ず
留
学
に
当
た
り
、
全
て

が
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
と
い
う

事
実
は
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
留
学
に
は
お
金
も
か
か

る
し
、
慣
れ
な
い
環
境
に
身
を

置
く
訳
で
あ
る
か
ら
少
な
か
ら

ず
ス
ト
レ
ス
も
か
か
る
。
更
に

留
学
期
間
中
は
他
の
人
と
違
う

時
間
を
過
ご
し
て
お
り
、
そ
れ

な
り
に
勉
学
や
部
活
動
、
そ
の

他
の
活
動
で
遅
れ
を
と
る
リ
ス

ク
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
負
い
な

が
ら
も
留
学
に
行
く
意
義
は
私

な
り
に
３
点
あ
っ
た
。

１
つ
は
英
語
力
を
磨
き
た
い

と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
こ

と
。
日
本
国
内
に
い
て
も
英
語

は
学
ぶ
事
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
英
語
の
み
の
環
境
に

身
を
置
く
事
は
非
常
に
重
要
で
、

実
際
に
話
さ
な
け
れ
ば
使
い
方

も
分
か
ら
な
い
し
、
ま
た
意
味

を
聞
き
取
っ
て
も
ら
え
る
か
も

分
か
ら
な
い
。
他
人
の
フ
レ
ー

ズ
を
自
分
の
も
の
と
し
て
身
に

つ
け
る
こ
と
も
多
々
あ
る
し
、

早
す
ぎ
て
聞
き
取
れ
な
い
経
験

や
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ

な
い
も
ど
か
し
さ
か
ら
英
語
を

頑
張
ろ
う
と
思
う
機
会
も
多
か

っ
た
。

２
つ
目
に
世
界
ト
ッ
プ
の

方
々
と
知
り
合
う
機
会
を
得
ら

れ
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
に
千
葉

大
学
の
卒
業
生
で
お
ら
れ
る
、

ト
ロ
ン
ト
大
学
胸
部
外
科
の
安

福
和
弘
教
授
や
、
ユ
タ
大
学
放

射
線
科
の
蓑
島
聡
教
授
の
元
で

１
週
間
ず
つ
臨
床
実
習
を
経
験

さ
せ
て
頂
い
た
。
世
界
の
最
先

端
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

間
で
は
あ
っ
た
が
医
師
─
患
者

間
の
関
係
性
を
考
え
る
機
会
と

な
っ
た
。

今
回
の
臨
床
実
習
で
は
、
自

ら
の
英
語
能
力
の
低
さ
や
期
間

の
短
さ
か
ら
Ｔ
Ｊ
Ｕ
の
医
学
生

と
同
等
の
実
習
を
行
う
事
が
難

し
か
っ
た
が
、
米
国
の
医
療
の

特
徴
と
医
学
教
育
の
現
場
を
体

験
す
る
と
い
う
非
常
に
貴
重
な

体
験
が
出
来
た
と
思
う
。
米
国

の
医
療
は
各
医
師
個
人
の
人
間

性
や
責
任
感
が
医
師
─
患
者
間

の
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
る
要

素
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
強
い
。

病
院
の
組
織
と
し
て
の
方
針
は

あ
ま
り
強
く
な
く
、
大
学
病
院

で
あ
っ
て
も
、
医
師
が
Ｒ
Ｎ
や

nurse�practitioner

と
と
も
に

診
療
チ
ー
ム
を
作
り
、
各
診
療

チ
ー
ム
間
に
上
下
関
係
が
ほ
と

ん
ど
な
い
、
自
由
度
の
高
い
医

療
が
実
践
さ
れ
て
い
た
。
患
者

は
自
ら
医
師
を
選
ん
で
直
接
連

絡
を
取
り
、
患
者
本
人
の
意
向

で
自
由
に
変
更
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
医
師
個
人
に

か
か
る
負
担
は
大
き
い
が
、
よ

り
自
ら
の
医
師
と
し
て
の
能
力

が
反
映
さ
れ
、
患
者
に
と
っ
て

も
自
ら
の
意
思
で
決
め
た
主
治

医
に
対
す
る
期
待
や
信
頼
感
も

大
き
い
。
こ
う
し
た
医
師
─
患

者
関
係
が
あ
る
た
め
、
診
察
に

か
け
る
時
間
を
十
分
に
と
り
、

医
師
と
患
者
の
信
頼
関
係
が
強

固
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
日

本
と
は
医
療
制
度
や
保
険
制
度

イ
リ
ノ
イ
大
学

臨
床
留
学
を
経
験
し
て

千
葉
大
学
医
学
部
6
年　

小
野　

亮
平

が
大
き
く
異
な
る
た
め
こ
の
形

態
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
事

は
出
来
な
い
が
、
日
本
に
も
国

民
皆
保
険
が
あ
り
、
各
医
療
機

関
に
は
精
度
の
高
い
医
療
技
術

と
患
者
を
医
療
者
全
員
で
支
え

る
診
療
体
制
が
あ
る
。
米
国
の

医
療
に
認
め
ら
れ
る
医
師
─
患

者
間
の
強
固
な
信
頼
関
係
の
構

築
は
、
日
本
の
制
度
の
中
で
も

実
現
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
私

も
こ
の
深
い
関
係
性
を
実
現
で

き
る
よ
う
、
目
の
前
の
患
者
に

対
し
て
自
分
の
持
て
る
も
の
を

全
て
出
し
て
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
た
。

１
か
月
間
こ
の
何
に
も
代
え

難
い
経
験
が
出
来
た
の
は
、
医

学
教
育
研
究
室
の
山
内
先
生
、

Dr.�Salcedo

、
医
学
部
学
務
国

際
交
流
部
門
の
吉
原
様
、
こ
の

留
学
の
受
け
入
れ
に
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
たDr.�Sato

、Radi�
Yum

iko

様
、
そ
の
他
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
実
現
し
た

も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

た
と
共
に
、
お
二
方
と
も
お
忙

し
い
中
で
も
技
術
開
発
や
研
究
、

次
世
代
へ
の
指
導
も
な
さ
れ
て

お
り
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
見
つ

け
ら
れ
た
事
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
繋
が
っ
た
。

３
つ
目
に
世
界
中
の
友
人
が

で
き
る
こ
と
。
各
国
に
行
く
度

に
、
非
常
に
優
秀
で
ユ
ー
モ
ア

に
溢
れ
た
気
の
置
け
な
い
友
人

達
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、

今
で
も
電
話
し
た
り
お
互
い
の

国
に
遊
び
に
行
っ
た
り
し
て
い

る
。
英
語
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
な

い
も
の
同
士
が
第
二
言
語
を
使

っ
て
会
話
し
、
食
事
に
行
っ
た

り
遊
び
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と

UICにて、左からカナダ・筆者・ブラジル・ドイツの友人と

の
楽
し
さ
と
い
う
も
の
は
、
決

し
て
日
本
に
い
て
は
味
わ
え
な

い
も
の
だ
と
私
自
身
は
感
じ
て

い
る
し
、
こ
れ
が
留
学
に
魅
せ

ら
れ
る
理
由
な
の
か
も
し
れ
な

い
。紙

面
の
都
合
で
簡
潔
に
記
し

た
が
、
留
学
を
悩
ん
で
い
る
後

輩
に
は
、
何
よ
り
も
一
度
世
界

へ
飛
び
込
ん
で
み
る
こ
と
を
お

勧
め
し
た
い
。
私
自
身
も
英
語

が
で
き
な
い
状
態
で
飛
び
込
ん

で
み
て
、
そ
の
中
で
成
長
し
、

か
け
が
え
の
な
い
経
験
を
得
て

い
る
。
今
し
か
で
き
な
い
こ
と

と
し
て
、
留
学
を
志
す
同
志
が

増
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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亥
鼻
祭
は
今
年
度
で
13
周
年

と
な
り
10
月
31
日
、
11
月
１
日

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
両
日

と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
来
場
者
は

去
年
よ
り
も
多
く
約
３
０
０
０

名
の
方
々
に
ご
来
場
頂
き
ま
し

た
。
こ
う
し
て
亥
鼻
祭
が
続
き
、

地
域
の
方
に
愛
さ
れ
続
け
て
お

り
ま
す
の
も
、
ゐ
の
は
な
同
窓

会
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し

た
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力

あ
っ
て
の
こ
と
と
存
じ
て
お
り

ま
す
。
実
行
委
員
一
同
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

当
日
の
様
子
に
つ
い
て
で
す

が
、
記
念
講
堂
で
の
ス
テ
ー
ジ

上
で
の
演
奏
や
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
出
し
物
、
各
部
活
ご

と
の
出
店
テ
ン
ト
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
ま
た
看
護
棟
内
で
は

様
々
な
企
画
が
催
さ
れ
、「
身
体

ふ
し
ぎ
発
見
」
と
い
う
企
画
で

は
超
音
波
検
査
を
実
際
に
使
っ

た
実
演
や
動
物
の
臓
器
を
使
っ

た
循
環
器
系
の
説
明
な
ど
を
行

い
、
生
の
医
療
現
場
を
来
場
の

皆
様
に
親
し
ん
で
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
。「
看
護
ノ
ス
ス
メ
」

企
画
で
は
看
護
学
部
の
学
生
が

日
頃
の
勉
強
の
成
果
を
ま
と
め

来
場
者
の
方
々
に
看
護
の
現
場

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
来

場
者
の
方
か
ら
の
意
見
や
日
頃

の
感
謝
を
伝
え
る
場
所
と
し
て

も
盛
況
で
し
た
。
薬
学
部
棟
で

は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
卒
業

生
の
方
々
に
よ
る
若
手
医
療
職

の
話
を
聞
け
る
ブ
ー
ス
や
、
応

急
救
護
体
験
ブ
ー
ス
が
開
か
れ

ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
変
え
た
取
り
組

み
は
、
ご
み
箱
を
一
新
し
、
看

護
棟
内
の
見
回
り
時
間
を
増
や

し
た
こ
と
で
清
潔
さ
を
例
年
以

上
に
保
て
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
来
場

者
の
方
へ

良
か
っ
た

点
や
改
善

し
て
ほ
し

い
点
を
あ

げ
て
い
た

だ
く
ア
ン

ケ
ー
ト
を

実
施
し
た

こ
と
で
、

今
後
の
亥

鼻
祭
を
よ

り
良
い
も

の
に
し
て

い
け
る
で

し
ょ
う
。

個
人
個

人
が
企
画

や
委
員
会

で
存
分
に

個
人
の
力

を
発
揮
し
、
結
果
と
し
て
亥
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
一
つ
の
も

の
を
作
り
上
げ
る
、
そ
の
よ
う

な
大
学
祭
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

２
０
１
５
年
度
亥
鼻
祭
実
行
委
員
長

医
学
部
４
年　

梅
田　
　

開

亥

　鼻

　祭

優勝 準優勝 第3位 千葉大学医学部順位
硬式野球 聖マリアンナ医科大学 信州大学 東京医科大学 1回戦敗退
硬式テニス（男子） 福島県立医科大学 北里大学 慶應義塾大学 第4位
硬式テニス（女子） 横浜市立大学 秋田大学 旭川医科大学 ベスト16
ソフトテニス（男子） 岩手医科大学 旭川医科大学 群馬大学 予選リーグ敗退（5位）
ソフトテニス（女子） 秋田大学 弘前大学 群馬大学 予選リーグ敗退（4位）
卓球（男子） 東北大学 昭和大学 北海道大学 ベスト16
卓球（女子） 順天堂大学 秋田大学 岩手医科大学 予選リーグ敗退（3位）
バレーボール（男子） 旭川医科大学 順天堂大学 信州大学 1回戦敗退
バドミントン（男子） 旭川医科大学 札幌医科大学 岩手医科大学 1回戦敗退
バドミントン（女子） 東京女子医科大学 秋田大学 信州大学 1回戦敗退
サッカー 信州大学 東京医科大学 筑波大学 ベスト16
バスケットボール（男子） 新潟大学 群馬大学 北海道大学 1回戦敗退
バスケットボール（女子） 秋田大学 日本大学 山形大学 2回戦敗退
剣道（男子） 秋田大学 北里大学 順天堂大学・群馬大学 予選リーグ4位

空手（男子）
札幌医科大学
自治医科大学
埼玉医科大学
慶應義塾大学

なし なし 組手2回戦敗退

弓道 東北大学 信州大学 山梨大学 入賞なし
水泳（男子） 慶應義塾大学 東北大学 信州大学 入賞ならず
水泳（女子） 慶應義塾大学 東京女子医科大学 筑波大学 入賞ならず
ヨット 日本医科大学 慶應義塾大学 千葉大学 第3位
ゴルフ（男子） 埼玉医科大学 慶應義塾大学 北海道大学 第5位
ゴルフ（女子） 北里大学 慶應義塾大学 山形大学 第12位
ラグビー 信州大学 弘前大学 順天堂大学 ベスト8

第58回　東日本医科学生総合体育大会　夏期競技結果総合ポイント
第1位 第2位 第3位 千葉大学医学部順位

慶応義塾大学 秋田大学 旭川医科大学 30位/36校

卓球（男子）  ダブルスベスト8：小野亮平・藤田教寛ペア
バドミントン（女子） ベスト8：齋木彩絵
水泳（男子）  100m平泳ぎ　第2位：横山大騎

ヨット（男子）  第2位：西織浩信・遠藤雄二ペア
ヨット（女子）  第2位：小川美咲・西川侑成ペア

第58回　東日本医科学生総合体育大会　夏期競技結果

学
内
情
報

は
と
て
も
有
意
義
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
学
生
が
地
域
の
方

や
後
援
会
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

の
皆
様
と
ふ
れ
あ
い
、
私
た
ち

が
力
を
合
わ
せ
一
つ
の
大
き
な

も
の
を
作
り
上
げ
て
い
る
こ
と

を
お
見
せ
で
き
る
、
そ
ん
な
亥

鼻
祭
に
今
後
も
ご
支
援
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

後
日
、
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し

た
方
々
へ
の
御
礼
状
と
と
も
に

詳
し
い
企
画
の
内
容
等
に
関
し

ま
し
て
の
報
告
書
を
お
送
り
致

し
ま
す
。
今
後
と
も
亥
鼻
祭
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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※本研究会はスカラーシッププログラムの講義としても位置づけております。

日　時　平成 28年2月6日（土） 13：20～ 17：   10
場　所　千葉大学医学部附属病院3階　講堂
　　　　千葉市中央区亥鼻1-8-1　TEL：043-222-7171  

主催：千葉大学大学院医学研究院・医学部
共催：ちば Basic & Clinical Research Conference 事務局 
　　　（学生代表：高橋満里菜）、千葉医学会、ゐのはな同窓会

千葉大学大学院医学研究院 整形外科学　大鳥　精司

電話 043－226－2117（内線 5303、5304）

ちば Basic & Clinical Research Conference5 ちば Basic & Clinical Research Conference

開
催
の
お
知
ら
せ

【世話人（敬称略）】 【事務局】

BBasic & Clinical Research Conference
i

& Clin
Basic & CClliinnical RResearch Connferencee

Bassiiiiccccc &&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&& CCCCCCCCCCCCCCCCCllllllllllllllliiiiiiiiiinnnniiiiccccccccccccccccccccccccccccccccccccaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaalllllllllllllllll  RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRReeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeesssssssssssseeeeeeeeeeeeeeeeee earch Conference

9

国立大学法人  千葉大学学長 徳久　剛史
国立大学法人  千葉大学理事 中谷　晴昭
千葉大学大学院医学研究院長 中山　俊憲
千葉大学医学部附属病院長 山本　修一
千葉労災病院院長 河野　陽一
千葉大学大学院医学研究院  消化器・腎臓内科学教授 横須賀　收
千葉大学大学院医学研究院  臓器制御外科学教授 宮崎　　勝
千葉大学大学院医学研究院  整形外科学教授 高橋　和久
千葉大学大学院医学研究院  分子ウイルス学教授 白澤　　浩
千葉大学大学院医学研究院  アレルギー臨床免疫学教授 中島　裕史
千葉大学バイオメディカル研究センター准教授 坂本　明美

チラシポスター

13：20 ～　開会の辞
千葉大学大学院医学研究院  整形外科学 教授　高橋　和久 先生

13：30 ～　講座紹介
座長　千葉大学大学院医学研究院  疾患生命医学 教授　幡野　雅彦 先生
『公衆衛生学教室における研究の紹介』
演者　千葉大学大学院医学研究院  公衆衛生学 教授　羽田　　明 先生
『麻酔科学は、全身管理学！』
演者　千葉大学大学院医学研究院  麻酔科学 教授　磯野　史朗 先生

15：40 ～　特別講演
座長　千葉大学大学院医学研究院  分子ウイルス学
 教授　白澤　　浩 先生
『乳がんに対するチーム医療
 ー Science, Art and Humanity ー』
演者　昭和大学医学部外科学講座乳腺外科部門
 教授　中村　清吾 先生

16：50 ～　表彰
千葉大学大学院医学研究院長 中山　俊憲 先生

17：00 ～　閉会の辞
千葉大学大学院医学研究院長 中山　俊憲 先生

総合司会　千葉大学医学部　5年 坂本真季子

15：30 ～　休憩

時間：17：30～ 19：00    
場所：千葉大学医学部附属病院3階　職員学生食堂
会費：教員 1000 円、教員以外 100円

情報交換会

14：30 ～　学生発表
座長　東邦大学医学部整形外科学講座（佐倉） 准教授　中島　　新 先生
 千葉大医学部　5年　鈴木　崇浩
演者 医学部　2年 中務　由彦
 医学部　2年 依田　夏美 
 医学部　4年 楽満　紳大郎
 医学部　5年 大野　吉史
 医学部　5年 西村　公太
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救
急
サ
ー
ク
ル
Ｃ
‒Ｔ
Ａ
Ｔ

はChiba�Training�Associa-
tion�for�emergency�Treat-
ment

の
略
で
、
顧
問
の
織
田
成

人
先
生
（
千
葉
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院
救
急
集
中
治
療
医
学

教
授
）
の
下
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
の
一
次
救
命
処
置
（
Ｂ

Ｌ
Ｓ
）
の
普
及
を
目
的
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
主
な
活
動
内

容
と
し
て
は
学
生
を
対
象
と
し

た
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
（
Ａ
Ｈ

Ａ
）
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
コ
ー
ス
の
準
備

と
開
催
で
、
現
在
は
Ａ
Ｈ
Ａ
公

認
の
学
生
Ｂ
Ｌ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
５
名
在
籍
し
て
い
ま

す
。
他
大
学
の

学
生
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
も

交
流
・
情
報
交

換
等
を
し
な
が

ら
、
講
習
会
で

受
講
生
が
よ
り

良
く
学
べ
る
よ

う
に
試
行
錯
誤

し
て
お
り
ま

す
。千

葉
大
学
医

学
部
で
は
一
年

次
や
、
四
年
次

の
客
観
的
臨
床

千
葉
大
学
医
学
部
ヨ
ッ
ト
部

は
１
９
５
１
年
に
千
葉
大
学
体

育
会
ヨ
ッ
ト
部
と
し
て
設
立
さ

れ
、
後
に
医
学
部
ヨ
ッ
ト
部
と

し
て
独
立
し
た
歴
史
あ
る
部
活

で
す
。
海
で
は
ス
ト
イ
ッ
ク
に

速
さ
を
求
め
て
練
習
に
励
む
一

方
で
、
陸
で
は
部
員
全
員
が
仲

良
く
楽
し
く
過
ご
す
メ
リ
ハ
リ

の
し
っ
か
り
と
し
た
部
活
で
す
。

部
員
は
全
員
が
大
学
か
ら
ヨ
ッ

ト
を
始
め
、
５
年
生
と
３
年
生
、

４
年
生
と
２
年
生
で
ペ
ア
を
組

み
、
夏
に
行
わ
れ
る
東
日
本
医

科
学
生
総
合
体
育
大
会
と
関
東

医
科
歯
科
学
生
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

の
優
勝
を
目
指
し
て
、
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
夏
の
大
会
で
は
、

東
医
体
、
関
東
医
科
歯
科
学
生

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
両
大
会
で
団

体
３
位
と
い
う
結
果
に
な
り
、

個
人
で
も
混
戦
の
中
、
東
医
体

で
は
西
織
・
遠
藤
ペ
ア
が
２
位

を
、
医
科
歯
科
学
生
ヨ
ッ
ト
レ

ー
ス
で
は
石
原
・
林
ペ
ア
が
３

位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
優
勝
こ

そ
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東

医
体
の
団
体
戦
で
は
数
年
ぶ
り

の
メ
ダ
ル
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
乗
っ
て
い
る
ヨ
ッ

ト
は
４
７
０
級
と
い
う
全
長

４
・
７
メ
ー
ト
ル
の
二
人
乗
り

ヨ
ッ
ト
で
す
。
部
員
は
、
10
月

能
力
試
験
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
に
向

け
て
、何
度
か
心
肺
蘇
生
法（
Ｃ

Ｐ
Ｒ
）
に
つ
い
て
学
び
ま
す
が
、

そ
の
実
練
習
す
る
機
会
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院

実
習
が
始
ま
っ
て
か
ら
ク
リ
ニ

カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
で
救
急

科
を
回
ら
せ
て
頂
い
た
際
に
、

初
め
て
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
、

と
い
う
学
生
も
少
な
く
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
医
学

部
に
入
っ
た
の
に
、
目
の
前
で

倒
れ
た
人
に
対
し
て
Ｃ
Ｐ
Ｒ
も

出
来
な
い
…
』
そ
ん
な
状
況
を

改
善
す
る
た
め
に
Ｃ
‒Ｔ
Ａ
Ｔ
は

発
足
し
ま
し
た
。
月
平
均
２
回

か
ら
翌
年
６
月
に
か
け
て
は
稲

毛
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
練
習

を
し
て
、
夏
の
大
会
が
近
づ
い

て
く
る
と
大
会
の
開
催
地
で
あ

る
江
ノ
島
に
活
動
拠
点
を
移
し

ま
す
。

ヨ
ッ
ト
競
技
は
自
然
を
相
手

に
す
る
と
い
う
点
で
他
の
競
技

と
は
大
き
く
異

な
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
安

全
に
帆
走
す
る

た
め
に
も
、
レ

ー
ス
に
お
い
て

良
い
成
績
を
取

る
た
め
に
も
、

天
気
や
風
、
波

の
些
細
な
変
化

に
気
を
配
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
こ

と
が
ヨ
ッ
ト
競

技
の
非
常
に
難

し
く
ま
た
楽
し

く
や
り
が
い
の

あ
る
点
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
比

較
的
競
技
人
口

が
少
な
い
た
め
、

夏
前
に
開
催
さ

れ
る
練
習
レ
ー

ス
で
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場

の
講
習
会
に
加
え
て
、
亥
鼻
祭

で
は
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
勉
強
会
と
協
力

し
て
、
一
般
向
け
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
講

習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
千

葉
大
学
の
他
学
部
生
か
ら
も
講

習
会
の
申
し
込
み
が
来
て
お
り
、

今
後
は
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け

で
な
く
、
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス

に
も
活
動
の
場
を
広
げ
て
、
千

葉
大
学
全
体
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
普
及
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。先

日
行
わ
れ
た
第
１
回
全
国

医
学
生
Ｃ
Ｐ
Ｒ
選
手
権
大
会
で

は
、
８
月
22
日
の
関
東
・
甲
信

越
地
区
大
会
で
準
優
勝
、
10
月

17
日
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で

15
校
中
５
位
と
い
う
結
果
で
し

た
。
優
勝
は
出
来
な
か
っ
た
も

の
の
学
べ
た
こ
と
も
多
く
、
今

後
は
自
分
達
が
も
っ
と
研
鑽
を

積
む
こ
と
で
、
他
の
学
生
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
も
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

歴
史
と
し
て
は
２
年
前
に
発

足
し
た
ば
か
り
と
ま
だ
ま
だ
浅

く
、
メ
ン
バ
ー
も
６
人
と
小
さ

な
サ
ー
ク
ル
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
頑
張
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

Ｃ
‒Ｔ
Ａ
Ｔ
役
員

　

代　

表　

鈴
木　

崇
浩

　

副
代
表　

中
川　

友
貴

　

会　

計　

齋
藤　

大
之

　

主　

務　

宮
原　

杏
奈

し
た
こ
と
の
あ
る
選
手
な
ど
が

一
緒
の
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
お

り
、
間
近
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ

ー
ラ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

魅
力
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
部
活
に
は
専
任
の

コ
ー
チ
が
お
ら
ず
、
選
手
を
引

退
さ
れ
た
６
年
生
の
先
輩
方
に

練
習
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
夏
の
大
会
に

な
る
と
た
く
さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
の
先

生
方
が
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い

救
急
サ
ー
ク
ル
Ｃ
‒Ｔ
Ａ
Ｔ

医
学
部
5
年　

代
表　

鈴
木　

崇
浩

ヨ
ッ
ト
部
の
活
動

医
学
部
3
年　

主
将　

遠
藤　

雄
二

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り

ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
多
く

の
先
輩
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。来

年
こ
そ
は
夏
の
大
会
で
優

勝
で
き
る
よ
う
今
後
も
部
員
一

同
、
一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヨ
ッ
ト
部
役
員

　

主　

将　

遠
藤　

雄
二

　

副　

将　

西
川　

侑
成

　

会　

計　

生
嶋　
　

光
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ラ
グ
ビ
ー
部

　
　

医
学
部
5
年　

主
将　

大
山　

秀
平

千
葉
大
学
医
学
部
ラ
グ
ビ
ー

部
は
１
９
７
４
年
に
設
立
さ
れ

た
部
活
で
す
。
昨
年
と
今
年
は

看
護
学
部
、
薬
学
部
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
も
入
部
し
、
現
在
で
は
坂

本
監
督
の
下
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
37

名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
14
名
で
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

部
活
は
月
曜
日
と
水
曜
日
の

夜
、
土
曜
日
の
午
前
中
に
行
っ

て
お
り
、
そ
の
他
自
主
練
と
し

て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
る
機
会

も
あ
り
ま
す
。
部
活
中
は
全
員

が
ラ
グ
ビ
ー
に
集
中
し
、
引
き

締
ま
っ
た
雰
囲
気
の
中
、
互
い

に
声
を
か
け
た
り
指
示
を
出
し

た
り
し
て
切
磋
琢
磨
し
ス
キ
ル

を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。
一
方

で
部
活
以
外
の
時
は
明
る
く
楽

し
い
雰
囲
気
で
盛
り
上
が
り
部

員
同
士
の
仲
も
よ
く
、
ス
イ
ッ

チ
の
オ
ン
と
オ
フ
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
の
も
伝
統
的
に
こ
の

部
活
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
公
式

戦
は
夏
の
東
日
本
医
科
学
生
総

合
体
育
大
会
と
秋
の
関
東
医
歯

薬
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
、
そ
れ
以

外
で
は
新
歓
や
通
い
合
宿
、
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

東
医
体
は
、
昨
年
度
は
ベ
ス
ト

４
、
今
年
度
は
ベ
ス
ト
８
で
し

た
。
医
歯
薬
リ
ー
グ
は
現
在
２

部
リ
ー
グ
に
所
属
し
、
１
部
昇

格
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
で
は
多
く
の

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
が
お
越
し

く
だ
さ
り
様
々
な
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
、
ま
た
試
合
を
行
っ

た
後
は
ア
フ
タ
ー
マ
ッ
チ
フ
ァ

ン
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
対
戦

相
手
と
も
交
流
し
て
い
て
、
ラ

グ
ビ
ー
部
を
通
じ
て
輪
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
い
た
し

ま
す
。

チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
競
技
で
あ

る
ラ
グ
ビ
ー
で
よ
く
使
わ
れ
る

言
葉
に
、
�one�for�all,�all�for�

one

�と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
達
の
部
活
が
監
督
や
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
方
々
を
は
じ
め
と
し
て

大
変
多
く
の
方
々
の
協
力
の
お

か
げ
で
成
り
立
っ
て
い
る
一
方

で
、
自
分
の
献
身
的
な
プ
レ
ー

は
、
ほ
か
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
助

け
る
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
い
て

は
部
員
全
員
や
応
援
し
て
く
だ

さ
る
全
て
の
方
々
の
思
い
に
応

え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
部
活
は
、
ほ
か
の
人
の

た
め
に
自
分
が
働
く
こ
と
の
大

切
さ
や
重
要
性
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
様
々
な
人
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き

る
素
晴
ら
し
い
部
活
で
す
。
こ

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
さ

ら
に
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
部

員
一
同
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
ラ
グ
ビ
ー
部

へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部
役
員

主　

将
：
大
山
秀
平

副　

将
、
Ｆ
Ｗ
リ
ー
ダ
ー
：

　
　
　
　

星
大
地

主　

務
：
増
田
峰
登

副　

務
、
会
計
：
佐
久
間
亮
輔

Ｂ
Ｋ
リ
ー
ダ
ー
：
伊
藤
聡
之

埼玉ゐのはな会
平成27年8月　第16号
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「
故
郷
は
遠
く
に
在
り
て
想
う

も
の
」
と
「
か
な
た
へ
、
い
ざ

君
と
帰
ら
ま
し
」
と
の
間
合
い

を
私
の
心
は
揺
れ
な
が
ら
、
こ

の
日
を
迎
え
た
。
結
果
は
端
的

に
言
え
ば
「
こ
の
馬
鹿
野
郎
共

奴
！
」
と
決
然
と
し
て
席
を
蹴

る
破
目
に
陥
っ
た
が
、
ま
あ
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
大
い
に

楽
し
い
一
日
で
も
あ
っ
た
。
更

に
胸
の
内
を
明
か
せ
ば
、
そ
う

言
っ
た
外
交
辞
令
と
は
別
に
索

漠
た
る
想
い
も
去
来
し
た
も
の

だ
が
、
ま
あ
い
い
で
し
ょ
う
。

C

�est�la�vie�!

（
仕
方
な
い
よ
、

人
生
っ
て
こ
ん
な
も
の
さ
）

私
は
77
歳
。
も
う
恐
れ
る
も

の
は
何
も
な
い
。
だ
か
ら
自
分

を
偽
り
な
く
さ
ら
け
出
す
し
、

他
人
様
に
も
憚
る
こ
と
な
く
固

有
名
詞
を
バ
ン
バ
ン
出
す
。
そ

し
て
こ
の
一
文
は
私
自
身
の
心

の
旅
路
で
も
あ
る
の
で
、
私
事

を
か
な
り
多
く
書
き
込
ん
で
い

る
が
、
文
句
あ
る
か
！
エ
エ

ー
？昨

年
念
願
か
な
っ
て
後
輩
に

我
が
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
譲

り
、
週
２
回
午
前
中
外
来
の
み

を
受
け
持
っ
て
い
る
が
、
現
役

時
代
と
異
な
っ
て
忙
し
く
て
堪

ら
な
い
。
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、

随
　
想

50
数
年
ぶ
り
の
ホ
ー
ム
・
カ
ミ
ン
グ

　

新
堀　
　

茂
（
昭
38
）

卓
球
、
囲
碁
、
そ
し
て
毎
晩
家

内
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
サ
キ

ソ
フ
ォ
ン
を
吹
い
て
い
る
所
為

で
、
疲
れ
果
て
て
診
察
中
に
時

折
居
眠
り
し
て
し
ま
う
。

最
近
は
遠
出
す
る
時
は
不
安

な
の
で
、
何
時
も
家
内
の
ス
カ

ー
ト
の
裾
に
掴
ま
っ
て
歩
く
。

尤
も
近
頃
私
は
躁
状
態
で
あ
る

が
故
に
、「
亭
主
躁
な
ら
上
さ
ん

鬱
よ
」
の
例
に
も
れ
ず
、
完
全

な
鬱
な
の
で
、
逆
に
私
の
ベ
ル

ト
を
離
さ
ず
に
つ
い
て
来
る
。

10
月
４
日
（
日
）
千
葉
駅
に
着

き
、
憧
れ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗

り
、
葭
川
駅
近
く
の
ビ
ル
の
パ

ー
テ
ィ
ー
会
場
へ
。
懐
か
し
い

顔
、
顔
、
面
、
面
。

確
か
に
、
よ
る
年
波
で
す
っ

か
り
背
は
ち
じ
ん
だ
爺
さ
ん
婆

さ
ん
ば
か
り
。
ま
あ
こ
れ
は
仕

方
な
い
。
没
有
法
子
！
（
北
京

語
）Apa�boleh�buat�!

（
マ
レ

ー
語
） 

マ
イ　

ペ
ン　

ラ
イ
！

（
タ
イ
語
）、
ス
ペ
イ
ン
語
で
は

Rematado�!�

以
上
ど
れ
も
「
し

ょ
う
が
な
い
な
あ
」
の
意
。
庶

民
は
皆
溜
め
息
付
い
た
後
、
こ

う
呟
い
て
、
諦
め
な
が
ら
生
き

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

昭
和
38
年
卒
組
は
不
出
来
と

言
う
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
実

際
は
最
高
の
学
生
が
群
を
な
し

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

教
授
や
大
病
院
の
院
長
を
務
め

た
人
が
ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
い
る
。

大
病
院
を
創
設
し
た
級
友
も
か

な
り
の
数
に
な
る
。
だ
か
ら
ど

う
し
た
と
言
う
話
だ
が
、
褒
章

を
授
与
さ
れ
た
人
が
４
人
も
出

た
し
更
に
来
年
授
与
さ
れ
る
人

も
い
る
筈
だ
。
中
で
も
旭
日
双

光
章
を
授
与
さ
れ
た
嶺
井
進
君

は
凄
い
。
沖
縄
で
始
め
て
脳
外

科
手
術
を
施
行
。
後
に
専
門
病

院
を
開
業
し
て
成
功
。
３
院
の

病
院
と
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
最
近

近
代
的
な
医
療
施
設
を
も
つ
巨

大
な
マ
ン
シ
ョ
ン
を
経
営
、
実

業
家
と
し
て
の
才
も
花
開
い
て

い
る
。
私
は
密
か
に
沖
縄
の
ベ

ン
・
ケ
ー
シ
ー
と
呼
び
兄
事
し

て
い
た
も
の
だ
。
私
は
何
度
と

な
く
沖
縄
に
行
っ
て
は
、
御
馳

走
に
な
っ
た
り
、
豆
腐
餻
を
送

れ
と
か
、
ア
ッ
プ
ル
・
マ
ン
ゴ

ー
を
呉
れ
と
か
、
そ
の
他
諸
々
。

今
猶
一
寸
甘
え
過
ぎ
だ
っ
た

と
赤
面
す
る
想
い
が
蟠
っ
て
い

る
の
は
、
一
昨
年
沖
縄
で
の
嶺

井
君
主
催
の
38
会
で
の
こ
と
だ
。

今
は
亡
き
守
矢
和
人
君
と
私
で

ピ
ア
ノ
と
サ
ッ
ク
ス
の
合
奏
す

る
か
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
に
ピ

ア
ノ
を
用
意
し
て
く
れ
と
頼
み

込
ん
だ
。
さ
て
当
日
、
定
刻
に

遅
れ
た
の
で
慌
て
て
会
場
に
入

る
と
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
が
デ
ー
ン
と
据
え

付
け
て
あ
っ
た
。
打
ち
合
わ
せ

て
あ
っ
た
曲
を
私
は
吹
き
出
し

た
の
で
は
あ
る
が
、
大
失
敗
。

弁
解
が
ま
し
い
が
そ
の
日
始
め

て
手
に
し
た
ヤ
ナ
ギ
サ
ワ
の
名

器
に
馴
染
ん
で
い
な
か
っ
た
の

で
、
ま
と
も
な
音
が
出
な
い
。

慌
て
れ
ば
慌
て
る
程
お
か
し
く

な
る
。
そ
れ
を
救
っ
て
呉
れ
た

の
は
、
守
矢
君
の
ピ
ア
ノ
の
弾

き
語
り
「
勝
手
に
し
や
が
れ
」

だ
。
私
も
勝
手
に
し
や
が
れ
！

と
呟
き
な
が
ら
す
ご
す
ご
と
自

席
に
戻
る
。
隣
に
座
る
家
内
は

他
人
の
様
に
装
っ
て
、
知
ら
ん

顔
し
て
い
る
。It

�s�no�use�
crying�!�

こ
れ
は
２
年
前
の
出

来
事
。
で
は
あ
る
が
、
些
か
心

に
疼
き
を
覚
え
る
。

守
矢
君
と
の
付
き
合
い
に
も

う
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
私

達
は
カ
ル
テ
ッ
ト
を
組
ん
で
い

た
。
即
ち
男
性
４
部
合
唱
を
や

っ
て
い
た
。
第
一
テ
ナ
ー
は
私
、

第
二
テ
ナ
ー
は
早
世
さ
れ
た
田

辺
義
次
君
、
バ
リ
ト
ン
は
浅
野

尚
君
、
バ
ス
は
守
矢
君
。
私
以

外
は
皆
本
物
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
だ
。
私
は
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
な

ら
、
か
な
り
高
い
音
は
出
る
が
、

地
声
で
は
Ｆ
＃
ま
で
し
か
高
音

は
出
せ
な
い
。
浅
野
君
は
Ｇ
＃

ま
で
音
が
で
る
。
マ
ザ
コ
ン
の

こ
の
男
は
今
回
も
自
作
の
母
の

歌
を
披
露
し
た
。
さ
も
な
い
メ

ロ
デ
ィ
だ
が
、
77
歳
の
今
も
音

階
は
安
定
し
て
い
る
し
、
高
音

も
良
く
伸
び
る
。
流
石
に
立
派

な
も
の
だ
。
私
は
カ
ラ
オ
ケ
を

含
め
て
人
前
で
歌
う
事
を
や
め

た
。
少
し
で
も
声
が
か
す
れ
た

り
、
音
程
が
狂
っ
た
り
す
る
事

を
恐
れ
る
か
ら
だ
。
第
一
テ
ナ

ー
だ
っ
た
者
と
し
て
の
誇
り
が

許
さ
な
い
の
だ
。

私
が
カ
ル
テ
ッ
ト
に
求
め
た

音
楽
は
シ
ャ
ウ
ト
系
の
ア
レ
ン

ジ
、
例
え
ば
プ
ラ
タ
ー
ズ
み
た

い
な
曲
だ
。
他
の
連
中
は
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
男
性
４
部
合
唱

だ
っ
た
。
だ
か
ら
ダ
ー
ク
・
ダ

ッ
ク
ス
の
二
番
煎
じ
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
良
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
も
想
う
。
も
し

あ
の
時
、
ニ
ュ
ー
・
ス
タ
イ
ル

が
ヒ
ッ
ト
し
て
い
た
ら
私
達
の

人
生
は
変
て
こ
に
な
っ
て
い
た

か
も
知
れ
な
い
。Pazienza�!

（
イ
タ
リ
ア
語
）

と
も
あ
れ
嶺
井
進
君
、
旭
日

双
光
章
授
与
お
め
で
と
う
！
万

歳
！
万
歳
！
万
歳
！

次
回
に
続
、
請
う
御
期
待

私
は
、
千
葉
県
医
師
会
の
学

術
担
当
理
事
日
比
野
久
美
子
と

申
し
ま
す
。
実
は
、
私
の
亡
父

も
一
外
科
出
身
の
ゐ
の
は
な
同

窓
会
会
員
で
あ
り
ま
し
た
為

「
ゐ
の
は
な
同
窓
会
」
は
身
近
な

存
在
で
し
た
。
生
前
、
亡
父
が

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
御

礼
を
兼
ね
て
一
筆
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

先
生
方
の
多
く
は
医
師
会
に

す
で
に
御
入
会
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
千
葉
県

は
「
勤
務
医
の
医
師
会
入
会
率

全
国
最
下
位
」
と
い
う
不
名
誉

な
現
況
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

医
療
訴
訟
の
際
の
賠
償
保
険
な

ど
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
師
会

と
は
空
気
の
よ
う
な
存
在
で
、

特
に
勤
務
医
、
研
修
医
の
先
生

方
に
と
っ
て
は
、
医
師
会
入
会

の
意
義
が
は
っ
き
り
と
目
に
見

え
た
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
県
医
師
会
が
先

生
方
に
と
っ
て
、
魅
力
あ
る
会

に
な
り
ま
す
よ
う
、
私
も
学
術

担
当
と
し
て
医
師
の
生
涯
教
育

の
た
め
の
講
演
会
・
研
修
会
な

ど
の
企
画
の
他
に
、
医
師
確
保

事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
度
県
医
師
会
で
は
、
勤
務
医

入
会
率
促
進
に
む
け
て
の
事
業

と
し
て
、今
ま
で
、特
定
な
方
々

の
み
へ
提
供
さ
れ
て
い
た
そ
ご

う
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
を
、
千
葉

県
医
師
会
員
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
、
そ
ご
う
千
葉
店
の
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー
ド
が
付
与
さ
れ
る
と

い
う
特
典
が
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
致
し
ま
し
た
。
お
買
い
物
を

し
な
く
て
も
、
そ
ご
う
の
駐
車

場
が
３
時
間
無
料
に
な
る
ほ
か
、

ロ
イ
ヤ
ル
サ
ロ
ン
の
利
用
や
自

宅
宅
配
の
サ
ー
ビ
ス
、
高
額
商

品
の
割
引
も
応
相
談
、
と
良
い

こ
と
づ
く
め
…
…
。
勿
論
、
入

会
金
、
年
会
費
無
料
で
す
。
現

在
、
県
医
師
会
未
入
会
の
先
生

は
県
医
師
会
入
会
と
同
時
に
、

ま
た
、
県
医
師
会
に
入
会
し
て

い
て
も
、
そ
ご
う
千
葉
店
の
ゴ

ー
ル
ド
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
方
や
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
て
も
ゴ
ー
ル
ド
で

は
な
い
方
（
た
と
え
ば
銀
カ
ー

ド
な
ど
を
保
有
）
に
も
ゴ
ー
ル

ド
カ
ー
ド
は
付
与
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
千
葉
そ
ご
う　

豊

崎
様
（
０
４
３
─
２
４
５
─
８

８
８
４
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

そ
し
て
、
こ
の
特
典
を
、
ぜ
ひ
、

お
知
り
合
い
の
県
医
師
会
未
入

会
の
先
生
や
、
勤
務
医
、
研
修

医
の
先
生
方
に
お
伝
え
い
た
だ

き
、
１
人
で
も
多
く
の
先
生
方

が
県
医
師
会
に
入
会
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

尚
、
県
医
師
会
は
県
民
と
の

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

お
り
、
昨
年
11
月
３
日
の
第
16

回
千
葉
県
医
師
会
学
術
大
会
県

民
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
５
０

０
名
を
超
え
る
方
々
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
県
医
師
会
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

千
葉
県
医
師
会
へ
の
入
会
を
！

　

そ
ご
う
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
が
取
得
で
き
ま
す

千
葉
県
医
師
会
学
術
担
当
理
事　

日
比
野　

久
美
子
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会
員
か
ら

ス
ペ
イ
ン
は
地
方
ご
と
に

「
国
」
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
都
の
バ

ル
セ
ロ
ー
ナ
も
独
自
に
歴
史
と

文
化
を
育
ん
で
い
る
。
言
語
は
、

ス
ペ
イ
ン
語
（
カ
ス
テ
ィ
ー
リ

ャ
語
）
と
は
別
に
カ
タ
ル
ー
ニ

ャ
語
が
あ
り
、
憲
法
上
ガ
リ
シ

ア
語
や
バ
ス
ク
語
も
含
め
公
用

語
と
し
て
４
言
語
が
併
用
さ
れ

て
い
る
国
で
あ
る
。
建
築
家
ガ

ウ
デ
ィ
ー
は
晩
年
強
烈
な
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
主
義
に
目
覚
め
、
国

王
に
対
し
て
も
終
始
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
語
で
語
り
か
け
た
こ
と
は

有
名
で
あ
る
。
今
回
は
２
０
１

５
年
９
月
に
企
画
し
た
「
ス
ペ

イ
ン
医
学
史
を
巡
る
旅
」
で
立

ち
寄
っ
た
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
か
ら
、

ニ
ュ
ー
ロ
ン
説
で
有
名
な
ラ
モ

ン
・
イ
・
カ
ハ
ー
ル
が
教
鞭
を

と
っ
た
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
大
学
医

学
部
（
旧
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
病

院
）と
世
界
遺
産
で
あ
る
サ
ン
・

パ
ウ
病
院
を
紹
介
す
る
。

旧
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
病
院
は

バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
大
通
り
と
言

う
べ
き
ラ
ン
ブ
ラ
ス
か
ら
病
院

通
り
に
入
っ
て
直
近
の
所
に
あ

る
。
現
在
は
市
立
図
書
館
と
し

ス
ペ
イ
ン

医
学
史
を
巡
る
旅

　

杉
田　

克
生
（
昭
54
）

て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
正
門

を
入
る
と
広
い
中
庭
が
あ
り
、

古
色
蒼
然
と
し
た
風
格
の
あ
る

建
物
で
あ
る
。
図
書
館
へ
の
階

段
中
央
部
の
端
に
は
、
鼠
径
部

の
傷
を
指
差
す
ペ
ス
ト
の
聖
人

「
聖
ロ
ッ
コ
」
の
像
が
あ
る
。
上

記
の
ガ
ウ
デ
ィ
ー
が
市
電
に
轢

か
れ
て
搬
送
さ
れ
た
の
は
こ
の

旧
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
病
院
で
あ

り
、
入
院
し
た
部
屋
も
見
学
可

能
で
あ
る
。
研
究
熱
心
な
カ
ハ

ー
ル
は
、
こ
の
病
院
か
ら
歩
い

て
数
分
の
所
に
居
を
構
え
た
。

自
宅
跡
（
ノ
ー
タ
リ
ア
ー
ト
通

り
７
番
地
）
に
は
、「
こ
の
家
で

ニ
ュ
ー
ロ
ン
説
を
見
出
し
た
」

と
説
明
し
た
プ
レ
ー
ト
が
か
け

ら
れ
て
い
る
（
写
真
）。
当
時
の

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
真
っ
当
な
研

究
者
は
自
宅
に
研
究
室
を
つ
く

る
慣
習
が
あ
っ
た
。

一
方
、
サ
ン
・
パ
ウ
病
院
は

２
０
０
９
年
ま
で
病
院
と
し
て

使
用
さ
れ
、
そ
の
後
老
朽
化
の

た
め
に
閉
鎖
し
て
い
た
が
、
２

０
１
４
年
か
ら
見
学
可
能
に
な

っ
た
。
銀
行
家
パ
ウ
・
ジ
ル
の

遺
言
に
よ
り
、
人
口
増
加
が
著

し
い
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
民
の
幸

せ
の
た
め
に
、
市
内
の
６
病
院

（
そ
の
一
つ
が
上
記
の
サ
ン
タ
・

ク
ル
ー
病
院
）
を
統
合
し
て
、

新
病
院
を
建
設
す
る
べ
く
14
万

５
千
㎡
の
広
大
な
敷
地
を
確
保

し
た
。リ
ュ
イ
ス
・
ド
メ
ネ
ク
・

イ
・
ム
ン
タ
ネ
ー
（
１
８
５
０

～
１
９
２
３
）
が
設
計
し
、
１

９
０
２
年
か
ら
１
９
３
０
年
に

か
け
て
建
設
さ
れ
た
。「
芸
術
に

は
人
を
癒
す
力
が
あ
る
」
と
い

う
ム
ン
タ
ネ
ー
の
信
念
に
基
づ

き
設
計
し
建
設
し
た
と
い
う
。

広
い
庭
内
に
散
在
す
る
各
病
棟

の
華
麗
な
外
観
を
見
る
だ
け
で

も
気
持
ち
は
豊
か
と
な
り
、
医

療
の
中
で
、
�care

�と
�cure

�

の
有
り
様
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
建
設
し
た
ム
ン
タ

ネ
ー
は
、
教
え
子
で
あ
っ
た
ガ

ウ
デ
ィ
ー
の
優
れ
た
才
能
に
ラ

イ
バ
ル
心
を
持
ち
、サ
グ
ラ
ダ
・

フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
が
見
え
る
こ

の
地
を
選
ん
だ
と
い
う
。
い
つ

の
時
代
で
も
、
才
能
あ
る
者
が

常
に
平
静
な
る
心
を
も
つ
こ
と

は
難
し
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂

の
正
式
名
称
は
、「
罪
滅
ぼ
し
の

聖
家
族
聖
堂
」
で
あ
る
。
バ
ル

セ
ロ
ー
ナ
は
ガ
ウ
デ
ィ
ー
や
ム

ン
タ
ネ
ー
ら
が
才
を
発
揮
し
た

建
築
で
有
名
だ
が
、
ピ
カ
ソ
や

ダ
リ
が
活
躍
し
た
所
で
も
あ
る
。

ピ
カ
ソ
美
術
館
に
は
「
こ
ど
も

絵
は
描
い
た
こ
と
が
な
い
」
と

す
る
天
才
ピ
カ
ソ
の
「
科
学
と

慈
愛
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
絵
画
中
、
医
師
は
「
科
学
」

修
道
女
は
「
慈
愛
」
を
象
徴
し

て
い
る
。「
千
葉
医
学
」
３
つ
の

教
え
「
獅
胆
鷹
目
行
以
女
手
」

が
一
瞬
脳
裏
を
か
す
め
た
。

亥
鼻
で
は
多
芸
多
才
な
同
級

写真　 カハール旧自宅玄関脇の壁に取り
付けられたプレート
 「この家でカハールが“la teoria de la 
neurona”を見出した」と書かれている

生
に
恵
ま
れ
、
卒
業
し
た
昭
和

54
年
か
ら
「
郷
士
会
」
と
称
し

同
期
会
を
時
に
催
し
て
い
る
。

今
回
の
ス
ペ
イ
ン
の
旅
で
、
画

家
ゴ
ヤ
の
母
親
は
ア
ラ
ゴ
ン
の

下
級
貴
族
、hidalgo

（
郷
士
）

の
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

hidalg

と
は
、hijo

とalgo

の

合
成
語
で
あ
り
、algo

（
な
に

が
し
か
）
の
財
産
を
持
っ
た
家

のhijo

（
息
子
）
の
意
と
の
こ

と
で
あ
る
。
日
々
母
校
を
思
い

至
る
こ
と
乏
し
き
身
で
は
あ
る

が
、
ゐ
の
は
な
郷
士
と
し
て
な

に
が
し
か
の
誇
り
を
持
っ
て
仕

お
詫
び
と
訂
正

１
７
０
号

17
頁

三
本
の
指
の
会 

写
真
２
列
目

　

木
村
道
雄
↓
木
村　

純

　

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

事
に
励
み
た
い
。
な
お
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
オ
ン
ラ
イ

ン
会
報
で
も
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
や

マ
ド
リ
ー
ド
の
医
学
史
関
連
施

設
を
動
画
で
紹
介
す
る
予
定
で

あ
る
。
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第40回　ゐのはな美術展　出品作品
氏　　名 卒業年 作　　　品

1 島田　哲男 昭41 ①Hi！　②想う　③上海
2 榎本　貴夫 昭47 ①兵馬俑　②万里の長城　③長瀞
3 石井　邦夫 昭26 ①浦和競馬場　②鴛鴦と貝　③2才の伸忠と朝の挨拶を交わす愛犬ハナ
4 吉田　克彦 平�4 ①航海
5 伊藤　　進 昭26 ①ラ・フランスと柿・栗　②チューリップと果物　③秋　④水差しと果物
6 野口　眞利 昭40 ①平潟港　②淋南の海　③赤い家
7 吉川　廣和 昭40 ①五月の金色堂A　②五月の金色堂B　③きぬがわ

8 川村　孝子 昭36 ①パソジャビスーツのインド女性　②ルノワール「浴女」─水彩による模写
③五月の八ヶ岳　④レイキャビック（アイスランド）の郊外にて

9 宮下　久夫 昭38 ①飛騨高山陣屋　②飛騨の街並み
10 橋本　英明 昭45 ①ある事情　②トールヴィーの海岸　③Stアンヌと聖母子像（ダヴィンチ模写）
11 神山　英明 昭22 ①静物
12 宮薗千代子 昭45 ①スイスの思い出　②石のベンチ

� （順不同）

�27年度収入
　同窓会賛助金
　会員出品料�12名

合　計

200,000
360,000
560,000

�27年度支出
　会場費
　案内状印刷・郵便・通信費等
　受付・搬入出経費

合　計

432,000
49,000
90,000
571,000

27年度会計報告

第
40
回
ゐ
の
は
な
美
術
展
は
、

平
成
27
年
10
月
５
日
（
月
）
よ

り
10
月
11
日
（
日
）
ま
で
例
年

通
り
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
向
日
葵

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
品
者
、
出
品
作
品
名
は
表

の
通
り
で
す
。
今
回
は
12
名
の

先
生
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
初
出
品
は
宮
薗
千
代
子

先
生
で
す
。

会
期
中
は
初
日
か
ら
天
気
に

め
ぐ
ま
れ
、
最
終
日
ま
で
穏
や

か
な
天
気
が
つ
づ
き
、
来
廊
者

は
昨
年
よ
り
大
幅
に
増
え
ま
し

た
（
記
帳
来
廊
者
１
２
３
名
、

昨
年
は
87
名
）。
来
廊
者
は
そ
れ

ぞ
れ
個
性
豊
か
な
作
品
に
ゆ
っ

く
り
目
を
通
し
楽
し
ま
れ
て
い

か
れ
ま
し
た
。

会
場
は
30
年
来
全
く
か
わ
ら

な
い
ビ
ル
の
２
階
で
す
が
、
会

場
を
と
り
ま
く
ビ
ル
群
の
再
開

発
建
設
の
真
っ
最
中
で
、
周
辺

環
境
変
化
に
皆
驚
か
れ
て
い
ま

し
た
。

10
月
10
日
（
土
）
午
後
、
会

場
に
出
品
者
も
三
々
五
々
お
集

ま
り
に
な
り
、
作
品
の
で
き
る

ま
で
の
苦
労
話
な
ど
親
し
く
話

し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
40
回

展
と
い
う
こ
と
で
、
同
窓
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会

報
の
取
材
に
担
当
の
髙
木
さ
ん

が
来
廊
さ
れ
、
遅
く
ま
で
ビ
デ

オ
撮
り
な
ど
や
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

同
日
６
時
か
ら
近
く
の
銀
座

ア
ス
タ
ー
で
、
神
山
英
明
先
生
、

宮
下
久
夫
先
生
、
吉
川
廣
和
先

生
、
橋
本
英
明
先
生
、
宮
薗
千

代
子
先
生
、
榎
本
貴
夫
先
生
、

島
田
哲
男
、
７
人
で
暮
れ
ゆ
く

銀
座
再
開
発
通
り
を
な
が
め
な

が
ら
、
親
し
く
交
流
い
た
し
ま

し
た
（
伊
藤
進
先
生
、
石
井
邦

夫
先
生
、
川
村
孝
子
先
生
、
吉

田
克
彦
先
生
、
野
口
眞
利
先
生

は
残
念
な
が
ら
欠
席
さ
れ
ま
し

た
）。

席
上
、
次
回
よ
り
世
話
人
代

表
を
橋
本
英
明
先
生
に
お
願
い

す
る
こ
と
に
出
席
者
全
員
で
確

認
い
た
し
ま
し
た
。
来
年
も
41

回
展
を
同
会
場
で
同
時
期
に
行

う
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

第
40
回
ゐ
の
は
な
美
術
展
世
話

人
：
宮
下
久
夫
、
野
口
眞
利
、

島
田
哲
男
、
橋
本
英
明

事
務
局

〒
１
０
４
─０
０
６
１

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
─９
─13

銀
座
菊
正
ビ
ル
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
向
日
葵

　

斉
藤
誠
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

０
３
─３
５
７
３
─１
６
８
０

第
40
回
ゐ
の
は
な
美
術
展
開
催

�

島
田
　
哲
男
（
昭
41
）

写真右から
前列：川村孝子、宮下久夫、神山英明、吉川廣和、島田哲男
後列：宮薗千代子、橋本英明、榎本貴夫

千葉大学医学部附属病院
成田赤十字病院肺がん治療センターを開設

平成27年 7月 1日、成田赤十字病院内に開設
しました。

センター長　　�千葉大学大学院医学研究院　�
呼吸器病態外科学�
千葉大学医学部附属病院　�
呼吸器外科�
教授　吉野　一郎

副センター長　�千葉大学医学部附属病院�
特任教授　澁谷　潔�
（成田赤十字病院　呼吸器外科部長）

開設場所　　　成田赤十字病院　A棟 8階

同窓会ホームページのオンラ
イン会報、福祉関連情報で、
ゐのはな美術展出品作品の鑑
賞ができます。
http://�www.inohana.jp/online/

index.html
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本
書
は
、
私
の
研
究
生
活
の

後
半
の
ま
と
め
で
あ
り
、
高
齢

者
の
余
生
の
生
き
方
と
死
に
方

に
つ
い
て
思
索
し
提
言
し
た
も

の
で
す
。
３
年
前
に
も
同
じ
様

な
趣
旨
で
「
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
│
人
生
、
楽

し
く
美
し
く
」
を
出
版
し
ま
し

た
（
著
書
の
紹
介
は
同
窓
会
報

１
６
４
号
）。
こ
れ
を
機
に
講
演

依
頼
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の

都
度
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を

重
ね
た
結
果
、
私
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（Quality�of�Life

）
論
は
し
だ

い
に
深
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
Ｑ
Ｏ
Ｄ
（Quality�

of�Death

）
論
で
す
。
そ
し
て

全
て
の
深
化
し
た
部
分
を
取
り

出
し
整
理
し
、
新
た
な
経
験
も

加
え
て
、
再
び
世
に
問
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

私
の
基
礎
理
論
で
あ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ

座
標
理
論
が
抜
け
て
し
ま
う
の

で
、
そ
れ
は
で
き
な
い
と
、
前

書
の
中
核
に
な
っ
た
章
は
再
掲

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

本
書
で
は
こ
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
論
の

延
長
線
上
に
Ｑ
Ｏ
Ｄ
論
を
展
開

さ
せ
た
の
で
す
。
高
い
Ｑ
Ｏ
Ｌ

生
活
を
す
る
こ
と
が
、
高
い
Ｑ

Ｏ
Ｄ
で
逝
く
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
高
齢
者
の
新
し
い

死
の
概
念
を
提
示
し
、
心
が
自

立
し
て
い
る
と
満
足
死
と
な
り
、

そ
う
で
な
い
と
孤
独
死
に
な
る

と
提
言
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、

高
齢
者
の
余
生
を
楽
し
く
美
し

く
す
る
に
は
、「
心
の
自
立
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
外
科
医
で
生
理

学
者
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の

ア
レ
キ
シ
ス
・
カ
レ
ル
は
、
晩

年
の
名
著
「
人
間
、
こ
の
未
知

な
る
も
の
」（
英
語
版
�Man,�

the�Unknown

�）（
１
９
３
８

年
）
の
中
で
、
人
間
の
医
学
研

究
は
人
間
の
機
械
論
的
研
究
で

は
な
く
人
間
の
本
質
研
究
で
あ

る
べ
き
で
あ
る
と
力
説
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
人
間
復
興
の
条

件
は
、量
よ
り
質
、物
質
よ
り
精

神
の
重
視
で
あ
る
と
言
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
の
カ
レ
ル
の
精

神
と
は
本
書
で
の「
心
」（Spiri-

tuality

）
で
す
。
こ
の
「
心
」

が
重
要
な
要
素
な
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
カ
レ
ル
の
言
う

「
人
間
の
本
質
」
は
、
私
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
人
生
の
質
）
と
ほ
ぼ
同
義

で
あ
る
と
解
釈
で
き
ま
す
。
そ

こ
で
私
の
提
示
し
た
Ｑ
Ｏ
Ｌ
座

標
を
用
い
て
の
医
学
研
究
は
、

80
年
前
よ
り
カ
レ
ル
が
強
力
に

後
押
し
し
て
く
れ
て
い
た
人
間

研
究
な
の
で
す
。
こ
の
視
点
に

立
ち
ま
す
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
研
究
と
は

本
来
の
医
学
研
究
、
す
な
わ
ち

人
間
研
究
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
か
ら
Ｑ
Ｏ
Ｄ
を
論
ず

る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
後
期

高
齢
者
の
半
ば
に
あ
る
私
の
人

生
観
と
死
生
観
を
語
る
必
要
に

迫
ら
れ
ま
し
た
。
現
時
点
で
私

の
思
索
の
結
果
は
、
人
生
観
が

「
人
生
、
楽
し
く
美
し
く
」
で
、

死
生
観
は
「
余
生
も
楽
し
く
美

し
く
」
で
す
。
と
こ
ろ
が
Ｑ
Ｏ

Ｄ
を
語
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
私

は
す
ぐ
に
深
い
霧
に
囲
ま
れ
て

し
ま
い
、
不
安
と
期
待
の
中
で

立
ち
往
生
し
て
い
ま
す
。
霧
が

晴
れ
る
の
を
待
つ
の
も
一
法
で

す
が
、
私
自
身
の
余
命
と
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
今
回
は
こ
の
ホ

ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
の
状
態
の
記
載

の
み
で
良
し
と
の
こ
と
で
す
。

同
窓
の
先
生
方
の
益
々
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
（
高
い
Ｑ
Ｏ

Ｌ
を
）
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
後
40
年
以
上
近
く
で
仕

事
し
て
来
た
畏
友
か
ら
、
立
派

な
「
句
集
」
を
送
っ
て
い
た
だ

い
た
。
花
井
先
生
と
は
41
年
卒

の
同
級
生
で
あ
り
、
彼
が
保
険

同
窓
会
員
著
書
の
紹
介

野
尻
雅
美（
昭
36
）
著

余
生
も
楽
し
く
美
し
く

│
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ︵
人
生
の
質
︶、
Ｑ
Ｏ
Ｄ︵
死
の
質
︶

マ
リ
ヨ
企
画
出
版　

定
価
１
３
０
０
円
（
税
別
）

野
尻　

雅
美
（
昭
36
）

医
協
会
の
会
長
時
代
に
協
会
の

講
演
の
演
者
を
依
頼
さ
れ
た
り
、

患
者
さ
ん
を
紹
介
し
た
り
さ
れ

た
り
の
関
係
で
あ
っ
た
が
、
先

生
が
俳
人
で
あ
っ
た
の
は
全
く

心
当
た
り
が
な
か
っ
た
。

私
は
専
門
課
程
に
入
っ
て
加

賀
谷
凡
秋
先
生
の
門
下
生
と
な

り
、
卒
業
ま
で
句
会
「
や
は
ぎ
」

に
属
し
毎
月
の
句
会
や
吟
行
が

あ
り
、
そ
の
頃
、
三
枝
一
雄
先

花
井
透（
昭
41
）　

著　

花
井
俊
子　

挿
画
・
書

句
集
﹁
蜩
の
中
﹂光

陽
出
版
社

大
塚　

明
彦
（
昭
41
）

生
、
故
吉
川
武
彦
先
生
や
村
山

さ
と
し
先
生
の
ご
指
導
も
い
た

だ
い
た
が
全
く
上
達
し
な
か
っ

た
。
そ
の
頃
全
国
的
に
流
行
風

邪
の
様
に
拡
大
し
た
、
医
局
解

体
運
動
が
切
っ
掛
け
と
な
り
句

会
「
や
は
ぎ
」
と
は
疎
遠
に
な

り
、
多
忙
な
診
療
活
動
に
没
頭

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
母
校
に
凡

秋
谷
が
あ
り
、「
か
た
ま
り
て
花

と
蕾
や
花
し
ど
み
」
と
の
句
碑

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
医
局
員
だ
っ
た
頃
は
時

に
訪
れ
た
が
、
最
近
は
訪
れ
る

チ
ャ
ン
ス
も
な
く
な
っ
た
。

さ
て
「
蜩
の
中
」
に
は
、
誠

実
な
開
業
医
の
日
々
を
表
現
し

て
い
て
共
感
出
来
る
句
が
多
く
、

一
枚
一
枚
の
奥
様
の
描
い
た
挿

絵
も
素
敵
で
あ
る
。例
え
ば「
蜩

の
な
か
山
旅
の
終
り
け
り
」「
ひ

と
日
ま
た
仕
事
重
ね
て
鰯
雲
」

等
は
秀
句
で
あ
る
と
考
え
る
。

医
師
の
活
動
と
役
割
も
多
く

の
制
限
が
加
え
ら
れ
て
来
て
い

る
が
、
現
在
も
日
々
私
は
患
者

と
共
に
生
活
し
て
い
る
。
残
る

日
々
を
大
事
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
時
々
、
読
み
返
し
た

く
な
る
句
集
で
あ
る
。
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２
０
１
１
年
度
海
面
漁
業
漁

獲
量
の
都
道
府
県
別
順
位
を
み

る
と
、
千
葉
県
は
北
海
道
・
長

崎
・
静
岡
に
次
い
で
、
三
重
と

並
ん
で
４
位
で
あ
る
。
意
外
な

の
は
東
京
で
全
国
11
位
、
し
か

も
こ
こ
ま
で
は
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。
い
か
に
東
京
湾

の
魚
介
類
が
豊
富
で
あ
る
か
が

判
る
。
高
知
・
岩
手
・
神
奈
川
・

秋
田
・
富
山
な
ど
の
魚
が
し
ば

し
ば
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
漁

獲
量
は
全
国
平
均
以
下
で
あ
る
。

２
０
１
１
年
度
千
葉
県
が
漁

獲
量
全
国
一
位
の
魚
は
、
ス
ズ

キ
・
コ
ノ
シ
ロ
（
寿
司
ダ
ネ
と

し
て
は
、
シ
ン
コ
・
コ
ハ
ダ
の

大
き
さ
ま
で
）・
カ
タ
ク
チ
イ
ワ

シ
・
イ
セ
エ
ビ
が
あ
り
、
マ
イ

ワ
シ
は
全
国
２
位
で
あ
る
。
勝

浦
漁
港
は
、
初
ガ
ツ
オ
の
水
揚

量
が
全
国
一
で
あ
る
。

千
葉
県
庁
の
ホ
ー
ル
に
、
日

本
最
大
の
イ
セ
エ
ビ
の
標
本
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
０

年
３
月
に
勝
浦
市
興
津
地
先
で

捕
獲
さ
れ
た
も
の
で
、
県
立
博

物
館
分
館
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
。

同
年
９
月
に
死
亡
し
た
と
き
の

体
長
は
39
㎝
、
体
重
は
２
・
３

㎏
と
説
明
に
あ
る
。

千
葉
県
が
選
定
し
て
い
る
四

季
の
魚
に
は
、
マ
ダ
イ
・
ア
サ

リ
・
ア
ワ
ビ
・
サ
ン
マ
・
サ
バ
・

キ
ン
メ
ダ
イ
・
ヒ
ラ
メ
・
ブ
リ

が
あ
る
。
貝
の
ア
オ
ヤ
ギ
（
別

名
バ
カ
ガ
イ
）
の
名
称
は
、
産

地
で
あ
っ
た
市
原
市
の
青
柳
海

岸
に
由
来
す
る
。

変
わ
っ
た
食
べ
物
で
は
「
ナ

マ
ダ
」
が
あ
る
。
ウ
ツ
ボ
の
干

物
で
あ
る
。
南
房
総
市
周
辺
以

外
で
は
味
わ
え
な
い
よ
う
で
あ

る
。
ウ
ツ
ボ
は
、
高
知
で
は
刺

身
で
食
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
南
の
方
で
は
案
外
食
用

に
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。日

本
に
五
箇
所
し
か
な
い
捕

鯨
基
地
の
一
つ
が
、
南
房
総
市

和
田
町
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
毎

年
７
・
８
月
の
２
カ
月
間
、
体

長
10
ｍ
程
の
ツ
チ
ク
ジ
ラ
13
頭

が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
（
２
０
０

３
年
当
時
）。
こ
の
捕
鯨
は
国
際

捕
鯨
委
員
会
の
管
理
対
象
外
で

あ
る
が
、
水
産
庁
が
捕
獲
数
を

制
限
し
て
い
る
。
千
葉
県
で
捕

鯨
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
和
歌

山
県
太
地
町
と
同
じ
頃
、
17
世

紀
は
じ
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。

和
田
町
に
は
、
比
較
的
安
価

な
値
段
で
、
鯨
の
コ
ー
ス
料
理

を
提
供
す
る
店
が
何
軒
か
あ
る
。

安
房
地
方
特
有
の
鯨
の
食
べ
方

が
「
鯨
の
タ
レ
」
で
あ
る
。
独

千
葉
の
食
べ
物
　
続

石　

出　

猛　

史
（
昭
52
）

雑
文
雑
談

特
の
タ
レ
に
つ
け
込
ん
で
、
天

日
干
し
し
た
も
の
で
あ
る
。
千

葉
市
内
で
は
、
千
葉
そ
ご
う
の

食
品
売
場
と
加
曾
利
の
房
の
駅

で
購
入
で
き
る
。

近
年
食
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
貝
に
ホ
ン
ビ
ノ
ス
ガ
イ
が
あ

る
。
外
来
種
で
あ
る
。
１
９
９

８
年
に
千
葉
県
の
幕
張
海
岸
で

初
め
て
発
見
さ
れ
た
と
し
て
い

る
。
現
在
千
葉
県
が
主
要
な
産

地
で
あ
り
、
市
川
・
船
橋
が
漁

場
と
な
っ
て
い
る
。大
ア
サ
リ
・

白
ハ
マ
グ
リ
と
別
称
さ
れ
て
い

る
。米

国
で
は
重
要
な
食
用
貝
で
、

ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
・
バ
タ
ー

蒸
し
・
ワ
イ
ン
蒸
し
・
カ
ク
テ

ル
な
ど
と
し
て
好
ま
れ
て
い
る

と
い
う
。
最
も
大
き
な
サ
イ
ズ

の
物
は
英
名
でchowder�clam

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な

物
は
肉
厚
で
、
殻
ご
と
焼
い
た

だ
け
で
も
美
味
で
あ
る
。

千
葉
県
の
清
酒
製
造
は
、
寛

永
年
間
（
１
６
２
４
～
１
６
４

３
）
に
始
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
年
間
（
１
６
８
８
～
１
７

０
３
）
ま
で
に
四
軒
が
営
業
し

て
い
た
が
、
安
政
元
年
（
１
８

５
４
）
か
ら
急
激
に
増
加
し
、

最
も
多
か
っ
た
明
治
33
年
（
１

９
０
０
）
に
は
２
３
７
軒
を
数

え
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
減
少

し
、
現
在
は
36
軒
で
あ
る
。
蔵

元
の
数
は
全
国
20
位
で
あ
る
が
、

製
成
数
量
は
全
国
で
12
位
で
あ

る
（
平
成
20
年
国
税
庁
調
査
）。

君
津
市
久
留
里
町
の
吉
崎
酒
蔵

は
寛
永
元
年
創
業
と
い
わ
れ
、

県
内
最
古
の
蔵
元
で
あ
る
。
久

留
里
は
名
水
で
知
ら
れ
て
い
る
。

焼
酎
は
、
連
続
式
・
単
式
蒸

留
と
合
わ
せ
る
と
、
製
成
数
量

は
鹿
児
島
に
次
い
で
全
国
２
位

で
あ
る
。
同
じ
醸
造
食
品
で
あ

る
醤
油
は
、
生
産
量
の
上
位
３

社
が
千
葉
県
で
あ
る
。
二
大
生

産
地
で
あ
る
野
田
と
銚
子
は
、

塩
の
道
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

千
葉
県
の
生
産
量
は
全
国
一
で
、

３
分
の
１
強
を
占
め
て
い
る
。

２
位
の
兵
庫
の
倍
以
上
で
あ
る
。

千
葉
県
の
醤
油
製
造
は
、
和
歌

山
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
和
歌
山
は
現
在
生
産

量
の
10
位
以
内
に
入
っ
て
い
な

い
。み

り
ん
の
生
産
は
流
山
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
全
国

の
３
分
の
１
以
上
を
生
産
し
、

２
位
の
静
岡
の
４
倍
以
上
で
あ

る
。か

つ
て
利
根
川
を
大
量
の
鮭

が
遡
上
し
て
い
た
。
現
在
養
殖

を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
鮭
は
捕
れ

な
く
な
っ
た
が
、
千
葉
県
が
食

材
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
が
な
い
。

千葉大学ゐのはな同窓会 会員の皆様へ 

「会員総合補償制度」のご案内 
保険期間：平成 27 年 3 月  1 日午後 4 時 ～ 平成 28 年 3 月  1 日午後 4 時 (中途加入随時受付) 

３つの安心 で、先生方を しっかりサポート 

 
 

 
医師賠償責任保険 (勤務医向け)  所得補償保険              医療保険･がん保険 
対人１事故につき    ＆ 団体長期障害所得補償保険            入院一日目からしっかり補償。 
支払限度額2 億円（保険期間中 6 億円）     病気やケガで働けない期間、                ご加入時に医師の診査は不要。 

…月額保険料 4,300 円（Z２タイプ）     生活費をご家族のもとに 
支払限度額１億円（保険期間中３億円）      お届けする保険です。 

…月額保険料 3,390 円（Z タイプ） 
この広告は医師賠償責任保険、所得補償保険、団体長期障害所得補償保険、がん保険(1 年契約用)、医療保険(1 年契約用)の概要についてご紹介したものです。保険の内容はパンフレットでご確認ください。また、
ご加入に当たっては、必ず重要事項説明をよくお読みください。詳細は団体代表者の方にお渡ししてあります保険約款および協定書によりますが、ご不明な点は取扱代理店または引受保険会社へお尋ねください。
この保険契約は、下記の保険会社による共同保険契約であり（所得補償保険・団体長期障害所得補償保険・勤務医師賠償責任保険のみ）、東京海上日動火災保険が他の引受保険会社の代理・代行を行います。各引受保険会社は、
契約締結時に決定する引受割合に応じて、連帯することなく単独別個に保険契約上の責任を負います。なお、引受割合につきましては、下記お問合せ先までご確認ください。平成 27 年 5 月作成 15-T-00776 
 

≪お問合せ先・取扱代理店≫ 

PIONEER 株式会社パイオニア 
〒297-0001 茂原市七渡 3499-2 
Tel: 0120-36-8442 Fax: 0120-36-1061 
http://www.pioneerltd.com/  staff@pioneerltd.com 

≪引受保険会社≫ 
幹事：東京海上日動火災保険株式会社 
    医療福祉法人部 法人第一課 Tel 03-3515-4143 
非幹事：三井住友海上火災保険(株), エース損害保険(株)  

万一の 

医療事故 
を補償 

働けなくなった時の 

収入 
を補償 

万一の 

がん･病気･ケガ 
を補償 + + 

※パンフレット等資料のご請求やお申込みは、下記取
扱代理店まで電話またはメールにてご連絡ください。
中途加入の場合、毎月 20 日までにいただいたお申込み
につきまして、翌月 1 日が補償の開始日となります。 

※本制度・商品については左記お問合せ先にお尋ねください。 
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ゐのはな同窓会員の千葉大学医学部附属病院受診に際してのご案内

　本院では会員の皆様が本院を受診される際の利便性を高めるために、下記のとおり受診に関する手順を
定めました。

記

受診受付優遇対象者
　・同窓会の会員本人、会員の配偶者及び会員の2親等以内の親族
受診手順　（図を参照）
　【初診時】
　 1．千葉大学病院総務課へ連絡（043−226−2221）
　　　（受診診療科と調整のうえ、折り返し、来院日・来院時間をご連絡します。）
　 2．千葉大病院（新外来棟1階総合案内）へご来院
　　　（事務部において、受診手続き、お会計を行います。）
　【再診時】受診診療科との直接の予約となります。
受診方法
　・�本院を受診する他の患者と同様に紹介状を必要とします。無い場合の受診は、保険外併用療養費制度
に基づく初診に係る特別料金（5,400円）を徴収させていただきます。

　　※�2 親等以内の親族とは、父母、義父母、子、配偶者の子、兄妹姉妹、兄弟姉妹・配偶者、義兄弟姉
妹、祖父母、義祖父母、孫をいう。

②�事務部総務課から診療科等へゐのはな同窓会
関係者の受診の要請（日程調整を含む）

①�ゐのはな同窓会関係者から千葉大学病院総務
課へ本院受診希望の連絡

受診の手順

ゐのはな同窓会関係者

総　務　課【043−226−2221】

診　　療　　科　　等

総合案内

医 事 課③�診療科等がゐのはな同窓会関係者の受診
受入の承諾（日程確定）

④�千葉大学病院総務課からゐのはな同窓会
関係者へ受診受入の連絡

⑤�診療当日、ゐのはな同窓
会関係者は総合案内より
総務課へ来院の連絡

⑥�総務課が医事課において
受診手続きを行い受診診
療科等外来へご案内
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オンライン会報案内 
http://www.inohana.jp/online/index.html

千葉大学ゐのはな同窓会会則第3章目的には、「医道の昂揚に努めること」との記載があります。その目的にかなうべく、イ
ンターネット上のオンライン会報（ヤフーやグーグルなどでこの用語で検索するとトップ項目で閲覧可能です）では、学究
活動の意義を問い直す番組を掲載しております。また、関連する新聞記事について、1〜2年間分をまとめて生涯学習講座欄
に大学・医療の姿として紹介しておりますので、ご活用ください。一方福祉・文化関連情報欄を新設しました。掲載すべき
情報がありましたら、ゐのはな同窓会本部内事務局オンライン会報担当者までお知らせください。オンライン会報が、会員
の様々なニーズに応えられるように、皆様のご協力をお願い致します。

■インタビュー　▲

インタビューの一覧はこちら　

学究活動に関する番組

■生涯学習講座

・病院紹介
・求人・求職
・同窓会員経営の病院・医院・診療所の紹介
・生涯学習講座
・インタビュー
・国際交流
・都道府県医師対策
・オンライン書庫

・話題
・同窓会
・クラス会・他大学等
・キャンパス便り
・福祉関連情報
・「ほっとひといき」ちば通信（千葉日報）
・協賛企業からのお知らせ

オンライン会報　総合目次
Windowsで動画をご覧になる場合はInternet Explorerを推奨します。
Macintoshで動画をご覧になる場合はプラグインソフト「Flip4Mac」をインストールしてください。
>>ダウンロード　　>>インストール方法
ただし「＊Mac/スマホ対応＊」があるものは、プラグイン無しでご覧になれます。

NEW
病理診断の信頼獲得とその進歩の
ために
近藤福雄（帝京大学医学部附属病院
病理診断科長・病院病理部長）
聞き手
鈴木信夫（ゐのはな同窓会副会長）

今伝えたい大学人の心
鈴木守（群馬大学顧問・名誉教授）
聞き手
鈴木信夫（ゐのはな同窓会副会長）

特別講演
一生化学者の歩み
−実験研究の指針を求めて−
橘正道（千葉大学名誉教授）
・前編
・後編

［2015.9.15掲載］
＊Mac/スマホ対応＊

［2015.11.19掲載］記事項目を31面に掲載

▼ 映像を見る

▼ 映像を見る

第91回千葉医学会学術大会　平成27年7月30日 NEW
大学・医療の姿（新聞記事より）

・病理診断には重複する領域がある
・診断基準は進歩している
・「論より証拠」で成熟させる理論
・自らの学説は責任を持って検証し進歩させる

［2015.11.12掲載］
＊Mac/スマホ対応＊

▼ 映像を見る

▼ 映像を見る

▼ 映像を見る

▼ 映像を見る

・大学における教養教育の本質
・医学部における専門教育
・医学における危機管理

［2015.8.21掲載］
＊Mac/スマホ対応＊

▼ 映像を見る

▼ 映像を見る

▼ 映像を見る



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（31） オンライン会報   第171号

大学・医療の姿（〜 2015.10.31）
下記の項目について掲載してあります。
　・教育現場
　・入試
　・製薬
　・医療事故
　・危機管理（群馬大）
　・倫理
　・研修
　・研究
　・文科省

⃝リゾート情報 ⃝同窓会プラン情報

⃝文化活動情報

■福祉関連情報　▲

福祉関連情報の一覧はこちら　

NEW
平成27年
第40回ゐのはな美術展
平成27年10月5日〜11日
於銀座ギャラリー向日葵

［2015.11.17掲載］
＊Mac/スマホ対応＊

おしらせ
同 窓 会 員 が 千 葉 県 内 で 経 営 す る 
病院・医院・診療所については、オン
ライン会報および千葉日報との両メデ
ィアでの連動による紹介が可能です。
詳細につきましては、同窓会事務局ま
でお問合せ下さい。
Tel：043-202-3750

NEW
千葉に咲く文化の華
・作家略歴（PDF）

・収蔵作品の写真（PDF）

・ごあいさつ（PDF）

［2015.12.4掲載］

▼ 記事を読む

▼ 記事を読む

▼ 記事を読む

・割引ウェディングプラン

チャペル

▼ 記事を読む

・割引パーティプラン

プリマベーラ

▼ 記事を読む

棒道からの甲斐駒と北岳

関連情報を見る
㈲八ヶ岳信玄原土地

［2015.8.21掲載］
＊Mac/スマホ対応＊

▼ WEBサイト

NEW
海浜幕張駅前に在る　ホテルザ・マンハッタンよりのお知
らせ

・館内一室からの遠望

・ホテル紹介インタビュー

・インタビュー内容

・ホテル配布パンフレット類
　（PDF）

［2015.12.4掲載］
＊Mac/スマホ対応＊

全景

▼ 映像を見る

▼ 映像を見る

▼ 記事を読む

▼ 記事を読む

▼ WEBサイト
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
気
持
ち
も
新
た
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

創
立
１
３
５
周
年
記
念
事
業
で
あ
る
「
新
ゐ
の

は
な
同
窓
会
館
」
の
設
立
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
、

同
窓
会
の
た
め
に
大
変
な
御
尽
力
を
さ
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
伊
藤
晴
夫
前
会
長
か
ら
、
こ
の
度
、
済

陽
高
穂
先
生
が
ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
を
ひ
き
つ
が

れ
ま
し
た
。
済
陽
先
生
は
「
世
界
が
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
を
進
む
べ
き
道
に
掲
げ
、
新
た
な
同
窓
会
の

活
性
化
、
発
展
の
展
望
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
の
叙
勲
や
受
賞
を
受
け
ら
れ
た
先
生

方
に
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
各
大
学
の
講
座
責
任
者
等
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
同
窓
の
先
生
方
が
、
更
な
る
活
動
を
開
始
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
抱
負
を
述
べ
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
ゐ
の
は
な
会
、
各
学
年
の
ク
ラ

ス
会
で
は
多
く
の
先
生
方
が
楽
し
く
活
躍
さ
れ
て

お
ら
れ
る
御
様
子
が
報
じ
ら
れ
、
同
窓
の
一
人
と

し
て
、
喜
び
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。
こ
の
第
１
７
１

号
で
は
、
多
く
の
先
生
方
に
よ
る
御
投
稿
が
あ
り

大
変
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
国
際
交
流
・
留
学
生
報

告
で
は
、
多
く
の
海
外
で
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い

る
様
子
が
伺
わ
れ
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
シ
ャ
リ
テ
医

科
大
学
や
米
国
の
ト
ー
マ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
、

イ
リ
ノ
イ
大
学
で
の
学
生
の
臨
床
実
習
留
学
の
報

告
は
、
将
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
立
つ
医
療

人
と
な
れ
る
よ
う
な
、
新
た
な
教
育
へ
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
興
味
深
く
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
若

者
た
ち
が
多
種
多
様
な
連
携
教
育
の
重
要
性
を
理

編
　
集
　
後
　
記

解
し
、
積
極
的
に
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
医
だ
よ
り
、
関
東
研
究

医
養
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
報
告
、
亥
鼻
祭
実
行
委

員
長
の
報
告
、
課
外
活
動
で
は
、
救
急
サ
ー
ク
ル

Ｃ
‒Ｔ
Ａ
Ｔ
で
の
講
習
会
や
勉
強
会
、
ヨ
ッ
ト
部
、

ラ
グ
ビ
ー
部
な
ど
で
の
、
若
い
人
た
ち
の
い
き
い

き
と
し
た
様
子
が
報
告
さ
れ
、
頼
も
し
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
総
じ
て
、
今
回
の
会
報
は
若
い
人
た

ち
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
先
輩
方
の
若
々
し
い
力

が
感
じ
ら
れ
る
会
報
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

千
葉
を
離
れ
て
研
修
を
し
て
い
る
卒
業
生
が
大

学
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
、
臨
床
あ
る
い
は
研
究
を

し
た
い
と
思
う
よ
う
な
同
窓
会
報
を
紹
介
で
き
ま

す
よ
う
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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島
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弥（
東
京
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専
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昭
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遠
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寅
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専
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）

荒
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晃（
昭
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）

永
瀬　

敏
行（
昭
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）

鈴
木　

健
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昭
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）
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輝
蔵（
昭
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）

長
瀬　

信
一（
日
本
医
大
・
昭
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お
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や
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沖
津
啓
一
郎（
昭
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）

山
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國
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昭
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輝
彦（
昭
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）

矢
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義
忠（
昭
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）

古
沢　
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昭
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）

足
立　

倫
康（
昭
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）

伊
東　

範
行（
昭
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湧
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昭
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昭
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）

山
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光
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元
）

浜
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孝
平（
鶴
見
大
・
平
９
）

千葉医学雑誌91巻5号　2015年10月
原　　著
　�デート中の暴力（デートDV）を防止するためのe-ラーニング・コンテンツの開発

及びその有効性に関する予備的研究� 杉本元子　清水栄司

話　　題
　�大学病院に求められている“良い医療とは何か”という問に答え得る手術をして

頂いて� 金子敏郎

海外だより
　ポール・ブルッス病院　Centre�Hépato-Biliaire留学記� 細川　勇

学　　会
　第1304回千葉医学会例会・整形外科例会

　第1308回千葉医学会例会・第29回千葉集中治療研究会
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